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シンポジウム

新第三紀における日本の海洋生物地理

一中新世を中心として一

中*!ii吐前，1中期における

11 4:の泌il生物地理の特徴車

'(: ~守に代えてー

i: Iを一日

新ヨ~，三系 0) 牛jI41予，年代層序研究の厳近の進歩μ よりー浮遊'~I:有孔虫. ~主 i事‘放

l伐止l. 十シノブランクトシなどの浮遊'1'1:微化{Î の細かい生'I'l r r:区分 (Zone) ある Hi

生層序基準函 (Datum levell を使った精度の高い対比が可能となり，しかも唱放射年

代測定資料、古地磁気層序，大i羊I長の生層序・年代!将序との対比を通じて.それら

を政射年代尺度 1': U盛ることがでさるようになった.

11 本の新芳三系も，今までの総{';liW先をはじめとする諸研究の結み足ねの結果，

南日本のものは主として浮遊性有孔虫.北日本のものは主として球藻，それに資料は

まだ少いが両域μ共通する放散虫とナンノプランクトンを使って新しし 2対比が試み

ヤれ.ぞれらを同じように放射年代の枠に組みニむ二とが可能となった(土ほか.

1979). _:_うして陸 I:(})新芳三系についても，およそlOO 万年 (\la) 単位でものが云

えるようになってきた点は特筆すべきである.

ところで. 'このよういしてつくられた対比表に凡ムれる特色の l つは. f;毛米中新

tH:前 j~11 または中 lり!として，それぞれの凶準の対比ι似われてきた“Leþidocyclina ., 

(=l\i匂phrolepidinlll -，'-1iogypsina lN 集 ， lvJiogyがina- 0βerculina ~干集 . Vicaりl(l を

えむf.H長.マシグロープm~!u也を川 .J、する TelescoþÎ/lm， Geloill11 を含む!作集などが，

L 、ずれも中 $Ir怜 rjÎjWJ~、・ '1')事l初め，すなわち 15:Vla B. ド.叫に集中するという点仁ある.

しかも，ぞれらのlrï 集は L ずれも熱einz性‘先海域を特徴つ"けると考えられてし a るものであ

る.故j!iまでの資料 l二よると，人乍ρhroleρidi鰍1， !'vliogyþsinaの層 iV'. : ま BLOW (1 979) に

よるヴー遊性-fI'・-fL!hの Zone N‘ 8 から N.9 の下部までに l以られるよう仁比える(茨木，

1981. 但し. N. 14 以上にのみそれらを産する伊立半島はここでは除く). J主藻生 I~ 序

から云っても. ?l� 1 Igj のように今のところ矛盾はない. VicQI}'a の層準については、

門ノ沢.八尾. J尚浪の各地域てる刀blliculoþsis lallta Base Datum より'1"{立にくるが司

端ii良でも八尾でも VÙ"Gl}'・a の t階的は 114io，のか!na の肘準より下位にある.第 l 凶

• S~官1抑制umυn "Marine biogeography of Japan during the :ぜ eogene period" -Preface: 
A topic of marine biogeography of }apan in the Early/Midωe [¥'liocene 

・. Ryuichi TSUCIII 静岡大学理学部地球科学教室
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中新1fJ:初期から中}切にかけての新第三系の対比と浮遊性向孔虫及び法溌の 201忙又は Datum
level によって確認又 I.:J:推定された Ne/J l1 role/J idilla. Miof.i.lかilIa, Viaily，α 産地のJ~í~g
一一一浮遊性有孔虫、の Dil l.U ITl level 

-法務の Datum !evel 
地層の」二ト限の自主総 l主士見1[:0)資料かう推定される純凶を示す_ G: Gruup, F: Formation 
N : Nep/irol，ψidi)l(/. M: IIIIÌ1!!.'ゆsiJla ， V Vic{/η'{/. 

第 1 区l



昭和56年 2 月 化行第30~才 3 

でこれらが N.H μ {1まれるとしたのは筆者の推定である.しかし.新潟大学教授・

津田禾粒1{; によると.八尾の黒潮i谷累層最上部の貝化石群中に他生ではあるが Vic.

arya と ωωÍlw が見出されているし‘この層準は /IIiog)psina とほぼliiJ I凶準で.か

っ，ぞの J(1司1ーの i:-7・ i些./生有 1L虫は N.8 に属するとされるので . Victll}'rJ も Geloina

も少くともー訓ì:土l\ .8 ，ζ合まれ，かつ ， lvfiogゆslna を含む層準あたりまで生存して

~， ~たことはほぼr.\1JR;いない.とすれ :f ， l'vfiog~1う'sina， Vicaηa， (;eloina は主要産地の

!吾 i準 1j:異なるとしても生息地を異にして共存していた時期があったμ ちがpない.

N. H から:'-1. 9 ())下部までと云うと.中新世前期末から中期の初めまでにあた

るが‘ HERGGl~EN (1978) の放射年代尺度!こよれば 15 Ma B. P. 前後となる.この

時燃は浮遊性ti子L!:l!で云うと Globige巾lOides sicalllts Base Datum から Orblllina

Base Datull1の少し上位までになるが、日本の放射年代測定資料から云っても.熊

野敵性岩類の K.Ar 年代である約 14 Ma と岩稲累層上部の安山岩溶岩の K.Ar 年

代・約 16 :'vlaから . Orbulina Base Datum の年代!ま 15 :t 1 Ma と見似もられて L 白る

(lKEBE et al. , 1972: J柴田. 1973) ので，はな一致し，ニこでは最近の放射ir代壊変定

数の改正による'1' ft iJl[のずれや多少の前後の年代を含めた 15-161\:[a としておこう.

新三ト三紀μおける日本各地の NePhrolepidina. Miogy�sina. VicaηYI， Telesaゆ­

il/ll/, (;e!oilla の jlr，:.t也の分布は Fig.2 iζ示すようであるが司これらすべての産地の層

準ω年代が現在確克にわかっているわけではない.しかし.少いとはし、ぇ.現在ま

での資料:.こもとづく限り，九ψhrolepidina. Miυ必沙sina の I再準はl\.品から N.9 の

王部までに集中し.かっ‘限られ， Viωηa. Telescopium , Geloina の 11'1準も互にき

わめてJli:い年代に集中するか，同じように N.8 から N.9 下部までの範囲に含まれ

る口I能性は高い.どか 'j と云って.勿論哩上記の産地のすべてが同一!??準になると

も思えない. 15・ lô Ma と去ってもざっと 100 万年の巾はあるわけで，実際の地層の

厚さにしても数 10m カ・ら数 100m にわたっておりーぞの聞の NephrolePidina.

Jliog沙sil/i1 の進化も知られている.しかし‘全体で 2200 万年とされる新芳三紀の全

期聞から見るならば.上記の各群集は 15・ 16:¥-1a B. P. という極めて短い年代に集中

してドるわけで.その聞にそれらの動物群が共存し繁栄した時期があったと考える

のはむしろ臼然である.

では上記動物群が共存し繁栄した時期の日本周辺の海洋生物地理ばどんなであっ

ただろうか.北海j且の北部を除く日本全体が熱帯から亜熱帯の環境にあったとする

ならば，それは余f\~特殊な古環境を意味する.ちょウどこの頃には.日本ばかりで

なく北太平洋沿岸地域でもきわめて漏暖な古水温・古気候を示す層準がひろく追跡

できる事が知l られている.当時は新ヰァ三紀の中でも古地埋上極めて特徴的な時期で

あったわけで、地史上の大きな事件のーっと考えて差支えない.したがって当時の

古環境を多方而カ・う復元することは新芳三紀の地史解明にとって極めて重要な事と

考える.

昭和 50{r 10 I J 10 円、日本古生物学会オ 126 回例会(富山)で快新対'三紀におけ

る日本の海洋生物地理一中新世を中心としてm と題するシンポジウムが開催された.
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第 2 l';(J 苛第三系の分布と新第三紀における八ゆhrolepidi帆 Miogy戸siJlll.
I々carya， Tel，凸ω，þillm， GeioÎlI{l の J生地(主として松丸 (19791 ，
ITOIGAWA (1979) ，ニよる)
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今回はまず海洋生物語字から新才三紀前/中期‘すなわち 15・ 16Ma B. I'.を中心とし

た当時の古地理，古地形，古海流，古生態など古環境を復元し‘検討して見ょうと

し h う事がその趣旨であった.以下の各論文は当日御講演頂いた方々を中心に関連す

る問題をとりあげたものである.これを機会に今後.新芳三紀の古環境復元:ご関す

る研究が一段と活発:こなることを心から期待する.

末筆ながら.当 i1 のシンポジウムに参加された各位，特に、世話人の労を分担さ

れた宮山大学教授・藤井昭二氏にl手く御礼申しあげる.なお，この特集は.昭和55
年度文部符科学術究資総合研究( B) 530612 ，.日本の新第三系の生 ，1';<1J(: • 年代層序

の総括"の研究成県の一部であるニとを付記する.
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6 開催案内

IGCP-114 太平洋地域新第三系生層序

国際ワークショップ

(IGCP -114 International \司lorkshop on Pacific 

Neogene Biostratigraphy) 

-会期: ll{{ 1'1156 年 11 月 25 日 -11月四日( 5 日間 1

・会場:大阪市立自然史博物館ぷよび三団関西地区大学セミナーハウス

・会議の目的と意義:本研究集会は，国際地質対比計画(応CP) プロジェクトの l つ

Nυ11-lの， 5 年If\Jの研究成果を，広くわが国の関連ある研究計の参加lをえて討論し

総指しようとするものである.

テーマは 11:< J...:. '1<洋地域の新第三系に適用可能な年代尺伎を確立し.ニの地域
の析第J紀J也史解明の基礎的テ‘ タを提供すると共に，地中海地域て'行われてレ

る l寸Hの仰|究の成果との比較によって，地球的規模の対比を可能ならしめようと

する二とにある.

会議について:

・日ね: 11 J J 25 I1 1行 iおお寅および討論 1
} (於:大阪市立 1'1 然史博物館)

111l2l� Ll 一般講演および討論1

11 月 27 H 1 委 H25名による故終まとめとプロシーティングの作成(於:
¥ ~三附関西セミナーハウス ì，このll1J ，委 11 以外は岐阜県瑞;良市
111l 29 [J I 付近の新第三系の見学および試料採集

11 月 30H'
¥ }韓国南部および済州島の新第三系の巡検

12月 3 日 j

.H，議内存: 1 太 'f洋地域新第乙系の浮遊性微化石基準函の，j'1' l凶

2. 1-_記の暴挙而と主要な化石f，Ï' との関係

3 太平洋地波新第三系の年代学的!国序

・会議N!!H語:英語および日本語

参加申込等につレて:すでに多くの }j 々 ι 用紙をお送リしてあリますが，まだ受取

っ'でおられぬ方は F記に至急ご途絡下さトー

締切り li 4 1130 Llです(登録料 15 ， 000円).

〒54(j 大阪市東íl:'it; [,( f毛!日}公開 1 -23 

大阪市立白然史問物館内

IWPNB 組織委u会事務同



底生貝化石群からみた中新世における

日本列島の海洋生物地理容

鎖西;青高村

緒言

中緯度に位関する日本列島では，新第三紀以後いつの時代にも.現在と同じよう

にぞのま功物相中に‘北方に起源をもっ要素と南方に起源をもつものの 2 系統が存在

してt_.:た.底生軟体動物群につレても.群集の組成や穏の地理的分布を手がかりに‘

本流系重!1物群と l暖流系動物群を識~j IJ し司その分布を描くことができる.

本稿でU:，日本各地の中新統に ft まれる只化行群の内容を要約し， I援流系・寒流

系動物群の時代rt'~消長や‘その生物地想学的意義を概観する.そして，中新世前期

末から中期初頭. 16~15 mぶの i町Hiの日本付近の底生只類群の分布を説明するため

に，古海涜や水0)立体構造にっし a て一つのモデルを考えてみたい

このモデル;ふ他の生物群の分布を考慮に入れていないなど司いろいろ問題はあ

ろう.だが.これ告きっかけにしてこのような論議が盛んとなり.新データが集め

られることを期待して司不備を承知であえて提案することとした.

中新世以後の員化石群の変遷の概要

生態学的に村l同な浅海性只化石併集が，地域やi国準を異にしてくりかえし出現す

る群集ω平行現象 (parallelism) を手がかりに.日本の qJ新世以後の貝化石群の地理

的分布やその変造企幣姥することができる ICHl~ZE[. 1978). これによって中新世

以降の日本付近の海洋生物地理を要約すると次のようになる.

まず目立つのは.中新世前期末から中期初頭のごく周期間iこ限ってー暖流系動物

群が rl本のほとんど全岐に卓越した時期があることである.この時期には‘寒流系

の浅海動物部は北海道中部以北にわずかにみうれるだけである.

その他の時代についてみると，太平洋岸では.暖流系動物群と寒流系動物群の分

布のt寛界司すなわち亜熱帯収数線を示すと忠われる境界の位置は.現在とほぼ同じ

関東地方につねに認められる.現在の黒潮が本州南岸を;主なれて東進を:まじめる位

置を‘ひとくちに銚子沖というが.このような状況が出現したのは少くとも中新世

中期からでーその後大きな変動はない.これに対して日本海側では， 11 1新世中期以

後ずっと寒流系動物群の領域にあった.日本海沿岸に明らかな暖流系動物群が出現

• Marine biogeography of Japan during Miocene: A reconstruction based on ben. 
thonic molluscan faunas 

•• Kiyotaka CHlNZEI 点京大学埋学内1;地質学教室
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するのは更新世に入ってからである.

なお中新世前期については，，W化石を含む地I留の分布が極めて降、l られていて.はっ

きりしたことがわからな t '. 

中新世前期末~中期初鎮の動物群

日本各地の中新統中下部に著しく温暖な海中気候を示す浅海性同化石群が合主れ

ていることは，古く 1930 年代初頭から注意され.この 11化石群は OTlI KA (1 9四)に

よって門ノ沢動物群と命名された.その後この化石群は少くとも北海道中部以南.

種子ケ島まで広く分布することが確かめられーこの中には純熱帯的な環境を示す群

集もあって.その意義が重視されるに至った(この動物群μ関する文献は鎮阿. 19tH 

を参照された L リ.

ひとくちに温暖で浅海性の門ノ沢動物群といっても.ぞの中には，多様な岩相中

のさまざまな種の組合せを含んでいる.中でも代表的な群集には 2 つあって I つ

は Vicarya callosa ja，ρonica または v. y.οkoyalllai， Vicary'e!la spp., ßati目l!m均

yamaJ/aru または B. !a!eÎl!'ai などの巻貝類‘ぞれに 4nadara daitoklldoellsl:', So!e. 

tellina minocnsis， 仁，，'Clina jaþonica などの二枚民で代表される干潟の泥ないし泌質

砂底の群集，もう 1 つは . Anadara (1hdita または.4. 11 inohellsis , DOSﾎll Irl ki1l{'(1. 

gen5is または D. nap,aii, Clinocardillln spp. , 1~ρω (SiratorÎa) ♂im!oriet1sis， GÖ下1り.

men合'5 ci.山s悩sslu仰lé正υω''f1附Jお五おなどの二枚L以4 を主とする潮干下-帯砂I底I~Oの〕君群宇集で‘ いずれも広く各地

に知られている.中でも干潟群集i主‘後に述べるように独特の構成をも九‘日半つ

ために.これが門ノ沢動物群であると考えたり，或ばこれだけをとり出して特別な

動物群名を付したりする傾向がある(鎮西司 198 1). 

なお以上の 2 群集のほかにも‘潮間帯の他の群集や，潮下帯泌氏、砂僚・岩礁底

群集など‘さまざまなものが知られている.

これらの群集は，後:ニ述べるように南かう北へ組成が変り，また場所によって構

成種の欠落があったりばするものの‘北海道中部の雨竜炭HI を北限としてそれより

南の L I 本各地に広く分布しており，これが一つの明瞭な生物地理区を構成していた

ことは疑う余地がない(第 1 [羽) . 

暖流系の門ノ沢動物群に対応する寒流系動物鮮は， UOZCMl (1960lや KAN :-.lO & 

IVIATSU:¥O (1 960) が築別動物群とよんだもので，北海道羽幌地方の築別暗に典型的

にみられる.築別動物群は砂isula onnec加が'a， Peronidia t• natslI mo!oi, ,Herce. 

narﾎa iizukai， 九ゆ!unea oomumi その他を主とする細砂底の群集で代表される.

この動物群が，暖流系の門ノ沢動物群と J王ぽ同時であること lム OllARA & 

KAl¥NO (1973) によって雨竜炭田北部で篠かめられている.ここでは‘新雨竜層下部

の砂岩中{こ Tapes siratoriensis., Dosinia nagaii, Eus�ira meisensi..ち・その他の門ノ沢

型の砂底群集がみられ.そのやや上位μ 品i~ula， ['erollidia, Mercen01'ia などの築別

型群集が出現する.

築別動物群の砂底鮮集と門ノ沢動物群の砂底群集の組成の相違は司生息深度の違
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いによる可能性もある.しかし築別動物群を特徴づける種ffHì. この l回準のものは

雨竜付近を南限として、北 l土サハリンおよびカムチャツカ 11 1郊まで分布し門ノ沢

動物鮮の分布とはほとんど全く弔なりあわない.これからみて司生息深度の違いが

あったとしても，それとは別に.生物地理上も両者は別の系統の動物群であると結

論されよう.

中新世中・後期の貝化石群と古生物地理

15~5 m.y. の長い期間 i二当る中新世中・後期は.貝類群の構成の安定した，変化

の少ない時期であった.関東地方中部以北の太平洋岸、および朝鮮半島北部までを

含む 11 キ穏全践に DoshzÎa kw/('llflrai, Lael'icardiul/z slzioharense, Chf(/lIIys kl//lí'・

!zarai などで特徴づけられる浅海砂底の群集(話x原型動物m・)が分布する{たとえば

IWASAKI , 1970, OGASAWARA & NOl¥IURA. 198(1).この動物群を北;こ追うと，ぞの

内容は次第に変化し司南部に多かった Lacl!i，ωrdiulI/ や Alladanl ;主姿を消して.

{えって Spisula kllrilw lI1ð などが増す.これらの代表的な穂は、いずれもカムチャツ

カやサ，、リンにも!よく発見される (GLADENKOV. 1978 ), .:のような地J111的分布か

らみて. この動物群l主寒流系の動物群と判断される.

沿fヂ域の粗粒粍!に含まれる塩原塑動物群::'ニ対し守やや深い泥相の群集が耶麻型動

物斡である.これに :ì Buccﾎlz 11 111, AncistmleþÍs, Serriþcs, CfJllclwce!e などの各種が

め?とつ.

これらの寒流矛~)j物群に対する H是流系動物計は，関東地方南部以南の太平洋岸にの

み分布する.関東南部でな清澄層ある υ はその相当層，.:，また九州では宮崎層群下

部に出現し ， Amussio�ecfen iitomiensis, Clzlam邦 miurel1sis その他を含む砂捻 1え群集

{例えば SIlIKAMA ， 19(3) や、 nゆhia exilis, .!oanJlﾍsﾎella (umill/<i などの砂淀1包詩

集 (SIIUTO， 1961)などがある.乙の動物群は.鮮新世以降(/)いわゆる掛Jl I動物群iこ

連続する.

このような動物群の分布からみて. rll新世中・後期には、日本海は全体として寒

流領域下にあったと考えられる.東シナ海を経由して南から I暖流が流入した可能性

を示唆するものは‘松江地方の布志名j脅からかなりの頻度でみつ先占る A l')tllllal肉類

だけである.

門ノ沢動物群にみられる群集組成の地理的変化

前期中新世末から中期中新世初頭の. B量流域の著しいt仏大期の占!生物地理を考

える上で興味深いのは司門ノ沢動物群の干潟群集の組成の地理的変化である.

中部日本以西の円本海沿岸では.前iliの VicaηI(J， Batillaria, Alladam などの主要

構成員に加えて. 1口l じ干潟群集の中に Geloillll stachi, Telesco�ill/1l JIか'þo11 icu JII, 

Litlon'no�sﾌs wiodelicafula ぞの他の.いわゆる mangrove 混地に特徴的な貝類が現

われる (OYAMA， 1950; TsuυA ， 1960). このような貝類群集は、現在では台湾以南

の熱情 lニ安定な生息域がある ( Geloi聞は奄美大島まで'j:_以して， .るが，こニもが証
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洋生物学的には熱;n~: とされて'- 'る).

なお.同じく商 INI1:本に限って発見される群集に司大型のタマガイ Globlllaria

nakalllllrai を伴なう砂底の群集がある.これには Globl/laria のほかに. Co 11 IIS, 

Rυclúa. Turbo などが共存し， この組合せは現在では赤道域:このみ見られるもので

あるという(柏lHAY八日11 & HORIKOSIII. 1958). 福井県の小黒飯では.この群集に

伴って原地性と忠われる Atllf会:/ /11 inoensis が多数発見されており.これも熱般的な

環境を指示している.

このような現在の生息械が明うかな熱帯に限うれる組合せの群集 íi. いずれも西

南日本太平洋岸や東北地方にはまだ発見されていない.一方‘干潟群集を代表する

Vicaη)(J ~土，凶太平洋熱帯減の各地から，西南日本を経て，北海道西南端の奥尻島ま

で分布いヂれより北ぷは知られていない.だが.奥尻島より北の石狩炭田滝ノ上

!同μ は.序jでは Vicarya ，こ伴なう BatillaJイ'a spp. , Cerithidell shirakii, Solelellillll 

JIIÎI/Oel1'、ぶなどが \/iclI rya を欠いて発見される.

門ノ沢動物群rllの干潟群集 iこみうれるこのような群集権成の系統的な変化は.保

存や発見の機会の11\1組に帰すべくもなしまた場所による微環境の差異だけで説明

しされるものでもない.

在、は . Te{escopùllll , GeloillG など熱帯要素の揃っている西南日本は当時の熱帯域

で.東北日本:ま現11:の亜熱帝に当る部分と考えたい.熱帯と亜熱帯との境界は、富

山ないし新潟地域にあったものであろうか.また Vicaη'(l も欠落する波島半島以北

は.寒流系水とのt1M寺水域であったかもしれない.

暖流の流路につレて

上記の主うな熱術的な干潟群集は，なぜか中部日本までの日本海側にしか存在が

知られていない.たとえば。古瀬戸内地域では Geloina は [TOICAWA (1 978) によれ

ば三重県西部の問地方以西に発見され.東部の瑞浪地方』こ;ぉ、ないという.開地方

と瑞浪の問』こ障壁があって.水域が連続していなかったとしても匂太平洋に接続す

る端浪地方に上記のような熱帯種がみられないのはなぜだろうか.

古地形上の問題で，当時西南日本太平洋岸に干潟群集が生息できる環境が存在し

なかった司能性がある.しかし端浪など古瀬戸内東部には Vi，ωησ などが広く分布

し‘ここに干潟が存在したと考えてもよいであろう.

この問題を説明するために，現在とは大きく違う古海流を考えてみてはどうだろ

うか.すなわち. 16-15 m.y. の著し L ・温暖期には、 H愛流の主軸が対馬あるいは朝

鮮海峡をぬけて現在の日本海岸にそって北上していたと考えるのである.この暖流

は恐らく東北地方北部で本州を償切って太平洋にぬけて東流していたのであろう

(第 l 凶). 

このような流路は，暖流の勢力が現在に比べて強く，また東シナ海の陸棚が十分

発達せず現在より深ければむしろ自然である.二の時期に:ふその 2 つの条件が満
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たされていたように思える. 15 m. y. を中心とする時期は.全地球的なj品暖却jで，南

北両三|土ままとも l暖流が総!立にして数度以上も摂よりまで進出していたことが生n られて

いる(例えば ADDICOTT ， 1969). また深海底コアの言支持;阿佐体測定で与も高温Wlが記

録されている (SHACKLETOI\ & KENNETT. 1975 など).東シナ隊東部の海底には
!'iü ，新第三系が分布・し，中新|止前半にはここは沈降域であった(lJII1:'!美ほか. [971). 

しかし中新 l止後期にはここに|径起帯が形成されているという.

日本海を経由したl暖流の主戦が、現在の黒潮のように仰O~500 111の厚さをもって

いたと考える必要はないであろう.次に述べるように，もっと Afj.かった可能t!: Ð あ

':J. 

中新世前・中期における沖合型群集の

分布と深層潜流の存在

以上の滋i郎羽とほぼ同一回準の泥問中には司 しぼし lfシワロウ， \'イ科の二枚貝を

t:jJ心とする l洋集がみられる.これは Porl/a l/ dia !(}klllu~gai， P. IFalasei. Mallelﾌa 

il/ennis などを待徴倭とする群集て\その分:llf は古瀬戸内東部から東北 FI本各地を

終て，北海道，サ/、 1) ン.カムチャツカに及ぶ.カムチャツカ・サハリンでは浅海

1'11と思われる泥岩中に発見されるとのことであるが (GL;\DENKOV ， 19ÖO. 誠治).少

くとも本州各地から見出されるものは，門ノ沢動物鮮の浅海性群集を含む部分と比

べると，土佐m盆中心付近や，外洋但IJ:二分布アる細粒のi尼相に限定され，深L 訂正の群

集と考えられる.

すなわち，東北地ブJ かう q.部地方にかけては，当時!!I!熱，!1f動物ii下を含む表lN水の

下!こ.霊祭惜の群集を含む水塊が存在したと考えうれよう.現在の中部日本太平洋

岸の深部に生息する到来帯生物1Fi・を説明するために.いわゆる親河iJi替流が想定され

ている(例えば OKVTA:\I ， 19721. 亜寒帯に分イtiの中心をもっ Port/alldia !oli/(II(~t.;(/i 

群集が中部地方;こまで分布するのも.このìIT-集を南に辺んだ潜流ヵ:存在したと考え

るのが合理的であろう{第 2 [き1).

この時}引の表層の海流では， illi熱帯当íj泌が北海道中部付近にあったと考えられる

のに対し，この想定される浴-流はこれを越えてはるか日jにまで南下していたことに

なる.これは，日本海を経由して流れる殴流の影響が、あまり派くまで及ばなかっ

た，すなわち E見庄の思潮lに比べて活かったと考えれば1:~Î.明できることであろう.

地球的規阪で暖流がはるか極よりにまでおし拡がっている状況は，極めて拠，常な

ことのように思える.この暖流の性質が現在の黒潮などとは相当に違っていたとは

考えられないだろうか.そしてこの極向きの流れを h!ì 11'ìする大規院な潜流ないしは

底lg流の存在を考えるのも，あながち荒唐無精ではないようにも忠われる.
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瀬戸内区の中新世古生物地理

一貝類化石相の検討一事

糸魚川 淳二"・柴田 博幸柿

1 .ま えカずき

瀬戸内l孟の各地に散在する、主として海或層よりなる下部-11 1都中新統.瀬戸内
中新統の 1. 1類化石併の様相;ふ多くの研究者の努力;こよりかなり詳細に調査・研究

され.そω実体が判明しつつある.加えて司問中新統聞の細かい対比あるいは堆積

時の古地理的状況なども明らかになってきている.これらのことは，瀬戸内区を中

新世の貝傾の生物地用学的研究のための‘好適なフィールドとしている.この論文

:ムおもに‘すでに公表されたデータにもとづいて，瀬戸内中新統の員類相の生物

地理学的側面の基本的事項を日本の他の地域の貝類相と関連させつつ整理・検討し

た結果と.その過程で気付いたいくつかの中新世貝類生物地理学上の問題点、の指摘

を含む . )1 1'i らは，近年瀬戸内区の中f4j-せ貝類化石の古生態学的研究.特に露頭群集

のレベルでの研究を進めてきたが，ここでは司部!爵~層群の貝類化石群をとり扱っ
-!-> .-. 
なお.この研究の貸用の一部は昭和 55 年度文部省科学研究費補助金(一般研究 C)

によった.

2. 瀬戸内中新統貝類化石相の生物地理学的検討

瀬戸内中新統のH類キ11 はかなり大きく， 500 種をこえている.各地の中新統の貝類

群の種構成は，概括的にいえば.均一性が高いといえるが.ある程度の地理的な変

異がある.極構成の特徴と類似の度合から見ると‘瀬戸内区は東部(大阪より東側)

と西部(大阪より西側)の 2 地域に分けられる.それぞれの地域内の中新統貝類群

の問の変異に比べて，両者の聞のそれば大きい.このような貝類群の地理的なちが

いあるいは共通性の様相を東西 2 地域に分けて詳述しその生物地理学的意味を考

察する.

東部地域;この地域で最も広く分布する II期(柴出・糸魚、)11 ， 1980) に属する各

地の地層の貝類化石群lふ第 I 図;こ代表的地方のそれを示したが.ほとんどの地方

においてーその構成種の 85%以上が東部地域の同時期の他の地方において産出して

• Mioc('n(' paleobiog凹graphy of the Setouchi geologic province, with special reference 

to molluscan faunas 
•• Junji lTOlGAWA 名古屋大学理学部地縁科学教室
IIiroshi SHl日AT:\ 名古屋大学教養部地学教室
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しら，f~uであリ.各地方特有の種は 10%以下である.この乙とは.この地峡の日明の

貝類IIIの均一性が117iかったことを示唆している.ただし， JUhJ宅地方のI1Jl1世間国(宿

i伺砂和佑をのぞく)と閑地方の期;i谷累!習の l烹煩i詳;ェ，その他の地方の府県に比べて，

他地方で崖tI:lする ~!nの割合が{尽く，特 fij筏の tlJ合が高い. liíi巧， U)場合 lよドiJ~t:ε凶の額

の多様性が戸'j I~ )こと，持に汽水性ちょ♂か Jし JJ~ Ì'Ìl1問裕性のwの多様なこと;二よるも

のである.後者ω士場合も同様な説明がありうるが，その他に噌同芸是崇~U附|

い(川l日111羽の百I自id性1:カ:あ Jる与) (μ己よ Jる3 ということもありうる.

地 回 90 

FH1.千a一 一コ, !~'(I 90 
ij� 1 表 ~!~'b;~líl ir'''1 þ{ ， !it;í統の九

設 !ti2 86 J也の II f:I(/:r'I' 'Tì 1 ， ;J l!:のナiU也
。市 的3 86 方て'''，)n :l l ナる何グ)'lli1j{
綴 dι1 95 (J , SlIm;¥TA (1978) , 2, ':，~ 

f品 i1¥!'l 24 llH1 カ吋 1 ~17í :, 3 , SIJIB.¥'rA 
(!l1im 下旬) (48) 

(]977). 4 ，来月t 川目」た 111 ' 

(宿洞制を除く) 白コj，;:( 1~174: のリストに上る)

(ll'iiliiJ -~J:.ftD (19) 

第 2 表 東部および西部のぞれぞれの地域内の只領詳の
煩似度(t}.(;)

{説日月 l主本文参!尽 1. fll 仁l ほか (1979) ， 2. 糸魚川・
ílEj JII (l 9ï6) , :1. I孟iオ;:1まカ (1 ~)78) のリストによる 1

地 1"え 地 上I C!SXIOO (%) C/a+h一CxlOO (%) 

;十;草ー設楽 49 30 
'l~Jlr. -1明世 F;'~i)

6!) 25 C!i' i ilii]f日を除く)
;:;<;!;f -ni~dr，~ 24 15 
Mf言綴喜 59 22 
綴喜一設楽 51 17 
綴ヨ -HJl世ド J出

78 15 
(市制 111を除く)

終喜一日!目的 l 日 7 
lリ Jill 下部

35 14 
(宿洞仰をのぞく) -í出制. ~t: f友

。lIi 56 18 
柏木Lt1f 曻LF .1七 46 22 
11:原2_~[ J成2 lpi ド S:i 27 
新見ー凶人イ33 îl下部 59 13 
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次tこ. 2 つの地方の貝類化石群の類似度の指標として， C/SX]OO(%)(C: 両者

μ 共通する稀数， S: 小さい群集の種数)と C/a 十 b-Cx 100(%) (a , b: 各群集の

種数)を上記の円鎖化石若手について求めて見ると、多くの場合.前者は 50~80%‘

後手?;ま 15~3{)%の範 I)~内に入る(第 2 表).これらの指標の値はこの地域の東端部に

位[げする宮草層群と 1!1j端部の綴喜層群の貝類群:こあっても上記の範囲内にある.た

だし司緩喜l将苦手と師lJl~r層群の貝類群l乙見られる主うに司いくつかの地方の貝類群の

組合わせでそれ・3 の1ft{が上述の範同より低い.これらの指標の値の高低は煩似度の

高低に対l芯しているが、低L ・ 4 とが必ずしも生物地理学的意味のちがいの大きいこ

とを示して~ ，るとは限らな~ ，のは当然のことである.例えば.後で述べる現在の同

一生物地理|迂内に .i"j ~ I て司多くの場合μ見 'y れるように，局地的な環境のちがいに

よって著しえニれうの値は低くなる.上記の綴喜層群と師崎層群の場合について見

れU:，両!凶1詳の貝類群の構成種(絶滅絡の場合はそれの属する亜属または属)の，

現在の日本近海における深度分布を肥後(1973) および波部 (1977) より求めて作

成した.ぞれ・〉の累積頻度分布[ヌI (第 l 図)μ あ .y われているように.前者:主深海

性環境， f走行は浅海性環境を代表しており，生息深度のちがいを主として反映して

いると考えられる.したがって，このような指標に生物地理学的な意味を持たせる

には，領似した環境の化石群を比較しなければならない.また.留意すべき点とし

て，研究者による種(j)同定のちがし l や採集の密度のちがいがあることがあげられる.

.0{ 3:l 
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第 l 図 綴喜層群1. 師崎層君ヂの貝類群集の深度頻度分布

(1. SHlBATA (1978). 2. SIIIBATA (1 977) のリスト』二よる)

現在の日本列島の同一湾内の 2 地点あるいは 2 つの湾の貝類群についての.同様

な指標を第 3 表に示した.これらの債の大小は生物地理的な差異，生息環境，採集

密度のちがいなどを反映していて，同一生物地理区に属するか否かの判定の基準と

なるものではないが.比較的大きな湾の聞の値は，それらのスケールの点で東部地

域の各中新統堆積盆地の部層~層群単位の貝類群のそれと多少似ていると思われ.

なにがしかのめやすになろう.東部地域の II期の各地の貝化石群は，各種の地理的



20 Fossils 1¥0. 30 February 1981 

寄í3 表 JJL生只鼠f，f集の Eifl;!.度
〔説 lリH:i本文参照 1. TSUCHI (1958) , 2. TsuCHI (1959) , 
3. TSUCIII (1956) , 4. i度吉lい問中 (l!l59) ， 5. llA日E (1960). 
6. ~え本 ~197ì)， 7. 波書1; (1 958). 日.生物学御研究所 (19ï1 ), 
9. ), 111 (1 943) , 10. 菊J也 (1936: ， 11. YAM:¥MOTO and 
I-L¥lH; (1958) のリストによる J. ・ 1校!\のみ， uß !lの岬

地成(地!.'~.iJ一地域(地点) C/Sx 100(O� C/a+b-C>: 1 00問

駿河湾 i

St.T1 -St.Tz 15 8 
8t.T2-St.T3 47 23 
8t.N1-St.Nz 18 10 
81. T1 + 1' 2 十 T3-81. N1+Nz 60 25 

公良m湾2 一戸川湾2 55 27 
'!，(良里均一折戸出3 9 
折戸汚戸川♂j 24 13 
有明海4

8t.1 -7(側…1 (触)I 61 38 
81. 1 -7 -8t. 30-33(湾口) 33 
8t.15-21-8t.30-33 49 24 
川辺i45制・

8t.1 -9 -8t. 30-39 82 :�O 
8t.l -9 -8l. 70-79 71 18 
8t.30-39-8t.70-79 72 35 

鍔鶴湾6

ゐ12 -M4 37 18 
浜名i胡 7

St.I-4-8t.9-12+16 45 19 
8t.1 -4 -8t. 17-22 4.) 16 
S t. 9 -12 + 16 -S t. 1 � -22 100 82 
相模湾8 ー駿河湾与 78 33 
}:f山湾 10紳ー駿河湾ヨ料 ,16 28 
I\'~!処湾 11* ー駿河t""5 U * ,19 21 
;.;¥ 11111'110材一級河湾帥* 64 34 
十LI模湾帥ーm辺湾泳 54 23 
相模湾8 一持鶴湾6 78 2,1 

分布，古地理(柴!日・糸魚川， 1980) ある~. ')は上述の類似肢から見て，同一生物地

理区に属していたことは，これまで考えられていたように確かであろう.先に示し

た指僚の値は，逆ーに同一生物地理区の貝類群か否かの判定の l つのめやすとして意

l床があろう.

lLliffll地域:各地の中新統の貝類計:の種構成にはいくつかの共通な特徴とかなり拾i

~ ，均一位がある. Í'I!ì北層群下部の汽水~浅詳IJ性異類群集の問の C;Sx 100(%) およ

び C/a+b-Cx 100(%) を計算すると，前者は 50%前後以上.後者は 15%前後以上
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の{直を示す場合が多い(第 2 表).ただしー各地の群集の種数が少ない己とやせまい

地峨の群集も含まれているので.採集密度や局地的な差異がこれらの値 t...:大きく影

響を与えて司比較的小さい値になっていると考えられる.しかし.これらの値は，

群集が同一生物地開区に属するものとして扱っても不都合なものではない.

東l珂両地減の関係:東西岡地岐に(まそれぞれの地域μ特有な種あるい:ま瀬戸内区

における分布が一方の地主主に限られる種がかなり多く見られる.このような隠は同

じ属μ属する穣におトても存在する . Cyclilla と Vicarya の例をあげれば，東部地域

では CyclÌJ/(l ja�onica KAMADA ヒ Vic/U)'a yokoyamai TAKEYA:'\'IA が広〈分布

する.商店11地区では仁l'c1ina I主 C. /akeYllmai OTUKA. C. lunulata MAKJYA:\Lo\, C. 

kt('{/lIhongrii.'ilsis YOON and !¥ OOA の 3 緩があり.後二者は殻形がきわめて似てい

て.同種\(/)可能性を含む.前者はItr.属の段階で後二者と異なり.共産:ましない.

l/iw 1)'11 1;): V. ja，仰/l ica YABE and llATAI である(第 2 図).いずれにせよ東西両

• vicarて α ~.okoya rl7ai

o V. ，jαpc~L河

• Cy(J ~i"!.α Japoni ，-:a 

�. L;.，r.ulat勾 ， C. 四anèo匂p'>>，，，.i 、

マ C. 円相';t:1?""!Q王

。

。~

第 2 凶 中新世における Vicaηu と Cyclina の分布
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地域で種構成に違いがあるのは事実で‘ ζのような現象はjlLj地域の貝類相が多少と

も生物地理学的なちがし過を持つこと、例えば.後述するごとし l由j地域に流入する

海流のちがいによる貝類相の変異.あるいは時代的な相違-IIWl (東部)と III期(西

部}ーのあることを示唆しているように思われる.

東部地域の II期およびIII期の地層(瑞浪商群の生俵累層は後者の代表)に出現す

る貝類と西部地域の備北層群下部に含まれる貝類の聞の C;SX 100(%) を求めると，

第 4 表のようになる.比較的似た環境と考えられる貝類群の問でも東西の各地域内

のそれらの聞のーぞの指標の値よりかなり低い値を示す.また，前者の II 期と後者

との間の値よりも前者の1lI期と後者の聞の催Iの方が高い.東西岡地域の中新統の細

かい対比に関していくつかの異なった見解が出されているが.筆者ら(糸魚川・柴

田， 1973; 柴田・糸魚川. 1980} は東部地域の 111期の地層と西部地域の備北層群の

相当層が対比されると考えている.対応する貝類苦手の比較的低い l二記の指標の値は。

両者の局地的生息環境条件のちが~ ，を反映していることは当然考えられるが.ぞれ

に加えて当時の異類相の生物地理的な差異を反映していると推察される.

他地域の IdJ時代の貝類群との関係:日本の中新世前期~Ijl期の各地の貝類群が高

~ ，類似性をもつことは、多くの研究者によって指摘されており.それらはしぼしぼ

門ノ沢フォーナなどの名称で表現されている.これらの聞の類似度を論ずる際lこは‘

細カい時代，生息(堆積)環境.採集の密度，研究者による種の同定のちがいなど

を考慮に入れる必要があるが，ここでは公表された文献によって. Ii本の代表的前

~中期中新統の貝類群と瀬戸内区のぞれの聞の C;SX 100(%) を求め，第 5 表に示

した.瀬戸内区の内部における高さにはおよばないが，両者はかなり高い比率で共

有する種を含むことがこの表から知られる.すでにいわれているように.これらの

第 4 表 東西両地域間の貝頚詳の類似度(%)
(1.糸魚川・西川(19761. 2. 糸魚川・柴田・西本(1974) のリ
ストによる)

地域一地場 /8 X 100 (%) IC/a +b-CX 1∞倒

綴喜備北属群下部 23 1 1 
瑞浪ー 75 11 
(昨l世下部)ー備北下部 38 11 
(宿洞相) 51 13 
(名滝層)一 43 11 
端J良一備北下部(庄原 1) 78 8 
〈明1埜下部) -" ( " ) 50 1 0 
(宿洞相・名滝層)ー〆.， ( " ) 65 10 
瑞浪ー備北下部(杖立 1) 64 1 1 

(11)]世下部) -" ( " ) 36 6 
(宿洞相・名滝層)ー，，( " ) 50 8 
師崎一備北層群上部! 62 24 
生俵泥岩-" 67 36 
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第 5 表各地の中新統の貝類群中に，東部
瀬戸内中新統の II 期の貝猿群構成種
の占める割合(%)

(1.柴田・加藤(1975 )， 2. TA!¥A-
KA (1 962), 3. TSUDA (1960), 4. KA. 
、IADA (1960), 5. OTt:KA (1934), 6. 
KAN:o;o and OGAWA (19臼)， 7. Uo・
ZUMl and FUJ[E (1966) のリストによ
る.・3指{良層鮮明世累層下部(宿洞相を
除< ì との場合."同層群街 il'l相・生{長
累)i'Íとの場作)

買額群;ま[寸一生物地flll区の買額相を反映しでいるとしてよいように思われる.ただ

しー長野山!ドの北部フォッサ・マグナ地峡の中新統の貝顛群と瀬戸内区の中新統の

それとの聞の共通極は目立つて少ない.ぞれ;土地理的に比較的近い前者と後者の富

草肘群との liilでも|司様 (20%以ド)である.ιの理由は不明であるが.注目される

事実である.なi5 ~ ~I ，n瀬f幸男さ !?1 と瑞浪!同群とのr.lJの.貝類群ーの共通種の割合を見る

と.前者は後者の明世累層(宿洞砂岩相をのぞく)より生{表累層のそれと共通種の

割合が高し， (糸魚川・河川. 1976) (第 5 表)ニとは ì両者の対比を考える際には考

慮がはらわれるべきであろう.

ルloilla， Vicaり，'a \ι代表されるような安高系の要素を含む暖水性の司上記の如き

貝類キ1m: 守 rfJ新世前期~中期:こはすくなくとも北海道南部までは広がっていたと考

えられるが.中新世後期 J二 i訂jリの貝額約 lによってとって代わられたようである.掛

川地方における貝類群の変遷でいえ l￡倉真層群と西郷層群の貝類群は瀬戸内中新

統のそれと比較的似ている(第 5 表) (柴川. 1980) が，それらと相良層群の貝類群

とは共通種が少ない. このことは両者の浮遊性貝類群集において特に顕著にあらわ

れている(柴田、 1979. 1980). おそらイ司西郷層群と相良層群の堆積の間隙聞に貝

類11'1の大きな変化が発生したのであろう.池辺ほか(1973). TSUCHl et al. (1979) 

:主倉真.西郷両層群の時代を中新世前期、相良層苦手のそれを中新世後期としている

が，筆者らは‘西郷11'1群についてはそれが瀬戸内区の UJ期の地層に対比きれ，中期

中新統であろうと考えている(柴田・糸魚川司 1980) • 

以上は日本の前~中期中新世の貝類相をきわめて大ぎつぱ!こながめたものであるが，

精密な古生物地理的状況を明らカーにするには. 1) さらに詳しい対比. 2) 各種の地

理的分布と変異のデータの集積. 3) 極の同定の統ーなどが必要であろう.なかでも

2 醤目にあげたことは，この方面の研究の発震に大きな寄与をすることが期待され

よう.
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瀬戸内区の貝類相の変遷:東部地媛では.瑞浪地方で典型的に見られるように.

II期と III期の間(瑞浪地方では正確にいえ;よ宿洞砂岩相であらわされる II期の末期)

に注目すべき変化が認められる(1TOIGA,VA , 1960: SHIRATA, 1978). 先の 2 つの指

標についでいえば.明性累層下部と宿洞砂岩相以上との聞の C/SXIOO(%) は 35%.

C;a 十 b-Cx 100(%) は 14%で‘宿洞相と生俵累j醤のtf\J の前者!;J:65% ，後者(土 46%

である.この変化は生物地理区のちがp程の規模ではないが司全般的な環境(例え

:.f水塊.水泌)の変化あるいは種の進化のような現象を反映した.貝類相の変遷を

あらわしていると考えられる.

F oss�s N o. 30 24 

3. 中新世における瀬戸内区の古水温・古海流

古水温:第 6 表は瀬戸内区およびその他の地域の中新統の貝額群について，ぞれ

らの構成極(絶滅績の場合はその属する亜属または属)を現在の 11本列島近海にお

ける地理的分布範快I (データ:ま先にあげた肥後および波部によった)によって分け，

それぞれの頻度を示したものである. S!土奄美以南. \V は奄美~銚子‘ B は銚子以

北‘ T は銚子以南にも以北にも分布する種をあらわしている.貝頬群のこのような

頻度分布は古海水温の推定に直接的には役に立たないが.相互の相対的古海水温の

高低の推定には多少とも有効?あると思われる.これらの表から，日本の各地の汽

水~浅海性貝類化石群:土，特に Vicaη刊を含む群集に顕著に見られるごとし l健流

系の穏の優勢な司よく似かよった頻度分布を示すことが知られる.ただし，師崎層

群などのそれらで認められるように.いくつかの貝類群てらはこれらと異なって‘ T

の頻度が高い.これは主として生息深度のちがい:こ伴う海水温のちがい‘すなわち，

海水温が深IEこよって変化することを反映していると考えられる.例えば. f而崎層

群の貝類群の場合には，先に述べたごとく、それが深海性であることがそのような

第 6 表瀬戸内区およびその他の地区の
中新統の貝額詐構成係の地理的分布
型ごとの割合(%)
(説明は本文参~.(L l. S HlBAl五

(1979), 2. SHIBATA (1978). 3. 糸魚
111 ・肉川(1976) ， ~. 閉口二か
(1979) , 5. TSU[JA (1 960) の 1 m 集.
6. l'iJ 11 鮮!長， 7. TANAKA (1962), 
8. OTUKA (1934), 9. UOZUMI and 
FU11E (1966) のリストによる.・は
Vicarya を含む池1M)
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頻度分布をもたうしている.緩J高層群、富草層群ではそれ程大きい深度に生息する

群集ではなしなお T.B の頻度が大きいのは Vicaηo を含む備北層1.'1'ド部の群集

と比較して. !援流の彫響が弱かったことを示すものかもしれない.これ ~í. i欠μの

べる，瑞浪層群の戸狩1母・山野内層にも共通していえることかもしれない.

f出;良 11"i1n\の部 1(.) ごとのこのような矧度分布(第 7 表)カJ ら.次のようなことが

知られる.円台!礼宿il司相および名滝I骨の貝類群は暖流系要素!こ富んだ類似した頻

度分布を I+~. し，その他の地 l曽のものは，それら;ニ比べて T あるいは B の頻度が高

く .S を含まない.このことは一見ょの地方の潟水温が 2 回のかなり顕著な上昇・低

ドの繰り返しをしたカのごとくであるが，第 3 図によって示されるように，ぞれは

主として水深の変化を反映してし a ると考えろミとができる.ただし，生俵泥岩l再の

Htl'l若手ヵ:‘戸j守、山野内，狭間附のそれふより大き L 深度を示すにもかかわらず司

暖流系の舗の頻度が高いことは，前者の堆積時の海水ìi'Jt li後者のそれよりも高かっ

た 4 とを示唆していると忠われる.伊奈(1974) :土同肘群の陸上値物化石の研究か

.J，同様な気温変化を推定している.大主っばにいえば‘ この地方の海水温は 11 期

から1lI期にな古・って上昇していたといえるが. ITOIGAWA (1960)，糸魚川 I (l 980a, 

1981 )はは類杭集の詳~mな検討から戸j守層の堆積末期 iこ一時的であるが顕著な海

水温低下がはさまれることを指摘している.一志1著書草の貝類群集から同地方の i 期

と[[期の潟水温は;まとんど同じか‘やや後 fíが高いと推定される.瀬戸内区西部地

域から富山地方に分布ーするマングロープ性買類化石群集は凹期の.中新世でもっと

も海水温の上昇した時期をボすものであるiITOJGAW A. 1978). 

古海流:先にふれたように. 111 期の東 ilIJ両地域の貝類1伴にはある程度の構成種の

ちがいがある.ニの現象;土現生 r!領相の.伊lぇ:ま相模湾と富山湾の聞における共通

種の低下(第 3 表)のような司 EI 本の太平洋側と日本海側の暖流域に認められるよ

うな海流のちがいを想起させる.

先に述べたい'caηα と ()cli}/(/ の分布(第 Hヨ)を見ると.それぞれ日本海側と太

平洋側で異なる種が分布することが多い.すなわち.太平洋側は常磐地方にある玖

jaþunica を例外として‘ V. )'oko)'aI叩i-C. j.ゆonica で代表される.日本海側(瀬戸

内区阿部地域を含む) :ま各種が分布し.一見整理ができないが， V. jaþoni，ω- c. 

lunulata -C. takey 

現l屑名 布週刊 B T W S 

'+.俵 6 62 35 0 
第 7 表瑞浪層群の各部慢の貝頬構
成種の地理的分布型ごとの割合(%).

名滝 4 47 48 2 (糸魚川・柴田・西本 (974) のリスト
3 43 53 2 による.勺ま Vicarya を含む地層)

狭間 17 64 19 0 

山野内 10 58 32 0 

1Ii-1R -
IO 60 29 0 

o 49 51 0 
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第 3 図 瑞浪l層群の只預貯 i の深度頻度分布
( 1. 糸魚川・柴tfI・尚本( 1974 ，のリストによる;
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yokoyωIlai (主主近の検討ではこの緩でない可能性がある)、能登のC. Japonica が問

題として残る.

もしこのように整理されるとすると，この両者は l つには時代的!ニ前後関係にあ

る山 yokoyamaÎ一仁.1ゆonica i� II 執、 V. ja�onica -C. hmulala -C. takeyamai 

ii 山期j と考えることができる.このように，日本海側の地層を III 期と考えると­

ScapJwr，ω daitoklldofl1:;L~. S. kakeJlOfaensﾎs. Strian:a uelsukiensis などの分布もこれ

と一致上る.

他ω1 ') i土異・まる海流系の影枠を受けていたとする考えである.すなわち，すでに

KOBAY八日I-! l (954) , ITOICAWA 11978) その他によって指摘されているように，この

時代の海流(暖抗) ~土現配心日本沿海と似て太子洋側と日本海íI刊に分れて北上して

¥ 'たことを推定するも ρである.

モしてミらに.1Il燃の瀬戸内|べでは，民頬群υ)宝間的変化と古地理(柴田・糸魚

川 i. 1980) かう考えて.東部地域は太平洋側かう.西部地域 l土日本海側の海流の影

特下にあったと推定されている(第 4 図).ただし，後者の南東部ぷは太平洋側から

の海水け流入もあった':.~えられぞ、.

仁コ 1 [iJ2 ~写 3

。ー。

第 4 図古地F~ と古海流(中新世中期の初期)
1. 海域 2 峰雄. 3. ì毎流
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日本の中新世中期の古環境

マシグロー 7'ißの存イ1: をめぐって*ー

津Hl 禾粒“・糸魚川;享二・
山野)十徹*...

i まえかずき

1950 年大山桂1.1:害山県婦負制八尾町掛畑の八尾層群黒瀬谷層からマングロープ

沼 (Mangrove s\vamp) の群集である Geloina. Telesco，ρIUJn 動物群の産出を報告し

た.この報告は日本の中新世中間の古環境に関する劃期的な発見で，当時の新芳三

系の研究者に深い関心をもたせ，マングローフ'泌のがi物あるいは熱仏:捕物の化石の

発見が期待された.その後 GelυÎna. Telesco.ρÎum をはじめ7ングロープj討の形集に

回する民穎化石が行本の益地から報去されたが，<'ングロ ブiBのがi物化石の産出

をみるには ， .1.こらなかった.

ぞの間.津田ら(1977) は新潟以下の津，111層の基底部および七谷層から redcolored 

bed を報告した.それ以前:こ岡本・今村 (1964) が 111 口県の池谷湾層群の基底部から

原地生成:1:である赤紫色岩の存在を指摘したが.己れは red color吋 bed と同質の

ものであろう.この τed colored bed :ま現在熱帯地万に分布するいわゆるラテライ

トと色彩や産状が険似している.

さらに山野井ら (1980) ぶよって富山県‘岡山除、広島県の中部中新統からマン

グロープ沼の他物の花粉{と{Îが党はきれる lこいたった.

これらの発見はじeloù;ω・ TelescoPium 動物的'がマングロープitiの j;f~S であリ，中

t肘!!rft WJの日本が熱帯}~'É tl長熱心?の条件下にあったとする大山の子 ~1 を 30年を続過

した岐在ょうやく実証したことになる.この二とは単に古気候の問題だけではなく

市環境や古池王室に関しても具体的な似花を可能にする点で意義がある.

筆者らはこれまで沖縄諸島‘奄美群島‘フィジ一、ニュージーランド.ナイジエ

リア等のマングロープ沼の調査を行なってきたが‘とくに 1980 年夏にはノf リ島，ジ

ヤパ. スマトラおよびシンガポールにおし・て共同でマングロープ沼とラテライトの

調査を行った.この調査;土短時司であったため十分な成果をあげることはできな

かったが. fl 本の中新泣中期(約 15m.}'目B. P.) に各地にマングロープ沼が存在し

たことに確信をもつに至った.大型植物化石の研究者は当時の日本が現在にくらべ

• :¥'liddle Miυcene paleo.envirollnlcnts of Japan -Wilh special reﾎerence to the mangrove 
swamp evidence ー

•• Karyu TSUPA 新潟大学教業部
Junji ITけIGAWA 名古屋大学期学部
Toru Y,o\MA:"OI 山形大学教集部
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て著しく尚温であったこと Jこ必ずじも同意しないという点:まあるにせよ，筆者らの

データーを報告して今後の研究を進めるための一つのステップとしたい.

II マングロープ沼の化石群集と現生群集との比較

大山の折摘した日本の中部中新統の Geloina， Telesco.ρ111m を含む群集はいろい

ろの隣成をもっている.ぞれは主と L て，ぞの群集が自生的であるか他生的である

カによっている.自生的なものはむしろ少ないが，この場合には陀数がきわめて少

ないことが特徴であり.広島県東城町二本松(第 1 表， loc.7) で典型的ぷみられる

よう iふ合殻の個体が層面に平行にいくつか配列し.他の棒とは厳密に;土共存しな

い.富山県八尾町の掛畑およア大沢野町の土(Ioc. 15) もこれμ準ずる産状を呈する.

• Geloina , Teles.3opi訓

SEA OF JAPAN 

。

PACIFIC 0庄AN

ぷ1 132・ E 136 ・ E

第 1 l斗 中新i止の Gdoina， Te/，凸copiutn の分イli

-16 



認
さ
ω
白
骨N
羽

じeloina. 1'el凶cuþittm の斉!~l第 l 表

献

鹿児偽~1j1.;熊 1とt沼南極子回J水
牛の西

2 ，宮崎県口南地方

烏似県i圃摩ll1l七摩冊H一万\[
El 

文

IWASAKI (1970) , 
糸魚I11 (M S) 

首藤( 1963) 

その他の γ ンク u ープ

1台'it ~の民額

Tぞrebrαlia sp. 

Geloinα 

Tel内copium
高tl凶

lf ，ld同M
河内疑問
日南約n
大矢取肘
石見肘r.T
川合暗号附

地区番号

1'. sp. 

T. sp. 

附本・高橋・寺地
( 1971 ) 1'. schenchi 3 

I制本 liか (1978 ) (;. yα Irlanei ， cf. 
弐lαchi. sp. 

WiJUM l\l ド問l4 1 広島県双ー三郎科InH丙人口
OKAMOTO and 
TEHAιHl (1974) 

糸魚川・西川(1976) 

G. .yα rnanet. sp. 5 1 庄原市宍内町員fï谷

4
r削
剥
8
4

糸魚川・丙川 (1976) 
MATSUUKA (1979) 

糸魚川・凶川 (1976)1 

βαli日α bihο Iluen.c引...
Terebralia sp. 

G. sp. 

(;. sl.lIchi 

6 1 広島県比濃部東械町久代

11:民県比婆郡東械町二本松.
野組，文教地l弐など

G. stαchi 8 1 広島県神石11fI油木町李

G. sl αchi リ 11判山県川I:IlfI川上町字以

mu ・小野・同本
(1979 ) G. yarllarwi , sp. 10 1 新見市為谷

糸魚川・西川(1976)1 (;. .yα rnC1nel 11 1 附山県阿針術大(~・ mrp俗

111 名( 1977) G. sp. 
同i訳刷IlH'Jj函
寺肘

12 1 鳥取県八朗剖w縦町野米

糸飯川 (M S) 

SHlBATA (1978) 

OYAMA (1950) 
TSUDA ( 1960) 

津田( I!J65 ) 

G. slachi 

G. sp. 

内i浦肘m

鈴鹿肘III
姫谷属
八I己k!iM
黒揃谷h民h吋

特車}肘

13 1 舞踏市笹部

14 1 三重県安芸ll1lニ:濃町楠原

l-it t orinopsi.� miodelicatula , .1'ereｭ
bralia sp , Ellobium yαtsuoensi .• 

G. yamanei , stnchi. 
T. schenchi 

富山県ω負制;八 J""，町掛仰l
m 上新川郡大沢野町上

16 1 新潟県岩船郡朝円村蒲前

包

Littorinop.輅s miodelicnllllll G. YαmαI!引

15 
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他生 (nな}易合 l立.いわゆる Arcid. l'otamid faullél 中に GeloiJ !a. Te/csαゅん())/などの

マングロープ沼の嬰京が含まれている.構成種は多く，近銭するいくつかの biotope

から由来したものの混合した許~Wである.

現在のマングロープ沼の貝煩群集をみると，一般的に組成が単純で，かつ. (固体

数がいちじるし〈多いことが普通である.いくつかの径があるひろがりの中に分布

するが.それぞれが独立して， J 7う至ごく少数の種のみでll'f~tずる場合が多い.こ

れは化石の自生的i洋集とよく一致している.白iì2 表にみられろような!必の対応を考

慮して‘産状，マトリックスなどの比較を行えば，どの?詳集ヵ:自生的であり司マン

グロープ沼の環境を指示するか否かを判断するニとはそれほど困難ではない.また，

f也生的な産状を呈する場合でも、近くにマングロープ沼が存在したことが椛定され，

Ge/oÎna, Telcsc・oþÙ()}/ など.マングロープ沼生息磁の.ïlf o':l\l:J:意味があるといえる.

第 2 表 マンプロープ沼山 E姿安井jの上t絞

羽生緩

LittoriTlopsis scabrα 
Telescopium telescopium 
Terebrar'ia spp. 
Chicoreu.s cαpchiTluS 

Ellobium αuris-midne 

E. au. risーjudαu

Geloinn spp. 

1"1 ，主力 '1'新 1 1れ l' I1lの化石信

LiUoriTlopsis miodelicatu/a 
Telescopiu.m scheTlchi 
Terebrαria sp. 
Ch icoreus l.iganouranus? 
EUobium vαtSlloeTlsis 
GeloiTla stacJz i 
G. yamanei 

日本の中J新i立tf'WJ:二存在したマングロープiHl土，日本，アフリカ.インドネシア，

シンガポー/レ，ニュージーランドなどの現在のマングロープ沼と比絞すると，それ

ほど大きい規模ではなかったろうと捻定される.すなわむ‘ナイジエリアのニジエ

ル 111 ，スマトラのハリJ1 1 およびムシ川などの大きいデルタ:tjll;iìi:のものと撲な i) ，む

しろ.シンガポール. 1中縫諸島、奄美辞島，ニュージーランド(オークランド付近)

などのマ〉グロープ沼と規模1":: むいて近かったと思われる.その意味でこれら後者

の地域におけるマングロープ沼の環境，群集の調査は日本の中新1笠のマングロープ

沼の只傾化石群集を分析するために不可欠のニとであろう.

今後の研究の問題点として，つぎの点があげられる.

1. 化石の場合: 1) i主治の発見;こつとめ，マングローブ;削f集の分布をたしかめる，

2) 時代的なひろがりを明らかにする， 3) 産状の精i羽な観察;こより‘苦手集の性格

を明らかにする， 4) 他の動値物化石との関連を明らかにする，とくに花粉・値物

遺体の研究は重要である， 5) ぞの{也の地層・{ヒ石について、熱帯乃至亜熱帯的環

境を示す証拠を発見する，など.
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2. 現生の場合: 1) 1 つの川において.上流から河口まで司環境(塩分濃度司

底的など)，動植物群の変化を両者の関連のよで明らかにする， 2) 多くの異なった

様相1を示すマングロープ沼の比較・検討を行う. 3) 植物群と動物群の相互の分布

の関係を明らかにする. 4) 貝類以外の動物についても生態・分布を明らかにする，

など.

3. 化石・現生の両方にわたる資料を十分に分析し.比較古生態学の見地から総

合する.

‘1. 以上の諸J点、，ならびに調査実施の条件などから筆者らがこれまでみてきたと

ころでは比較のための現世のマングロープ沼としてシンガポールのマングロープ沼

が抗過で-あろうー

III Red colored bed について

新潟県下の中部中新統に属する津川!弱および七谷層から発見された赤色あるいは

赤紫色を呈する現地成風化土の分布は第 2 図のごとくである (TSUDA ほか.

1977). Red colored bed の層準は津川層の基盤の最上部ー津1111習の基底部.基底か

っ 30m 以内の津川層の一部および七谷層中である.七谷層中の一地点をのぞいて

現地成風化土である.その母岩lま l )わゆる古生層に属するホルンフエルス.チャ­

k 硬砂岩や粘板岩、津川!醤の様岩、砂岩，石英粗面岩および同質凝灰岩などであ

る.七谷層のものは縦灰質泥岩の中に細襟乃至小礁として二次的に准積している.

その色は筆者らがこれまでインドネシア、アフリカその他でみたラテライトに酷似

し産状もまた似ている.この red colored bed としたものがラテライトであると

するぷは多少の疑問を残しているが，北は北海道まで分布する分四系にみられる赤

色土とは異なる気象条件下で形成されたものと思われる.例え l王 TSt:DA ら(197í)

が指摘しているように赤色土中にはときに植物遺体が炭質物として残っているのに

対して， red colored bed 中には全くみられない.このことは redcolored bed の形

成時には赤色土のそれに比べてより高 j品，すなわち e 熱帯ないし亜熱帯の条件下

にあり植物質は分解され司例えば熱帯降雨林にみられる black water のような形で

流出したためであろう.なお.鉱物学的検討の結果は別の機会に報告の予定である.

岡本・今村(1964) が山口県の油谷湾層群の基底傑岩中にみられる赤紫色を呈す

る現地土として報告しているものは red colored bed と同質のものであろう.またー

山野井 (M5) は山形県朝日町で津川層に対比される月岡層にその存在を認めている.

Red colored bed は新潟県北部をのぞいてその分布はむしろ稀である.例えば，

~t陵地方に広く分布する中部中新統にはこれまで発見されていない.その理由は

red colored bed が原地土として形成されるにはかなりの長時間を要するためであ

ろう.すなわち.中新世中期は海進初期の地設運動のはげしい時期であり，赤色乃

至赤紫色を呈.するような土嬢が形成されるために安定した状態が持続される場所が

少なかったためと考えられる.たとえば、北陸の中部中新統は急速な海減の拡大の

もとに堆積し、一部にはデルタその他の状況で陸上の環境があったにしても，不安

定で red colored bed の形成をみなかったものであろう.このことはナイジエリア
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。 5 10.夙
』・・・ー・・・酬... ・園開---

第 2 図新潟県北部の red colored bed の分布
1 :岩船郡関川村鷹の巣・ 2: 岩船郡関川村大石. 3: 北蒲原郡黒)11
村 j皮石. 4 新発 11]市五 l'公野. 5 : *Ir発 m 市新保小E骨. 6 東蒲 l京
都三~ 111 村上島. 7 一東蒲原相1;草川町福耳~. 8 :東浦1Jlí.訓ijtrJl1 面1 悩取，
9 東蒲原郡三川村長谷. 10: 中蒲原郡村松町小海谷. 11: 中毒草原郡
村怯町戸倉. 12: 'iJ涌原君ß村松町阿弥陀瀬.
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やインドネシアで沖積層:こ:土ラテライト化が全くみられないことからもうなずける.

ただし黒瀬谷累層の唯積物中に赤色の粒子力?入っているが，よれは後背地で形成

された red colored b吋が二次的に推積したものである可能性がある.

lV マングロープの花粉化石とマングロープ林について

わが国の中新世中!引の植物群集は温暖な気候を指示するものとされており.これ

!j:台鳥柄物群 e として一括されている (TANAI. 1961). この植物群は当時のぞれぞれ

の地域の環境に[，芯じて!定立してレたさまざまの群落を総称したものと考えられる.

一方司 (;eloina. TclcscoρIII IIl 動物鮮の存在:ム当時の植物群洛としてマングロープ

林の成立していたことが予想されたにもカ白かわらず. これを証明するような縞物化

石の発見:士なかった. しかし.三木・岐本 (]961 )が八尾層群の黒瀬谷累層からウ

ルシ科の illlvsþondias なと'現在Lf l[.EJ 南部やフィリピンぷ自生するような植物化石

を報合していることからも.マングロープ林植物の化石の発見が期待されていた.

山野井ほか(1980) ii第 3 表に示す地点の Geloina， 7'r!lcscoþium などの産出j持準

の花粉分析を行い，マングロ プ林楠物でも代表的なものの一つである Bmguicra

(オヒルギ同)の化lí を発見した.ぞの産出花粉化石を第 4 表に示した.この報告

では当時の楠生とマングロープ群落といった観点からこれをとりあげる.

J~1ll 花粉:ま. I'i naceac (マツ科)は別として，全般的』こ多産するものは Dacrydilll11

(リムノキ属). Caηγ/ (カリヤクル ξ 属). Liqllidambar ( フウ属)である.また

保存が悲し、ため属の決定を{米間し. C:.P，， ~1 とした花粉の多くが保存の良い層準で多

産する I'asanill (マテパシイ属)や Cyc{obalanv向is (カシ属)と考えられるので

ιれらの多産も特徴となる.さらに . Sa�ill)/l ( シラキ属l. Melia (センダン属).

ZizJψhlls (ナツメ属)‘ Lagcrstroemia (サルスベリ属)‘ Alangium (ウリノキ属).

Nyssa( ヌマ i ズキ胤) .よ}Ïospy刊s( カキノキ属，ある\..;j: Cacsa紗.inia ( ジャケツイ〆ど

ラ属)などの ií};出をみる.これらの組成は台島型tr産物群への対応を示すものである.

マングロープ林植物としては， Rmguiera および化石の保存の悪トニとで cf. Rhi. 

zophoraceae (ヒルギ科)としたものなどが産出している.しかしーこの化石の産出

がマングロープ林の存在の証拠として考えるためにはつぎの 2 点について検討して

おく必要があろう.すなわち.まず Bn何lflcrll の産出率が 7%の地点もあるが‘多

くの地域では低率であることについてである.二のニとに関しては各地に現存する

マングロープれの花粉分析の結果と比絞し、 7 ングロープ林植物の花粉化石の (11率

であることが.当時のマングロープ沼の存在を裏付けるのに必ずしも障害になる現

象でないことはすでに指摘したとおりである(山野井ほか. 1980). 

いま一つの問題は花粉化石全般からみた場合，マングロープ群落と異質の花粉が

むしろ主要構成要素となっている点である.第 4 表:こ示した組成;ま，土佐積地周辺の

群落手のものを表現するものではない.すなわち.得られた花粉組成は当時の堆積

-この名跡li藤 l判( 1949) じよ弓てゐ名されたものである.
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tfi 3 '}~ 花粉分十lfぷ料Jォ;取地点.HよびJ11料品分-.'i!i

ぷ料番号|所 伝 地|位 i百 (線皮，経度)

1 -1 
1 -2 
2-1-2-4 
2-5 ・ 2-6

3 

4-1-4-4 

'1-5 
5 

出111県大沢野町 K
2山HA八尾UIJ掛剤11
岡山県1['存央1111 広高|マ

岡山県勝央II1J荒事11谷
広島以il!1 本nJ1iill本
広島~， I，!-li城川町'斜l
!よ品以外n成11I f野組l
lよ!Ä;~;un日付西入行

36"33' 12"N, 137"10'5Z"E 
36 '32' 57" N, 137 u 日，t!2"E 
35' 3' '13""' ， 134 じ 7'25"E 
350 2' lB"N , 134' 6'32"E 
3:1' 46' r N, 133 c lB' 8"E 
3:1"53' 4 ・1"N ， 133"17'54"E

34053' 31 "N , 133" 17'26"E 
3nJ3' O"N , 132 '50'26"E 

地の集水域の純生を総合的に示すものであると考えたとき，そ 4 にマングロープ苦手

落が存在してむ矛!行しないかという点;ごついてさう μ倹討を加えることにする.

花粉組成からみた当時の後背tU!(ι( :1:，主十 45枯Iゃ奇写楽広葉樹の '1:育ずる山地があっ

たとみられるが，村I~有lJ:也付ー近ー，Jifは主としてm~葉樹林が成立していたと推定できる.

現在の;中織諸島の班熱帯林:土， im熱楕;. !tp:g:要素の HIll仰をまじえていることを特徴

とするが，その極付!Lt相観1二、 fll1 ì昆帯林のn(~葉樹林と大芝がないとされている(沼

田・岩瀬， 1975). 産出花粉のなかから熱;~g; • !I 11熱帯林の要素であるらのを正確にあ

げるには未解決の諸点もあるが，一応. DIIOydiu lII, Liqllùlambar, Lagerslroemi九

Diospyros などをあげることがで』きる.ミうしてみると‘当時の後背地の高所には針

葉桜Iをまじえる落葉広葉樹林があり，それにつづく斜刊には服薬品J林が形成され，

さらに低地では熱帯・亜熱帯の他物がまざっていたとみることができる.したがっ

て第 4 表の地点のうち . Brugllicra が産tH した居準ーには当時付近:こマングロープ群

:洛が成立していたと考えて不都合はない.ここであつかった各地の層準が，ほぽ同

|時代とみなせるならば，当H寺!i少なくとも西市日本の沿岸部に適当な条件がととのえ

;j， マングロープ群落が成立していたことになる.なお，現生の Bn.符lIicm C!J IυJ符'afa

(オヒルギ)は奄美大島以南 iこ自牛.するが，とくに沖縄本島から八重山諸ι;irHlでは

マングロープ，休の主体をなしていることを付言己しておきたい.

V むすび

これまで貝類化石， red colorαJ bed および花粉化石について述べ，中新世t中期 Jこ

は日本!こも小規模ながらマングロープ沼が存在しえたことを示した.しかし，一口

にマングロープ沼あるいはマングロープ林といっても，そこにみられる貝類或は植

物は一つの小規模なもののなかでも，例えば河口付近から内陸に入るにつれて変化

する.今後日本の中部中新統からより多くのマングロープ.沼やマングロープ林に関

する資料が得られることを期待するとともに、日本と比較検討するのにもっとも有

効とおもわれる現世のもの，例えばシンカ'ポールにおける実態をよりよく抱出して
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日本の中新世中期における古環境の復元につとめたい

おわりにこの研究をすすめるに当って御協力をいただいた富山市横田病院々長横

田力博士，広島大学岡本手IJ夫教伝，インドネシア.シンガポールのマングロープ沼

の困難な調査に同行され.われわれを助けて下さった登山家の佐伯宮男氏句ジヤパ.

スマトラの調査に多大の便宜を:まかつて下きったジャンビ石油(株)の藤山久雄氏、

岩橋弘氏:こ心からお礼申し上げたい.
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黒瀬昔累層とサンゴ礁本

桜井昭二川

I はじめに

お午前:こ富山堆積盆地の若'三系を歩きはじめて，中期[!]新型'の示i\i; 化石の産出が

多いのに第くとともに、タトi羊性の OþerclIt illa-/11 iog_\ρsilla 等の大型有孔虫がj宝出し

て ;3 1) ， Tlìiにであるが COIIIIS ゃ Q卯'{/ω などが産:Jlするのに，なぜ造礁サンゴが産

出 '--t; いのかが fL.の念頭を去らなかったむさトわい 1979 年一ヶ月東南アジアを旅行

してザンゴ礁の分布を見学すろふとが:11米た.すなわらジャパ島やスマトラ品のジ

ャパ海 lこ面する所では赤褐色の汚水が鳥u，，:~}くのデルタをつ 4 リ准積作用がさかんな

ためかサンコ(Ii!.!\がすく公かった.同様なこと:主マレーシア半島の東海岸でもみられ.

マングロープスワンプは発達するがサンゴ礁をみるニとはすくなかった.サンゴ礁

は!紙l~:':の周辺においてのみよ t 発達していた.唯一の例外コシンガポールの姉妹島

やサントス品で‘ジヨホール水道の近くであるが環礁がいずれもよ〈発達していた.

黒瀬谷誤記には各相の化石の混在が見られ. j在的作用が活発であったことが‘造礁

サンゴの発達を妨げたら:っと思われる.

126 恒l古生物学会例会が富山で〉行なわれた時.シンポジウムとして新分三紀にお

けろ I1本の海洋~拘地JII!-t!]新世を中心としてーがとりあげられた.おせわされた

静同大学土 防一教Jf ，大変おせわにな円たキrr;~.J大学法Hl i'..:t~・教授，金沢大学小西健

二教Iぜに説く tj礼申しあげる.このシンポジウムで大変勉燥させていただいたり

11 黒瀬谷累層と上下の地層とそれらの堆積環境について

黒瀬谷累lpj は下から久対須JII傑岩砂岩ìJ己岩互!刊と 1m若寺!Î:少岩ìfê岩互!脅:こわ 11 られ

その 1:に i新絡して米自IJ 日正à}~習の峻 [11 iJ計三 li~ がうj{lj L , i山j:行の i自1:ニ後述する 111111

中凝灰岩沼が分 {riする.思滋谷寝間と下位の岩稲!斤との間(ま終合的 I~かわるが，来

ても;:t jil日行ーの tl\H..:宝!i女火 1I1 円際岩がHi へされる.

1. 室牧火山円型軽岩層

安山岩'f'fの火山内!際岩と凝灰岩あるいは砂岩j尼岩とのl円厚の割合は 10: I 位で

あるが，上自1;になるじ1;'(:って泥岩国の割合がまし.久対程度j Jl I互i併に漸移する.際の
ドダをと

同!?II立はかなりよし土主生を扇頂にした扇状地僚で震が:地相である.

2. 久婦須川猿岩砂岩泥岩互層

様岩・砂岩・;尼岩の不規則右:互!凶て _i{i;直的にも水平的にもかな 1) の岩n変化を

示し‘イヒ石を多遣する.主要な白生物は下部かう LiquiJ(/))/bar-Myrica 様物群.

Te!cscゆùml-Ce!oina 刷物群. VÎL'・'{])壬件

• Was thcre coral reef during 15-16 ?v!a in the Yatsuo district, Central ]apan? 
•• Shoji FUJII 富山大学教主主部
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3. 間草寺砂岩泥岩互層

時灰色泥岩と砂岩との互層で‘下部では際岩が~ .くらか存在するが. 卜位層:こく

らべてすくない.中部には偽喋 (iìHU ， 1951) が多く見ら H るが. 上部では擦は殆

ど分布しない.化石は豊富で Oþerclllina-Mit仰向IIW 動物群が産出し.泥岩には

Acila や PmþeamussÎlInI 動物群などが点配してレる.

亡コl
Eヨ6

l' . .:-: ¥2 
~7 E凹

Eヨ5
Eヨ10

陸翻II ~ヨ12 仁訂13 1./ヨ14
お l 図 八尾地域地質凶

1. 沖預i弘 2. 段丘堆積物， 3. 呉羽山際岩層‘ 4 育川 l沙岩
層~ 5. 城山泥岩!民 6. 山田中凝f:i(岩， 7. I問客寺砂岩泥岩互
層， 8. 久婦m川俊岩砂岩泥完互11;~ ，白室牧球岩層，10.岩稲火
山岩層. 1 1.和山火山岩層. 12. 断層. 13. 化石産地. 14. 
走向傾斜.
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4. 山田中凝灰岩層

1tti:白色な1.. 'し青!ズ色川擁状または「再開!を示す相い酸性の経rî質i凝灰岩で.椴宿な
凝r:k ti も部分的Lこ存{I:する.場所によって枚数が異なり ο'þerculina-lHio.♂Zb・/1Ul 動
物群を最下部同から今年了る I ~\ ~ [g)参jl:i

1や
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図I1J問中酬岩層
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OP: O�erClIl�l1O 
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5. 擁山泥岩層

極めて均質な塊状泥岩で司新鮮な函は暗灰色を示すが.風化すると灰色となる.

上部はf圭質となり非常に堅固になる. '1:;石は非常にすくなく Porllalld，仇 Proþeamus・

siUln, Lllciiloma が点在する.

III 異なる堆積環境を示す生物群の共産について

黒瀬谷累層とぞの上部の地肘から産出した化石;ま前述したように陸域を示す

Liquidalllhar-Myrica 植物群司マングロープスワンプを示す Telesc(}pium・Geloina 動

物群.内湾を示す 1Ii('，ωya-A.lIlldara JIl!J物君主外洋(公海)を示す ο'þerculina.ll，!iog­

ypsina動物群，やや深海を示す Propω1111ωium-Portωldia 動物併にわけるニとが

できる.

Telescoþill ll1 や Gcloina がマングロープスワンプに偵息.することは大山続(1950)

により指M されーまた Vicω)'α がプイ 1) ッピン群島やジヤパ島から多産することは

YABE and HATAI (1 938) により i主べられている.また半沢正四郎(1935) は Oper­

culinaや ll;!iogyþsina が熱結から l医熱」月?の公海に楼，tl、することを指摘している.ま

た Pro戸amllssium:ま深~ . i録に楼息するよとが知られて~ ，る.これらのことから梨瀬

谷累/í'iとその上-vの地肘は熱偽・から '11; 熱'活性のI.j'W，:地相. ;?J!間待相，内 i考相，浅海

(公海)キ1I、半i采i旬相 l を表わしているニとが明瞭である.

+ 

+ 

。 。

Eﾐ 1-. 

午Jj二谷

時
M
Hf
 

u
し

』

策 3 国 生物倒の関係
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各生物詳は;為 31当に !l~-t ~うに iji.H'.i よ I'~W~することがあるが，二つの動物群等が混

在寸・るニとがかなり 7普通である.例え ;J Liijllidll/llbar と VÎcwya が非常に近くに産

出したり，日cαrya と ()þerw 1 ﾌI /(/か:共践し ， Oþerc/(!ÍJw と Proρea IIl/(SSUO)1 が共産す

るニとがかな 1) 普述で持:ニ珍うしいこと℃なし.

二 iL .:，)肉付11ω到j梢物 li半が共P"a ずることは，士径約物の移動がかなり!↓íi繁にあったこ

とを示すものである.池辺民生(195l) i土問問異常の考察を行な汁その中で.八尾

層砕けJの，Hiogyþsil/(/ を 3L-合 lí'\'空襲岩 l計支所から J'tl常な状態をとる!沙際のある場所

へ(})移動で1I)r.えされたとし. H 1(の瑞f:1~t系の知 :jE山!聞のI也!ぽではむしろ背通の現

象で，決して ~~1~~継続とか1>.'1 I I\ J j'，~合?とか t ， われるべきものでないとしている.

IV 造礁サンゴの成育環境と黒瀬谷累層

造lil~性ザンゴ乃 i，)(:TY ゑ{!;:として.平均水温 :!()"C以上， 7i!f治ーな潟水て'あること， ZE

分担'~ 1主カ九五， \ニと， /J( i'~'ミ 20"-'50 Jll ~).i J;;とい hilて L ・る. ;llfiなな海水力:必安ーなことが

造li!tサンゴの必~条n となっている.実際沖縄，オーストラリアの大保liW，マイア

ミ.ジヤノ\，Ii-li閃 .ill. シンガボール，マラ y カ海峡のサンゴ!践をさiig J からあるいは，

現地で見学したが，ぞれ :J ~，土 t \ずれも消設な#Eであリ、マングロープスワンプの発

達ずるよう，公河LJι泣い海岸にはサンゴfi1i': を見二ニとはできなかった.大保礁をの

よデいてサンゴli!.i\i土沖縄のよ 7 な小さなvW~J~: に発途しているωが背通である. このこ

とばサンゴliY\は河口カ・ら淡水や濁水のlMh う?な l "ijr:'こ発述していることを示してい

;;) . 
ところが八尼周辺ω15~16 :'vla のむÏii 1泊.ì&の係に熱'li;・ー '1日熱帯性l}~1境であった

が，マング口ーブ|札公海十11. I}~W'HII ， 'p深海十uの J:物Ir下がそれぞれ共産しており.

手会V乍用が盛んであつにニと今示してしる.すなわち古室牧川や IUJIリ 11 ，古白岩川

(土盛んに i梁lpj と多坑ωI二砂を辺縦していたものであろう. この様な地域には樹校状

サンコ'は成#でさても.造fi，IA'tI:サンゴにとってよ l 懐息環境でなかったので、あろう.

このことはむ礁サンゴが将来こ ω八尾付近に発見されないことを教示しているよう

である.しかし能f't:r)) 先端;にiZ!熊サンゴジ発見きれないのは何故であろうか?近く

に大陸でもあったのか，なお問問はのよ二って\ ，る.

引用文獄

HANZAWA, S., 1935: Sume fossil 0.卯rClllillU and Miogyþsi山 from Japan, and their 
stratigraphical significance. SO: Re/>. Tolwkll Ulliv. , lI, 18:21 , 1 ・ 129.

itll辺民生， 1951 :いわゆる '17t:¥l J・4 常についての考祭{竹).地伐材f; ， 57, 320. 
i1ttll 禾位， 1951 ;尼討の í~il々 の形成ìi!!l位に WJする存 24. 新生代の研究， 11, 11.14. 
YAIIE, H. and HATAI, K., 1938: On lhe Japanese species of Iぅ'CaJ)叫 Sci. Re/>. To・

IlOlm Univ. , !I, 19{~) ， 149・ 172.
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山陰中新世員類化石からみた古対馬海峡*

|自'~ +:干u ')::" 

まえカマき

島根県lぎ鐙以!付(大久保. 1975) ，山口県涜(1，，1\1: 1:1' (岡本・陶 ILJ ， 1975) 、さらに

山口県iltl谷湾陪ln， (岡本， 1977) かうと続けて AllI rÎII が発見きれ‘私は古海流と死

後浮遊性の AfllrÎ.μ の移動との!日]題μ興味を党えた.この二とは約 25 fド前 KOB1\.

YASIIl (1954 b)および KOBAY i¥SIII and M八SATANI (1 955)μ より指îì!.l されたことで

あった.その後u 1~海市西部かう急手紙一更新世 j\ JII l/ssÎoþeι:lc l/ þraeSZ1JJIÎs が発見さ

れた (1:司本・本居i， 1978) ことにより， {ムの古対.I.!~泌峡への 1 '/.，1心は一!回日められた.

そして弘は山|塗新治三系か・〉の貝期化 ci と当時の対jth海峡との閑速についてはこれ

までにもし!.fl__ i .nUょした(凶本， 1977 , 19ï札 1981 :同本・4:出， 1978: 岡本・陶

山， 1955) が、 ここで改めて山陰新中三系υ)ÞUi'[化 fi と当日与の対馬海峡との悶連を

まとめて考えてみたい.

この報告はi昭和:ifl 年度科学研究費補助金(一般師完 C ， .'J o. 554252) による研究

のー一i引である J

中新t堂貝類化石からみた古対馬海峡

ニ ζ で議論される地't'l時代のホ対応海峡か;土北九州と朝鮮半島の間にある混在の

朝鮮向映と対応百年l映のうち，後おと|司じ，ùJ味でfiUii きれる1))ではない.北九州地域

と朝鮮半島の|訂UI!J.'，'j"時代 iニ存在したと推定されろ海峡を u対応海峡。と呼ぶこと

にする.

地'tíï侍 f\: ~乙対馬 jíU峡が存子J: したか存かを討論する t易一合，海峡のけ'irli側主北東側に

同じ時代の海成lげがあり，同じ化イ1 をim出する湯合に対馬海峡が存在したことを初

めて確実にし得るのであるが.ここでは海峡の北東側!二位置する山陰新法P三系に含

まれるけ街化石のみからの議論であるので慎重に扱わ;ILなければならぬであろう.

第 1 凶に 111陰 [1"祈世貝類化石からみた古対局海峡の変遷の概略を示した.この凶

;こ示したように考えるに至った山陰中折 i止貝類についての基階的資料は別途報告さ

れる (11司本， 1981) ので，この報告では貝期化石などから何られた推論を述べるこ

と 'L する.
ぜ たむやま

J.tt... iyti，皮戸・自hLi!，~服従積U!j(KT)

対馬付近から北~北西九州を経て山口県油谷湾じかけて前期中新世"芦屋婦がh

.. Palco・TSllshima Strait inferrcd from lhe :Vliocene lI1011usca in the San.in area 
•• Kazuo OKA~I()TO 広島大学学校教育学部地学教室
間 前1，谷育5地主主て・戸~U日j物群をNi出す包日KìltíR平黄坂戸 .t:;}山紫 j出土芦 4L'ì'ílil 下・tJ I ~rj~の山政・

J.Ji;!J..ld!ニ対比き IL る.
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が分布する.対日Jカウ日本海南西部にお:ナる最初jの芦屋海侵による海を原臼本海

(Proto・]apan Sea) と呼ぶ.この[京日本海の北~北東限が何処にあったか(ま現在確

認されていない.この海は耐熱帯~暖待水域であったことを示す芦屋動物群によっ

て特徴づけられる.対馬対州I醤群の下部は海成層で間瀬階相当層と考えられている

(高橋. 1976) ことから対馬周辺に海侵が及んだのは漸新世末であろう.上述のこ

とは北~北西九州における市や三系の堆積盆の北西方向への移動(松下司 1949 :松

下ほか， 1956) からも肯定される.

B. I11合累層堆積時 (Kw)

八尾・門ノ沢(黒瀬谷)動物群を含む川合累層およびその棺当層を堆積させた瑞

穂海侵iこよる海:ま浅野(1966) および浅野・高柳(1966) によりパリサン海 (Barisan

Sea) と呼ばれている. .111合累層;主浮遊性有孔虫により N 8-10 ，こ位置づけられ(黄-

lì6j本. 1979). その時代は前期中新世末~中期中新íi.H初となる.この時JtlJの海洋古生

物地時につ~ ，ては C I! INZ日 ([978) および ITOIGAWA (1978) などの研究がある.

原日本海からノササン海への変遷状態;主現在は不明であるが.北西九州新す三系

と海域の地質研究の進展に伴なって明らかにされるであろう.おそらく原日本海か

らパリサン海へは縦続的』こ変遷したと予想、される.また広島・岡山県下の芳一瀬戸

内海への海侵!主山陰地域から侵入した可能性が認められる(関本. 1981)_ 

川合累層およびその相当憎からも最近 Mù昭和ma および印erculina が発見さ

れ(大久保・高安‘ 1979 :高安・大久保、 1980). マングロープ市沢地を示す Geloina

(山名‘ 1975) およ ::.f Telescopium (1同i本・高橋・寺t也 1971) なども発見されてい

る.これらかう熱帯~並熱帯水峨であった 4 とは明らカ』であるが‘暖流が山陰へ侵

入した経路が問題となる.この経路を決定的にしたのは唐鐘累桝(大久保. 1975) 司

須佐同11宇 ([irij本・陶山‘ 1975) ，および油谷湾層群(岡本. 1977) からの死後浮遊性

の .41u仰の発見であり，須佐層群からのアオウ ξ ガメ類 Procolβochelys(?) suseｭ

附is ( 自 IIKAMA and SCY A1¥1A. 1976) の発見である.当時の古地理i文|に Atun，σ の

産地を入れて(岡本. 19n , p. 361, Fig. 2) みると，芳一瀬戸内海およびフオッサ

マグナ地岐を経て山陰への海誌による .4 turia の遼織は困難で，対馬海峡からの進

入は容易であったであろう 従って KOBAY.o¥SIII (1954 b) および KOHAYASHI and 

九IASATA:\I (1 955) の古(原)対馬海流による Atun'a の漂流についての推論は非常

な卓見であった. l'rocolpochelys (?)にしても太平洋側カ ι ら須佐への遊泳は対馬海峡

を通過するのが最も容易であったであろう.現在のアオウミガメの生怠域から推定

して.当時の海 l土水渦約 200Cで，現在の台湾ないしそれ以南の海域に似ていたと忠

われる.

油谷湾!函群cþ部( ? )の N10 の示準種である Globorotalia adamantea を発見した

露頭(黄・岡本. 1979) からは Lucinoma および Akebiconcha を主とする寒冷な貝

化石群(岡本・今村司 1964) が発見されておりーこの時期になると寒流が山絵西部

』こまでも流れていたと推定される.
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C. 久利・大森累層推積時 (KO)

久平IJ ・大森累層堆積時は東別所動物鮮に上って特徴づけられる.しかしその実態
は良く分っていない.従って貝類化むから古対鳥海峡を討論するのは現状では困難

である.

しかしながら多井(1963) の提唱した久利累層のド部に認められる底生有孔虫の

Foram. sharp \ine は‘多少異なる見解もあるが司浮遊性有孔虫の GlubィJrolalia

�en�heruacIIlalG!oborotalia miozea Zone と Globor，υlalia ρse/l(!oþ(/chydenJla I Glo・

bi主{OÙlO lt仰di (s.1.) Zone の境界付近μ位置すると考えりれている(池辺、 1978 : 

的場. 1978). ニれを境として暖流系の生物は当時の日本海水域から安をwl し.寒流
系の海となり.一般にこの時期μは当時の 11 本海は南側で閉鎖されたと考えられ司

浅野(1966) および浅野・高柳( 1966) は古日本湾(l'aleo-Japan Bayl と呼んでい

る.対馬泌峡付近は陸化したと考えうれる.

D. 布三i:; 名泉!西地~h'!時( F) 

後期中新世布走;名泉!弱からの貝化石は故近末広(l9ì!:J)および OGASAWARA and 

:--Im1URA (1980) によリ研究された.これら研究によるとイli志名ヨPi・'l iJ.らの!l矧化石 :i

塩原および111)1手動物 itï，の要素から梢成され，寒 jdt ・ li是 jji系要素のi1~合IIn表てりある.そし

て典型的な熱帯~if百熱帯要素は含ま t ない しかしオウムガイ類 /l ll口元l cf. mino・

仰Sたおよびタコブネ類.4rgonauta toku nagai など (YOKOYAMA， 1913; KυBAYA. 

SIII, 195.ta. 1960: 大久保. 1975) の I出Hは注 11 すべきで.これらは暖流系のもので

浮遊する.紛野(1975). CHlNZEI (1 973)，および OGASAViARA and X�:¥lURA (1980) 

は当時の対馬海峡から日本海地域ヘーおそうく北陵地1或まで司暖流が流れていたと

推定しており，組~!f' はこの日差iAtをタコプネ H主流と ulんで\ .る.

E. 松江累層堆積時(1\"1)

後期中新世末の松江累層カ h らの ft類化石については最近の研究がない.大塚

(1938) , NOMCRA and HATAI (1 939)，多 I1・ほか(1 953). MASUDA (1962)，および

西山・三浦 (1963) の報告から松江累層の只額化石をまとめて.暫定的に松江動物

群と呼んだ(岡本、 1981). この動物群は主要流・暖流系要素かう構成され，内湾環境

を示す積も認められる.員化石の:王か iこ司エピ類(大久保， 1975 b) および魚類(佐

藤司 19ì4) が発見され.これらは暖流影響下の汽水性内湾に生息したと推定されて

~ ，る.

小泉 (KOIZU\1l] (1977, 1978) は大和雄からのlb進化石を検討し，後期中新世

(9.5-6 m.y.) の花藻群集は温暖群集であると述べた.布志名・松江累層の貝類・エ

ビ・魚類化石.そしてf主藻群集から判断すると，これら地層堆積時に暖流は当時の対

馬海峡から日本海へ流れこんでいたであろう.

まとめ

山陰中新統からの員類化石などから古対馬海峡の変遷を第 l 図のようにまとめ司
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これについて述べた.山hll. ú'i-t皮j= i以間および川合累jo.'''iifif積時;こ古対馬海峡から古

対馬暖流が日本#ii地域に侵入したことは地質学的資料を併せ考えて寄易に理解でき

る.久利・大森-!f~hi1准杭時に対}，![dÍlj lb)~付近が陸化し，日本海の南側が閉鎖され，さ

らに布15名・松D.: !~~~ Ji，~l継続時にはIi そらく対馬海峡付近から暖流が IJ 本海へ流れて

いたと忠われるが，よれらの推定に;土地質学的資料む f刊すで，疑問]むある.今後手

がかりになる資料を得て百対馬海峡の変遷をより明らかにしたい

文献

( l it<j -1二(1 ~181 )の村i;i?に /j~される文机[土行 11:1-する .J

il1!ì!l誕生. 1978: Fl4: U)新ヰ三系一色 !\'1Ij": .q'-代 111 1 r: と古地J1J!.日本の新生代地質(池辺

斜【授記念論文集). 1:;・:;'1.

ITOIGAWA, J. , 1978: Evidence of subtropical environmcnts in the Mioccne of J apan. 
J:;W~f t.{i 博物Þ.ilfil!:Wl， (5) , 7・22.

松下人iι 1949: :v)/・l北部;炭[1]の地 'i'(. IL 大四!日f報〔地 '{'i)， 3, (1), 1.57. 

一一一一一・小l申、iJt之介・ 1}級 fft~ ・ 11' 1 ・~'i:入 1956 : ~tJd+1 1':i第三紀婦の地代について.

白'.f L !I!， (5) , 13・22.

liLj 本初 1ミ， 19�: 1111:~S t1'~二系からみた II 本 ii;f.. 地 l.fHlf t1'í，犯 1"1総会資料U5 ， 159・ 16 1.

一一一一一， l(J81: 山陰地方 '1'持続の日化石.欣j，j;iji，lj物の ÍI.lr 究( Oif主，大森教tl: d己;念論文集)

(1'111::リ中，.
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北部九州周辺海域の中新世中期の

海洋古地理に関する問題本

行政次引率先

I小|い1新 |附H吐:メ【小|い1J卯則U引lのj北じ ;fう川 vJ小仲+附卜

と 1束将三支Kf那百祁;海側カが;清鴻詳治海Ij域でi連翌絡していたと』汚5f. えうれてきた. 事者も例外ではる:かったが，

近年佐世:i~Jit~群をJ司べ始めてから.ーその符えをためらいなく受入れるわけにはいか

なく伝った.乙の11、論では ltl新ill:中期に l5 げるそのような海域の存在;こ 1史|する疑問

を二.三述べてみたい.

1'1 1新iti: U段流を.iillぷ海h~が現~(t:の対局者íj峡付近にあったという担、定:土，その地域

の地問資料にJ.l~-j くというよりは，周辺地ほの(七千 I資料かウびさだされたと言えよ

う. {YiJえ 11， KOB八 YJ\ SIII (19541:1: ,1luria iII illoelló,:, KOBAYASlll を ;'~l~ ;ft~ したさ

い， Atllria υ分llilj ・らLjJ 祈ttt:ζ151対馬海71ÎEがらよ在したことを想定した.ミの考え方

に ft~傾的な!又証も公く. tllJt妄自りであるがじしろそれそ支持する資料がふえていき，

úl近て寸土川本 (1977) がそれを三作している.

i、た， i14近ωií;j IJ~J也'Cf~ltJ査法 J).illi少のHか :1で海底一卜.の1#報が入るようになった

が. 1也 'tl :ll.，j'gr:所「海洋地:f[回目、 u 本海TH部.. t;よぴ対馬海峡司辺 J (1 979) には、問

;，ふう地岐に '1 '新鋭ぶ分 (Ii して旬、ることがl リ j示されている.ぞの医111日で区分されてい

る|当上部11日 J(臼-ら下III~i-j- ると，、二でいう'1'新統 11 十n;m Jo.'cí 苦手.休|出来N!，;ltr~ 野島16

併を含むらのでゐる.そ ν1)立"1;でυ) I.j-J新統(と官科的に一考えうれるもの)が， 111陰

;11 1から五，C'jll引jに去る海担''(i)海底ド l 二広く分{!iして ::;1) ，その刊さは山|塗ì* と ~'r戸

凶 /lで 100リメートルをむぇ， ，i;t.u;海峡で七次十ないし数百メ ト J[， はあることが読

みとれる.つまり，このj也 :tïlxj カ。らみると‘中1'Jr I止の地lftj は日本海側から東支那海

Itヲl まで連続である、ニヒ μ なる.こ.!Liよ照対応海流説に地質的板拠を与える資料と考

えて上いのであろうか.

そこでI!花めたいω i.J:. (1 1音i度以i'f.その他(..:よゐニの場合の地!?j同定が全く正しい

ものであるの刀s どうか. (2)中新統がかりぷ連続でおるとした場合，ぞれは海成l手?と

して ì!:1i続々のかどうかとI_".，う問題である. 11J]!1逗(1)については検討する資料をもたな

いので，ニこでははぷく二とにして(2)を検討し亡みたい. (2)の問題に入るまえに.

山F;~西部から五五占に至る地域の陸上部』己分布する中部第三系の対比についての筆者

の見解を.対比表の1阪で示しておきたい.対比の駁拠について述べる紙而の余総ば

ないので，ーとな資料だけを列挙するにとどめたい.ぞれらは， I'vllZU:¥O WJ64). 

. iVIiddlc Miocel1l' paleo-o( 凶nogral】hic problclI1 i 11 northern Kyushu 

.. Tsugio SIIUTO 九州大学理学部地t'1学教室
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第 l 凶

OKA:'v10TO (1965 J. 岡本(l!l(i!l) .鎌田(l!lì l) ，首藤 (19ìHJ ，

(1979) .首藤・柴田・松隈 (]VlS) などである.

堆積層: 当地域に分布する諸層のなかで.内.から相;，首脳群.脇田!国(少くとも

L店1;) ，人九 11")が対比できると考えられるが，紋も束llìJH.: 分布している人丸!併は全

〈非海成であり， r附則の相 1ill�cl ii�' : i 4ド i毎成・海成部分が交l玉するもの，且田恒金二去、

くとも上書店には非 i低成部分が挟ま Hている. ~hbi:成層のめだっこの時期の士也 11')に対

して.その下位の坂水層及びその相当 1f'1;立共泊の þt it石Itf.をもっ海成 l!'lである.そ

して，芦 ti~地区よリ西では，この時期の地層は下位層から連続であるのに対して，

最東端の長門西宮1Iでは日目 '~í r.手が基盤岩上にア， {γ トしている.こ H ら一連の事実

!ま，一つの海侵がI埼から~[に進み， !l( j，'j反水 Ii"i J佳佑 11与に illHえの鋭阪に達し，それ以

後ì!lj 退が京都から始って刊に波及してレったことを示しているように比える.

上述の西彼杵・相浦両1曽群を一つの土佐積輪組とすると.地峡の西部ではぞの上に

整合に佐世保層群が重なるの'こ対して司現在の対馬海峡μ函した地区及びその東側

では.佐 1 11保層群を全く欠くか.一部欠いて顕著な不整fTが見られる.海成!併を含

む福井層、殆ど海成層からなる加勢暗には次のような海生貝化iïが産する.

福井層: Cyclina j，ゅonica KAMADA, MerelrイX arugai OTUKA, Cul/ellus izu1I/o , 

ensi� YOKOYA�lA. Balillana sp. , Vica1ヲ'a cfr. ancisa (YoKOYAMAl, CeげIhium sp 

力lJ勢 l百 : Enllllcu!a �mel1ip�onica Oy:¥:¥'I..... & MIZ1 ・NO， NIICII{a打。 rnw叫v/eda)

ρeJlt/ u!a (YOKOY A1¥I:¥). Porllandia ja�()lIica (A. AυA:\lS) ， Sare�la shilllok(ll{'(lrae 

KAN:¥O 8.: OGAWA.γenericardia (L)'ClocardiaJ siogamcnsis NOMURA. C/{!telllls 

首藤・阿南・柴田

SAWARA G. 
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iZ/III/I!l'lIsis (YOKOYA l\ Ii\), PL'rﾎ�tulII(/ YU!lOyalllai l¥tlAKIYAi¥I:¥ 
ιH うの化イゴから福井!同. JJrI勢[117が中部中新統に合 Jれるのは椛実で，これに対

比される海l戊 l出土長門及びそれより if.tの山陰側に分fu している.

佐 I!I:保 JËi1i"下じ重々る!l!):品川群._h品 I~!~I; ft1は北松j路地区及びその I引1ïで，火砕岩を

伴う淡水性信地取h'i物を代表し， き，いめて !'slい.このi時期の権積物はを岐にはある

が，長門地区には分布しない.しかし、更に束の出雲地方でほ海成層として存在す

る. :.. i.L与の事実から、 i主ttti示・ ~ffo(，'j 両1\'~11洋;主中新tttrlJ ・後期に刊かう侵入して，

jlliL~jH ，、た仰と 1;;1係する一つの海位愉姐を代表 j- るように見える.この解釈からす

ると ， ~lJi乏ω極相!日lである福JI:・ iJIJ;t~\珂J~~i Jffi積11寺の海 i士九州Ir母方から山|民まで続い

てかたとしても不思誌は々い.

{~(によのMωrUI:に対する l ，くつカ‘の疑問を挙げてみ上う.

別1 1Ij J ニ H:よもっとむ素朴な匂!日l である. :K内と北松地区の中間の地岐になぜ

4の時!ÞIω出成端的物が妓されていないωだろうか.二の街道I!}J に対して，現在1))海

li~Tに i+ィギ.ずるとか. !ii~W:二したが後 l二位食きれてしまったという予想、もあり得

上う.しかし、烏/;:合めて地1:郊に全く現存しないのは不自然で，これを納得させ

るにはそれなりの説明が必要のように思える.

時lilj L liM 1: Jo~í山貝化 1ワ十円以淡水十11が多\.， {(ノk 十11. i(ìl'f十1-1ないし内汚相はある

が純外洋相(上見・〉れな， '.長門以1+1 で U: 持，\ Jt:!母 N凶 ifjl土海!戊 1十!で代表さJl，東む!外

洋7}:Jコ!三化ィ il持が{必=句と Y1!. .~i L る. iíij:ェ~[から侵入 L，北松地区はそのどんづまり

であったようなEr;京すら受ける.現-(I:Û) 臨ー l二部の地!?}だけに基づし‘て犠打i盆地ω全

段的なことがらを兵E屯寸ろの;主制維であろ υ): 土 lìÍl[かである. しかし提訴tが九o)+lllli

jjから|オ本ìMIl[i]に h1[入ずる状況であったのん・ら. l:記 1)) ようと ld相発達にとるであ

ろうカ・

疑j! \j:l iJIJ抑制続的!日]μ続: 11与期である中新世後Wiには、九州|北西部付近ーには広

大;-~淡水被が広がり， jむが存在 L た ιIE陀ーはない. I lJj うかに海返である.この時期山

|出111;地方には大伐JU ・(!í ~t: f , !f''! で代表される海成層が地積 L た. ;It訟と 1111奈の中

間地峡:ヱ隆起峨と々ったにi主.いない. '-の !t:海地主主;<;:ぞの束尚に1・じべて相対的にポ

ジチプとなったのは【 1 1 新山後WI:-.: な-)てからであろうか.

疑1 1\] ,1 '1 1j翠・北|年.その{也の i也 }jの中新統甲古{I:こ;土 Miogyかi仰を代表とする大

型有孔!.Rがか々り -~i: j豆的にをlb する.他方，九州北西部で;土 1 W~ む発見されていな

い.ミω時WIの!暖iÎ~[ が!t~-;支部MfWIから対応海峡付近をへて日本海側に入ったのであ

れば， ! J 本百ijj日IJ 上りちとしろ w;~.. t.i :ニ :llんのかÎJla などが九州北部に産出しでも主い

ので，.:):なかろうカ υ

ここで挙げた疑問;土， 1: 1 1新世11:1矧 J I)) ".1_反対応海流ρ の存在を憤j;ij~的に訂定する線

拠になるものではとい.ただ.ニのような素朴な \:.t問に衿:えるよとろ:しには、‘保対

鳥海ì{，i" の存在を安心して諮るわけに IJ ， )かないようじ思う.
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文献

鎌(II泰g;， 1971 :五島列島の地質 :..:1到する問題点.奈須紀半 lまかtW\，九州)，'，1辺海域ú)池tT学

的諸問題， ;17・ 5 :3
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初期中新世末~中期中新世初めの大型有孔虫動物地理区と

環境に関する考察*

松)L 11'1 !!(i.'ネ

まえ力ぜき

I1 本 j)新川'三系が今!lt紀~)JjJTî :こ ifI:1I上rj_山 J[/! と広I.I~:111 Jlt.Iじ t去を flJめ， みJ血で大 jllJ 有干し

!Ü グ)ch'. ・つぐ花比二よ-，で係ι され告に -1~勺たことは，特.. j'tすべきことて'ある.日1)年

U) 1(~ ，、 lîlf究そとおして，大匂Jf(11!1lω分 :rI. 系統・時代・ f環境などが論じられてき

た. 1960 年代以殴，大型有子L!1t:3lT W，i あるい;土!日l等 h\íの浮遊性有孔虫による :1寺代詩

カドf.." .., '7 (' jLろに :f'九大"I';J)大1W{j 孔31!「Hii; 士?、:， 8・ 9χone <l3Low's Zone) に

lll"� 'J ることがi~j ふカ白:二信つごさん(lVJ ;\TSU t\- I:'\IW ， 1980)，しかし司伊豆半島におい

て:上、 Lψido(\'cfi}/Il (Ne�lzro{e�idﾎIIIl'" ) 合íi肘かう倹11\ される浮遊性有子L虫の示

-tlj:，'i' 代;士 SMI・o (l9!i:n. [BAR:\I,1 and TSUC1I1(1977) :二上.ili f司 [ÞWI t! l 朝日立 (N , 14 

Zone; 下白 !l-:'lltサ)苛初JWlv\下街 t li; (ト1. 19 �:one ;白浜 !??J詳ドfri~ J'I~l )に相当する.後一/'i に

関しては，乱1:\TSU:\l:\IW and :\,[:\TS\.)O 119川. \1出 J1後JWÞ新世(1:\， 17 21)n引を

示すrt :f4 そ li)日与している.

�!.�: Íj:.新中 i系 G') iiJf' i\: は，rf'1t~I:"1:.およびメI'，!自位学の進歩と共:二，旧来の資料はしだ

レ:こ l!~~~T されてきた.従って.大型千:j孔出の動物地理I丞ゃI51境に「日l しでも. 上 1) 精

度ωJ:がったぷ請が，ifíì[ になって三た. ニこでは N 内・9 Zone 中の大型有ヂL!.l一、動物

I也J1E1メーと三iftE に|込!LJ て汚察-，.る.

大型有孔虫動物地理区

大型有孔虫!長1]拘地Jl.1空く;主矢[部 (192 (J). IIA:¥ZA¥¥'I¥ (19 17)うの資料以基づいて‘太

平洋側には !，eþùl，日正:vc/i}/ a.;l/ ii/，のかか/(/ lFi: 集が‘|て|本海側 μiì MirほゆSÌl íσ'Oþerc・11.

li/l(/ /if Usが認められるニとが句1.:，かにされた.しい~.， ニれら両MI，j~!土南方主主(台

湾. 'リアナ t，~ .1;;;)ω ヰ'三系 qIi~~.~.めうれる大型打孔虫生íf'11予の観点から ， Le�ido. 

O'C!Î}/({.Mi，υぇ1向i}/a lt 'j: J集は HjÌ:!-，"Î. Mù切118il/(/'ο'l>erC/lliua lt下集は上 üi:1習にぞれぞれ

I)'[U!\すると行之;) h!二.つまり. J..;.、 lqド iWJの Lゆidoc_\ピlil/fl' :l1iogy.ρ'sina ~~';~集の }'j か

多少とも 11 !]、 iilf. 1 H1Jのん1io瓦vþsi}/(/ .ο'þerorli/l([ 1:1: 民よ 1) ， !j いと解釈されて'"， 'た.

浮遊性有孔出による研究がゐHlじかう clalum plane のレベルに制!立が上るにつれ

て. J..:.判手íHlJω Leþid(/(~\'cli }1fl. M iog.\'1Isi}/(/ 群集{主 01加lil1{/ dattul1のと・下位併に，

Considera! inn cυncerning larger foral11 inifer日 1 7.0リ日CO日raphy and ccoloJ.:¥' in Lale 
Early 九 lillcどnピ 10 Early Ì\ liddlゼ孔'1 illcen('

“ Kuniteru i\1'\T~L'~I^I:t' r(，U，大学教育'}:i~H.t也7・教ヂ
~:('r ， ヰ;， 1": Lepidocycli>la と三己ー l'
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また，日本海側の ll1ù~ゅ.psÎna-Oþercllüna 群集もニの datum の上・下位層 iζ認めら

れることが|明らかになってきた.従って‘両l伴集の地理的な差は時間的な差とみる

よりはむしろ.生息域の差によるものであるという見解が千地・池辺(1973) によっ

て提出きれるに至った.

筆首は日本列島の内陸にあって.しかも太千洋側と r J 本海側ω中!日l付近から太平

洋側に属する位置を占め.明東山地北縁カ白う束縁にかけての地域に発達する富岡層

群・松山!百群を対象:ご研究してきた (:\IATS仁 ì\IAIW. 1967; 松丸. 197í: 松丸・林.

1980)_ H也・紺 W (1978) , ，;':j 柳ら(1978) .松丸・松尾( 1981)の浮遊性有孔!ltの研

究によれば.上記地域の富岡層群保出篠|吾下百1\‘松Lll lo，\1群鎌形!再M上部i己 οI'hlllhw

datum の存在が確認された.層序と浮遊性有孔虫の資料を総合すれば，群馬県下仁

111町から高岡市にかけては οrblllina datul11の下位に Lゆùhllアclin(/-M iOIDP,,'il l(l 

群集が，埼玉県美型村から川本村にかけては同 datu l11 ω ド{立に Lゆido( :vclinll­

MioFfY卯illa 群集， Mυli，必tO必.p.り加知IJsi.幻SIJIa

ド位;にこ Lμι3ψρ〆id.尚OCの:y.ピ'C!in附{i-づ-Mi.初Og_1府ρか仰、ゴiω/U1 群集カが:それぞjれLν/ぺ小J'、明幡s層カ ら 1対井|十"μi沢層t準径 f附f責tl鍔則肌号剖山Hμι カか‘ 
けて存在することが判明した.

一方.棚倉地方で大槻(1975) によってù'i代困層.ヂ塩!曽に Mio疋j.psil/a ο'f!('!'CU・

lina 群集が認められ.この群集が N. 8~9 Zone 付近に.門ノ沢地方でも氏家・初版

( 1973) ニより Miogyþsilla-(()þerCII !i，ill)!洋集がl\， 9 L()Jl(' ，己認められた. 一二のニと

:立関東山地東縁から門ノ沢地方の太平洋側μ も円本海側に比べて貧弱ではあるが‘

Miogy沙sina-O�erclt 1 ino 群集が οrblllÍlw dalum 0) 上・下位に存在していヤニとが確

実になった.従って‘千地・池辺(1973) のように l_l'þidocyclina-Mio!!:ψ，，111(/ 群集

を，ぞれぞれ太平洋fWJ. 日本海側1] とÌjÍ，純μ 区分することは適切でなレ.

第 l 凶で明らかなように.筆者は Leþido仁川・liJl(/-/I/ルのか/}/(/群集 1 悩μ 山~ ~./lr-

.1司訳出l では LePido(Jdina Jn~集である} を北村(1939) の西黒沢期の "(;eosyncli­

nal trou只h" あるいは井上(1969) の、リR鉱ベルト"沿いに|取った地域に認める

二とができる.しかも.この "l[(則的"は東北地方に líJ~ って存在していたのでなく.

οrbulillll datum の前後の時代μは紀伊半島南岸から三浦半島、関東平野の'1'央部

を経て， #.~鉱ベルト:こ嬢続し.青森県八ï'}iITil に及ぶものであったと推定される.

ニの "tro Llgh" は現在.山間平野.関東平野下に没しているが.構造地質学的には弱

線帯;こあたり，盛岡一白河構造線(北村， 1963) とその南方延長上に位賀する古利

機構造線(森川， 1970) に相当するものであろう.砕，jil可から北北京に延びるこの

"lrough" は Lゅidoodina の地Jl{[区を限定するものであり‘筆者はこれを Lepido­

cyc/ina trough と命名する.

以上を総合すると.初期'1 1新世末~中期ιl'新世初めにかけての大型有孔虫の分布

から‘ Miogyþsina-ο'f!e l'c・ulina 鮮集はんが(ltwvclilla 1 rough を境 íム 11 本海倶11では島

根県浜田地方(大久保. 1980) より北海道渡島半島，隠岐島後(大久保・高安. 1980) 

より内陸の山形県月山付近に至るまで広範lnlに確認され，太平洋側でも阿武隈山地ー

北上山地の凶縁に沿って茨城県太子町より岩手県門ノ沢地方まで確認される.従っ
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て， ζ の時期の大明有孔虫動物地理 lえは 1:1本海側より太平洋側;こ Miogy戸sl11a.

οfþerc/l lilza 地庫区， rI1J�/oO'Clill(l trough 沿いに l.epidoの.cli/l(l -llJio必.psina 地理区

(関東以jじでは単に LepidOl:vdinG 地理区). Mio，必psina-ゆerculina 地理区が認め

うi"Lる.

Lcρidocyピlina truugh ir.ﾌ ~‘:こおける Lepid，υO'clilw' ,11iugJ1JSùza J也 J1j\ Iえと Lepido­

cyclilllll也.flI\!>(，土間取山 I也北~点滅(・lì止が t;l界であ匂・二 tL よリ南 t或には Afiogy­

�sinil (LcþidllSCII1 ÎCYc・lilla) tlux�ae/orll1is. CycloclypどIlS (1仁vcloclYlうe1(s) ρ{川teidae が

とも μ分布し，北城には分布していとい.また ， Miog)1うsina (L.) Ihecidaι(ormis :土
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Lepidocyclina trough の日本海側の Miu必かma ゆerculina 地理区 lこ認めることが

できるが ， ìj}松市端以外の太平 ì!fl日1の J也)11'.1><:には認めることができなト.ニのこと

は非常に興味深L

:¥lATSU!¥lAIW (1 980) ば:\. 8~9 Zone の日本の大型有孔虫は低緯度地域のインド

ネシア・カリマンタン:こ生じたベプル狗進時(Tertiary fl.2 Stage) のフォーナであ

ることを述べた.その際に対比表を提示したが.地理的分布峻:土省略した. '-こで

はそれを第 21;{1 に示す.紙面の都合トー全部を紹介でさないので要点を述べる.べブ

ル海進は LEl ・I'OLll and VLERK (1931) が Tertiary c5 のフォーナと入:111 に異なる

Tertiary f フォーナがぺプルに認められるニとそ述べたのに基づいで. VA1¥' BEI¥J 

:¥IELEN (1 947) が提唱したものである.現在. PRI:-¥CCOI'RA ¥¥�W el 1/1. (1 978\ によ

れば.ジャワ島北部低地帯井戸でシブラカン|凶の GlobigeriJ1oùies SiC!lIlIlS'οrhuf ﾍlIII 

sutumlis Zone の中:こ Sρ~1官以戸ItS を伴わな" Tfト2 のフォーナが Te5 フオーサ ω

上位以存在するニとを確認しており.このことはべプル海進は Te5 から始まったと

考え。〉れる.ボルネオ・サパ州のセンポルナのカルンパン肘シピ石灰岩部i'i"f (!l ASIII. 

:¥IOTO and l\'IATSUMAR lJ, 1981) にもTfのフォーナが確認され，フィリピン・ルソ

ン南東のタヤパス・イスムス地区のアチモナン層中に Te5 プ寸ーナと Tfl.2 ブ寸ー

ナ (:\1:\TSじMAHC and BARCELONA, 198 1-:\1:3)，カグラライ J誌でもコ-11，-，ハーぺ訂版

岩中，.: Te5 フォーナと Tfl・2 フォーナ(III\SIII玉川1・() , lVl:¥TSC:I>1AR U and Suc;川'A ，

1981) がそれぞれ確認される.台湾の大港口でも公館凝fk引. 大港日行灰!h"1 ド!こ

Te;ï フォーナが Orbulina datulll 下μ確認されている (CIIUNG el (1人 1980)ー

-)J‘日本の太、J!.rf側でも N. 8.9 Zone の大司'~有孔虫 n、f ト2 フォーナ)は市川砂

岩相(糸魚川‘ 1974) ，小幡・井戸沢層(訟丸， 19m など.日本海側でも国見t(i1 (松

丸ら， 1979). 黒潮谷層(津田. 195:3).東印 l村層(噌旧司 19.')4) .下戸層(津旧，

1956) .西黒沢!留(磁岡、 1956) などの海:ì!期の堆積中に認められている.このよう

に， :¥. 8.9 Zone 期には広範囲'ごわたって Tfl・2 ブォーナがべプルの低緯度地主主か・〉

日本まで追跡される.筆者はこのフォーナをもたうした海進を広義のベプル海jj!と

考える.なお， l¥. 8.9 Zone 期 tこ暖海性の海が中緯度まで広がったことは DE\'ERENX

(1 9681, SAVIN el al. (1 975) らの古水温の研究カ sらも証明されるところであり，注目

に fl~l する.

筆者:土べプル海進矧の稜海流がけ本付近で1î黒潮守古対馬海流 iこ分流 L. 当時の

多島海皇室に進入したと考えている.しかも.コリオリの力により.陸岐に近い海岸

線に沿って樹首ff.が流れていたはずである.ここで重要なことは司 Lepido仁V正治w trou 

gh にほ透明度の高ト，しかも， ;制 Lの性i~ ， H訂正Lが存イ1: していた可能性である.これに

関連したことを下記に述べる.



日{{ flI5ti 年 2 月 fヒ石お30~

お 2 !;/] Tertiary fl-2 附 (N. 8-9 Zone) 矧における~太・ド洋域の
古池埋|河と大51有孔!.ll動物生 !J..t底.点線域は|培地や島をポす

63 
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環境について

ト;8・9 Zone 期には.相当のHぶたが Leþidocyclina trough に ifiULて，望日な滋美

E I匂\. I j重明 l支を f米ってレた . Leþidocyclinll が 'j: 息するための '1:. 治の場としては，

normal marine (:32-37 0ん。 )-hypersaline ( > 37 "i;>0) ,symbionts の algae， coral 

およびうにの't.息範|川の;克海.週明i交の i旬、 iilf.水等の条件をそなえ，しかも 1佐伯物

流入の影，.~{を受けない off .reef- や陸棚ネ:\fiIÎ" が M:j直であ~，た (C I!:\I' HONIER，

1975: l\Lo\'rSU l\lARL', 1978: EVA. 1976: COLE. 1弼0) 目 fそって ， Leρidoのdillll は当

時 LeþidOl.yclina trough の枕辺自1;のや1:'毛利月れ凶1" に'I=.}斗していた:まずである.聞東

山地北- ~~紘の地 't'tt正|・断印同の資料 (MxrSUMARU. 1967; 松 lし 1977 :松 JL ・村、.

1980) でも，ニの地域には Leþidocyclilla が生息.可能な帆|南側斜 1M 仰が成 ~i: してト

た.他でも。同様な if止!広面が推祭される.

-fj , Jliogyþsina や Open、IIlillll は nomal marine-hyposaline (<3:!"jω の海

域で，マングロープ・スワンプの成立する環涜下で生息可能であった(培出， 1954: 

津出‘ 1965 :糸魚川・西川 1. 1976). 中 1 t:J地方に典?較的なマングロープ・スワンプの

成立する隠岐(糸魚川， I 什1 j主辺込.1主!主~) を :t1 i打lυ叫g\ψ戸向‘5すVジ巾111川川11.川11

庄原など』μι.:. ;1わJ たつて広範同に分有布iできたことを証明するものと ;1‘.J述主:は立』比己ることカ ζ「

一きる.今後 44礎資料をþ，'lや L で， j'，:与を改めた、'.
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"Lepidocyclina ", J.Hiogypsinα 産出層準の

浮遊性有孔虫群本

茨木制t -r" 

1. はじめに

円本μおける“/.ψido(~vclil1{/" ( ニ Ncþli rolepidin{/) 、 Miog}psilUl の産~HI碍準の地質

年代，あるいはそれらと共存する浮遊性有子L9:(("::つ1， ，ては.よれまで多くの研究が

ある (SA1TO. 196:{; ¥KE8E and CHIJI. 1971 ;千地・池辺. 1973: 氏家・初経. 1973: 

池辺・千地・ I州安1. 1975: ¥IlARAKI and T日UC I-l I. 1971'\;松丸・林.印刷).これら

によると伊豆半島 11 ")IJ として.他の地域の痔:出層燃は RLOW (1979) による浮遊性

有孔!llの Zone N.7 から1\.9 にわたっている.ところが， これらの大型れ子L虫は石

灰れやfi灰質砂計などに含まれてしュることもあって.共存する浮遊性有孔虫個体の

分離が賎ししまた，保存の良， '個体を得ることもきわめて|剖維で司実際には共存

する試料について検討された例法少なト.そのため.近年進められてきた浮遊性微

化石μ よる精度ρ前'j \，.対比・年代とレう見地からすると.なお，未t干の点が残きれ

る.そ二で. i"v'eþlu'，υ/ゆidil/u. /l4i，明)'/!s Ìlw と共存する司あるいは司ぞれらの産地の

層準と確実に関係づけられる浮遊性有孔虫群を検討すべく試料の採取をおこない.

若干の新しい資料を追加するよとができたのでニニ!こ報告し.あわせて考察を試み

る.

この研究をすすめる二あたり.終始御指導賜わった"-í教室の上 隆一教授.貴重

な試料を提供して下さった名古屋大学の糸魚川淳二博士及び瑞浪化石博物館.八尾

の貝化石産地につ["て街]教示下きった新潟大学の津田禾粒教授に厚くお礼申し上げ

る.

2 九'ephrolepidinα， Miogyp.~illU 産出層準とその年代

はじめに。最近淵在をおこなった秩父司静岡. J詰i浪.八尾における九7ψlIroüpidùw，

Miogypsina の各産地μついて述べる.

秩父地域:乙の地域の新芳三系は AI{AI and KAN]¥;O (1960)(こよると下位主り彦

久保，小鹿野町.秩父開l の :i f';'1訴からなり NePhrolepidina 及び ]t，，1iogy卯!n(/ の産地

として小鹿野町1~併宮戸層のIJ 森と白久，秩父町lf汚群鷺の巣!併の黒谷と木毛司上繍

瀬層内主壁が古くかう知られている.共存する浮遊性有孔虫μついて SAITO (1963) 

:UI久と字恨を調脊し，両者とも (;lohl!;erinatel/a insuelal Glohigerillo�es hispheｭ

riaαSubzone に属するとした. SAITO( 1963) のリストを見ると両者に Glohi!{eri二

. Planktunic foraminifera frllm ・ .Lcpid(){)'CI i回"and MiogypsilUl hnrizons in ]apan 

Masako IBARAKI ，'， p同大学jI~学部地球竹下教室
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noides sicalllls DE STEFANI, Praeorbulilla g{omerosll (HLO\\')が産出し， () rb/l !illa 

sppーが比られなレので N.8 上告1; に属するニとになる.主主ì!í:. MJ生:rSIJMARU (1980) 

は上償瀬 J~ 上古lí の浮遊性有干し虫を験討-し、|司!再はì\.10 下部にMするとした.筆

者も.小森，白久，黒谷，字恨の 4 産地でいずれも Nゅ'/zroleρidùUl 及び IVliogypsilUl 

と共存する浮遊性有孔虫を検討した.まず、最下位と思われる小森では似体数が少

なく年代を決定する種は今のところ見出せない.ド!久の浮遊性有孔虫組成は上記

SAITO( 1963) の結果と同じく .\".8 上部を指示する.黒谷てるは Globigerinυ ides

SﾎCllIIIIS. Praeor古ulina glomerosa が産出するので， この層土俵も N.8 上自flに属する.

次に現在この地域で最上位にあたる産地.字根では 11 磁の巾にじlobige巾wides

sicaJ/us. Praeorbulina glomerosa. Orbulina suturali:、 HRONNIMAJIi:-.lが共存するニ

とが認められ.この層準は N.9 紋下部に属することになる.したがって，これ，.)の

結果からみると秩父の Neþhroleþidina 及び :lh噌〉かかJa 産出層準は今のところ N_8

上部から:-.J.9 の最下部までとすることができる.

静岡地域:静岡市大崩海岸には竜爪山から南へ延びるアルカリ火山岩類が分イfi し，
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竜爪層群として知られるが，高草山周辺の地層li 下位から石部組面岩I民平玄武岩

!広三輪砂岩頁岩互信jに分 !J うれ、行部卒lfifiï岩層から Nefihrol，り'J ittina と Miogypsina

が報告iーされている(~~蔵. 1971 ;鮫島・伊藤， 1972) ，このアルカリ火山岩中には多

イのシルト岩のはさみが露出するので‘それらに含まれる浮遊性有孔虫をいくつか

の国旗で検討した結県司平玄武岩肘'1 1のシルト岩からは 14 種を見出すことができ

た.この中μはじめbigcrÎilO ides dilllinulus ROLLI , GlohigerﾎJloides japonicus SAITO 

and [¥'1:¥11":¥. Globigerinoid，凸; sicanlls, Globoroωlia scitula �n誑citula BLOW が共存

しこの間準u: N.il.ニ!属する.本肘のもう l ヶ所のシルト岩及びより上位の二三輪砂

岩頁岩互層のシ'レ卜告の浮渡性有孔!kの組成もまぽ同じ年代を指示すると考えて

よい. _Uêの会層準i1 I'vなpltml，ゅidilla， .4liυ疋\'jJsino の産地と同国準ではないが，層

位的に ìlrい j，，i1 W\になると考えられる.

問浪地域: f;M浪同I:'fの宿の制砂ti十IH 糸.((，.)1 1. 1980) には ;lliogy卯illa， ()�ercu/ina 

が!lf.出する.二の地域の浮遊性白一孔!Í、を研究した SAITO (1 9631!土宿の洞I~ とその上

位の生1m再をじlobigerillatella illsllela!じIllhigCJカ/()ùles hi,p JzcriclIs Subzone とした.

SI¥ITO ( 1963)のリストによるJ:: í(jの嗣層の釜戸かう Pmcorblllilla g/omerosa を見出

して\ .るのでニの産地は :\.H 上部;こ属すること μなるが，ここでは /'vliogJ1りsma 土

産111 して~ .ない.そーこで Aliogy・psina と共存する浮遊性有孔虫を瑞j良市月芹と本郷と

の閉じ減出寸るMのiI'何事、干:十けから採取したもの(名古医大学.糸魚川淳ニ博士及♂

瑞浪化{ ît等物館から Jfip た)μついて検討し t: とニろ. /11io，幻7うsuza と浮遊性有子L虫

が共に明.言 i": 見出され， Globigerinoùl，凸・ SICflIlI凸 Globorofalio ρelかJzemnmda

BI.O¥¥ and BI\ :-;NER, (;{obigerilla!ella inslIeta CUSHL¥IAN and STAI \i FORTH を含

む組成から N.H ぷ属することがわカ。った.

八尾地域:八尾地峨では黒瀬谷累 l留の最と部iι はさまれる山田中凝灰岩層直下の

1'，'守準 i': MiogJþsina, ()þercu!illfl の産1.1'，が知|うれて l .る.この地域の浮遊性有孔虫に

ついては山田川流域の山旧中凝灰計憎の下約 200m の肘準.間名寺砂岩泥岩互層中

部で Globi!?erilloides Sical1l/.'、が見IH され， Nふに属する(千地・池辺、 1973).筆者

も上記の地点とは離れるが山田中凝灰岩l同直下の貝化イ i産地である葛原(丁目UDA，

19仙の Loc.20) で浮遊性有孔虫を検対した. ニ二で:ば主， Gωlわ'ob;佐旨'ger.的11刀叩1ωGρraeゆbulloide，ω5 

þra舵eb加lt!l，仙lルυωideωs l印3訂礼LO川L仇W、v のみが笠富で箇数は少ない. その I中#で Glob仇lÆ許~e，泊イカlIa ρraebu/. 

loideω3汚sþかおr印ud，改o江JCψeroω仰I川siゐs、 Buο川】刊、，V ， Globorolalia scitula þmescitula， それに変形しては

いるが (;lllhif!.crilloides sic，ω111-' と同定できる伺体を見出し.その組成からこの層準

法l\;Jl i':' 属すると考えている. ニニの民化石産地でほ Vicaηa yokoymnai, Geloina 

sp. また、これより約 15m 下位の肘準には ()þerClllilla が産する(新潟大学，津田禾

粒教授の御教示による l. Mio.必肘lll(} と共存する浮遊性有孔虫群は現在のとニろま

だ資料が得らiれていないが‘凝灰 i~iJ併との問係や前述の千地・池辺( 1973) の結果

をも合せ考えると.ニの地域の Mìog}psìl1a 産出府準 l土 N.8 ，こ凶する可能性がもっ

とも高い.

以上の結果から.これまでのとミろ NeþhrolePidina， Miog)φ'sina 産出層準;ま共存
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する、または関係する浮遊性有子L虫から見ると. ì\ .8 から N.9 の最下部までに限ら

hることになる

次に ， NePhrolePidina. Mio.必卯111(1と浮遊性有孔虫との関係が従来問題とされた

ものについて述べる.熊野層群の産地である串本では‘ 1\~ゆhrolepidiJl(l. Miogy沙Sil1ll.

Globigeril1oides sicanω.l'raωrbulina glol/lerosll curva (BLOW)が共存し， ::\.8 上部

に属する(池辺・千地・両角， 1975). 

掛川地域の西郷屑群に知られる八ゆhrol，ψidilla"回準 l土共存する浮遊性有子L虫、に

ついてはまだ検討されてし、な， 'が，令真 I\'ílrf L 音1，から l当郷 I~'i If(披上ål~ までがN.8の

11 1に含まれる(茨木 . 1981). また，ソ、 }j:川 lci /~γ の "-1，(~1/{4" に九lt.Jρ'hroleρidilUl，

Aliogyþsina が含まれ. ljIJ神山の行灰岩に Miogyρ'Sin叫小仁1I 1の石灰 1t に Nepltrolc­

þidina と Miogyt芯l J1a が曜日1する.ここで:立 fi fTCすt 'l r の i~{.j也1'1:千f.JL!1l.はまだ検ぃf さ

れて， .ないが，男神山とほぼl司 II'l i~，とされる女神 111石灰岩の ff立のシ 1: ト岩I;t. Gloｭ

bigerinoides SiC(/l1 US を含み (UJ Jl l~ ， 1975)，小仁川の {Î I火討をはさむシルト岩，.: ~ j: 

Globigerinoid，ω SI.ωn叫 Globigerillatella i附Ileta が含ま ü る (SAITO， 1963) ので|山j

者とも N.8 に以する.しかし，ニの場合は I山j 行とも Neρ111叫épidina. Miog)ψ'sinl1 i立

石灰岩 lド:二 浮i佳作{J'守孔虫はこれに接するシ)!.-ト岩から見 :U されてレる.

錦l坂山地周辺地域では御坂層群の御形山!民桃ノ木l再拘~LJI再の各憎から 1"~ψ11m・

lepidina, ll,l i(/~ひかma を産する. IKE゚ E and CIII]I (1971). T-J也・池辺 (1973) によ

れば Orbulina の産出との関係カ・ら N坤It仰lepidillll. Miogyþ五iJla 層準は N_7~:\.13

にわたる可能性が高いとされている.しかし，ここでは司 I'，，~ゅhrolepidilla. Miog)少­

sina と共存する浮遊性有孔虫群につはては‘まだ-イ|

房続総;半島で(はま守佐久間同群の rtl 際|留から NゅItro!，ゅidil1a が報告され. SI¥ITO 

(1963)はこの層準は Globigerinalella insuetaj Globigerinoides bisphericωSubzone， 

すなわち. N.8 に相当するとした.

高崎地域で:ま富岡層群の井戸沢層から人ゆhrolepidina と Miogyþsina を産する

が.井戸沢層は浮遊性有孔虫から見ると N.8 に属する(尾出司 1977 :千地・紺田

1978 :高柳ほか， 1978). 

仙台の茂庭層では ll/e.ρhrolepidina と Globigerilloides sical1us が共存し:-.J.8 :こ属

する (SAITO ， 19(3). 同産地でl\feþhrol，ψidillll と共存する浮遊性有孔虫については筆

者も調査したが Globigerinoid.ω sícanus の他に Praeorbulill{} gloJlU'yosa も認めら

れるのでこの財準はì\.8 上部に凶することになる.

男鹿半島では北岸の西黒沢凶下部から MiogypSÎllU と Oþermlina を産するが‘南

岸の台島の西黒沢層上部で‘ N.8， ì\ .9 を特徴づける Pracorbu 1 ina ゃ οybllli仰は見

られないが， N.8 から N.9 にかけての淫遊性有孔虫群集が見出されている(SAITO

and .:vlAIYA, 1973). 

-1i. 伊豆半島にも人ゆhrolepidina や lt1iog_ゆsl1Ia の産地があるが.ここのもの

はこれまで述べた地域よりずっと新しい年代，すなわち司 NePhmleþidiil(/ を多産す

るf'白岩の層準は N.14 (SAITO, 1963; IKEBE and じ 11 1] 1 ， 1971)，滑)11の人ゆhrole，ρ1-
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dina 層準iよ N.19 (IBARAKI and TSUCHl, 1978)!こ属することが明らかにきれている.

伊豆半島の他の産地に関しては現在検討をすすめているので別の織会に述べるが，

今のところ‘ :\".8 または :'\.9 最下部あるいは与の近くの年代に属するものは見出さ

れていない.

なお，本邦にはこのほか丹沢地域をはじめとするいくつかの Nゅhrole，ρidina，

Miog)psilla の産地が知られているが.浮遜性徴化石による地質年代についてはまだ

卜か険，;.tされて~ ，ない.

以上述べてきた I う μ. 現在までにわかっている資料μ基づくと日本のんゆ11m.

leþùlil/{[, Miogypsil/a の産出!回準(t，伊豆半島を除くと‘浮遊性有孔虫による 20ne

!\'.8 カら N.9 の忌下部までに限られるとしてもよい.

3 Nephrolepidilω ， lIliogypsillα 産出層準の浮遊性有孔虫群の特徴

九feþlzrolepidinll， Mù~関戸Í1Ul ヵ:務栄していた :\".8 から N.9 柿下部にかけては

じ{ohiR'υ illoùles simlllls から Pracorhu!il1(/ 属をへて Orhulina 属への進化が知られ

る時期である.すなわち‘ :\".8 の基底にじlυbigailloides sicanus が出現し.ぞの半

L!に Praeυrhulina g/olilcrosa cu円以内 a('υrbulinflg!omerosa glomel・'osa が次々に分

化し‘1\.9 の基氏に οrbulina slll/{rah~ 次いで Orblllilla ull Îl'ersa が出現する

(BLOW. 195Ii). j\'lphrol，ψidinll， Miogyþsillll 産出!同準の浮遊性有孔虫を見ると司検

討Lたもの仁つL ては大fJtの場合 G!ohigen'noides sicanus, Pmeorbulina glomerosa 

の他に G!obigcrinalella inslIeta. Globigcrinoides dimillutus, G!oboro!alia obesa 

B()LLlなどの組作せがはられる.このうち . G!ohoro!(/lia ohesa 以外は N.9 最下部

までで消滅するので，これらの組合せな:-.1 .8 特有のものというニとができる.し t.

がって、 1\1~ゅhro!eþùlina. Miogypsina のほとんどが N.8 に‘今のところ字根の同準

のみが N.9 最下部;こ属するというニとは司九ゆhm!epidína. Miogゆsma が :\".8 特有

の浮遊性ff孔虫群と共に繁栄し，それらの消滅とともに姿を消したことになる.

lVlPhrolepidina や Miug_\psÎna は熱帯性の浅海域を特徴づけると言われるが.当時

の貝類む八尾に見られるように VicllI)'a やマングロープ沼を指示する Ge!oina な

どを含み‘日本の多くの地峨が熱倍性の環境卜~..:あったニとを暗示している.上記

の浮遊性有孔虫の特徴的組成もそのような事件と密接に関係しているのかもしれな

¥ " 
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新潟堆積盆地における中新統中下部

の有孔虫化石群集と古地理の変遷*

米谷盛;I.j'úll" . )1二上i羊 r'"

1. はじめに

か?で，数年前まで新海地域の中新統中・下部1.1: Ff立より椛l川桝群，岩船，\~， ~~~ 

川 .'\iJ ， じ?判所の lil削ニ;表示するとさ Hてしもた.しかし，米谷(l 9ì8 )はそれらの地械の

中，.含ま H る浮遊'1'1:有イL!主化石から少くとも告船 11'1 ， ;1' 川 I~ ，七谷 II'!は互\ .，こ 1 ，司 as

~H11の関係，すなわち， ;1i;ihtYf:の Alì(~仰向1110 ・ Opercu!ina 群集(忠商店 .WJII 十11) か

ら深海{舎の liopki出inll・Gyroidi制対 U~ (七谷泥岩十11)へと堆積盆の中心部に rí，)って

íWJ 万変化していることを lリl らかにした.今まで羽fiむ地域の中新統中・ 1;部の占地理

および舷f!\ Mì:j-也の形状μ つ L て言及した論文;i数多くあるが，これらはすべてむ紛

層， ilり1J 1\'j ，仁谷f\'Î を il!lJ Ji関係としてで(立なく， 上 1;関係として取 1) 扱， ' ，しかも

3 Ma もの長期にわたる仁谷・注川期lを一括して，主に!吾厚・岩相変化(こもとずレ

て論じたものである.市r，ーらは， ，iíj 記:{ 1\'1が '('1 f立学(1'.)にjl!ij方変化の関係にあるもの

E して取川崎 L ・，新制J也械の七谷・ H~III mlの有-îL 虫{じむiitïoの水~H!(]. 垂直的変j盛を

l早l らかにし，それにもとづL ・て古地J;'ll を Y;'察したので，その慨時について述べる.

2. 七谷・津川|期の有孔虫化石群

新潟堆積盆地における七谷・津川知jの有孔虫化石鮮は柏崎南方米山付近から小千

谷，十日町.飯山を経て糸魚川に至る線より日本海側に面した地峡のいわゆる瀕峻

地域とそれより北部の新潟平野およびその東縁山地‘魚沼丘l凌とで大きく異なる.

すなわち‘ 1賀域地域の七谷・津川矧の推:積物;二対比される火打山肘下部からは Cバ­

bros!onωides (=“ Haþlophragmoides"), C.覧lamlllina、 Martinottiella、 Dorothia な

どの貧酸素性の環境を示す砂質種のみが産出し，外洋型の浮遊性絡はほとんど産出

しない.これにたいして，北部の新潟平野およびその東縁山地.魚沼丘陵地域から

はトわゆる Iffi黒沢動物静と呼ばれる Globnrotalia 属を巾心とした l緩海性浮遊性障

と Iloþkillsìn(/.休刊ùlinll 群集で代表される底生種を登詰に産出する.この両地域問

の有孔虫化石群の相違は岩相にもはっきりと表われている.北音11(/)新潟平野および

その東縁山地，魚沼丘陵地域では通常の海成堆積物の下に厚いグリンタフ相を伴~ " 

. Ilistorical chan耳目。f Lower':vliddle Miocene foraminiferal assemblag，田 and paleog制ー

graphy in Niigata Hasin 
~ Seijuro MAlì孔

~. Yoko 1I'¥IlUE 
b油資源開発(株)技術研究所
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南西部の頚城地域で tJ:，ほとんどフリッシュ型硬質砂泥互層および便質黒色頁岩相

からなり.グリンタフ相をほとんど伴わない.すなわち，岩相および有孔虫化石群

から南西部の頚城地域に発達する七谷・津川期の堆積物は女川|引に，北部の新潟平

野およびその東縁山地.魚沼丘陵に分布するそれは丙黒沢型にきわめて類似してい

ると言える.さらに南西部の要員城地域の有孔虫化石群は水平的にも垂直的 lこも，そ

の群集構成が;まとんど変化しないが.北部の新潟平野およびその東縁山地.魚沼丘

陵地域のそれは箸るしく変化する.以下，北部の新潟平野およびその東縁山地.魚

沼丘陵地域の有孔虫化石群の水平的・垂直的変化について主として述べる.

七谷・津川期の初期日. 8) の浮遊性有子L虫化石群の特徴として‘ Cloborullllia "忌

が少なく‘それに比して. Globigerinoides J,t,. Globoijlωdlカta 属が多産することと.

οrbuli /1([ "局が全く産出せず‘ PrlU!orbllüna 婦が産出する二とがあげられる.それに

たいして.底生有孔虫化石群は . Hopkiη~çina shinboi, 1I. morimachi，仰sis. 11. I/ana!a. 

lIiensis. fJ. ill10gau御lIsis， Pullellia buUοides. Gyroidina orbiclI larんなどのいわゆ

る Hopkinsina.Gyroidina 群集と呼ばれる深海型の群集で一般に特徴づけられるが.

村上市東方から新発田市東方.津川盆地:ニ至る花闘岩の分布地域に沿って発達する

j 'j( i毎成相から ， Florilus kidol，ωrlU!nsis， A mmonia tochigiensな Po!ymorphinidae な

どの浅海性の小形有孔虫種と一緒!こ Miog_lψ'sina ko!oi. οfþerculina ωII/plallafa 

japonica などの大形有孔虫化石を産t!J する.

七谷・津川期中期 (N ， 9) の地層からは特にじ[oborofalia þrripheroronda , G. 

ijllilll/alcata. G. ρ rm'/IIenardii archeo ll1cllardiiーなどの Globorotalia 属の浮遊性有孔

虫種を多産し‘種数.個体数とも μ もっとも白;富』こなっ-れ i.:l:ニの時間j に外洋の

影響がもっとも強かったことを物詩っている.底生千i孔虫11手 l上司そのほとんどが

HoPkil1sina morimadliensis. H sJzinbo~ Gyroidina orbicularis. IJullenia bulloid，ι~S 

などの深海性石灰質権と .5þirosigmoiiinella COIIψress(/. Sigmoilo�sis sclzlumbetgen'. 

Martinottiella com ll1l1llis などの七谷・津111期特有の!i少質群集から構成される.

七谷. dt川期後期 (N. 10) の地層からはじlo {Jorotalia �eriplzemacufa. (;.川/(山f

nl lIJ似zetω'a. G. miozea ('0 noidea. G. þmemenardii ρ memenardii なと:(/) G/obo l'Ofalia 属

が主に産tl\するが，そのうちー特にじ IIIÎozca miozm. G. mi，υzell ('(I}loid，叫が多産

する.一般:こ‘ G. miozea (s. 1.)は赤道地域からは産出の報告が少なく‘日本および

ニュージーランドなどの中緯度地域に特徴的に産出することが知られている.この

ことは.この時期の浮遊性有孔虫群の極の多様性ならびに産出頻度が中期に比較し

て箸しく低下することと相候って.気候の寒冷化が始まったことを暗示している.

底生有孔虫群については ， Hopki前ina shi12boiが特徴的に多産するが司一般:こ砂質穫

の産出頻度が中期に較べて高くなり.浮遊性種同様，傾の多様性なら♂に産出頻度

が著しく低い1El)岩相も硬質頁岩質になり.上位の寺泊層との岩質の差が明瞭でな

山 秋Hlt也峨などで，ニ ω1唇準は女川 l的二岩作上合めら札でいる場合がある.現在石油会訂.その他

?は.州黒沢層と女川層の境界を1!1.l:梅性動物Z平方:消滅する同準においている.したがって，一般

的に西川沢層と女川l凶の認定μ若干の混乱がある ι とを付記する.
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くなる.

3. Foram. Sharp Li nc とI'lanktonÏ<' Fnram. Sharp Surface (新称)

以トーのち子L虫ft: b苦手の垂直的変化かふ多井(1963) の提唱した Foram. Sharp 

Lilll、;士七谷・津川 IWllj'!切と後WI. ，パーかえれば B l.OvV の Zone ~. 9 と~. 1りの度

界付近ぷあることになる.多井 119(3) の Fリram. Sharp Line を山陰および北陸の

対比基準を丹J ~ ，て， W北日本かう北海道に追跡すると，それは山形県西部では青沢

!詳ω'11部と I: .'ill.秋川県南平IJ地域では須郷田!替の中部と上部.秋田市東方山地では

篤主主 If!i})巾店1) と上司\. ff梁 IlJ地の小繋!悼と大石f昆北海道南部ではl~iI縫層の中音B l::

上部の}電界付近L.:それぞれ認められる.さ・) "-~，長日本泊 1 1:I地帯で!土‘多井(1 963)

の対1111 した下oram. Sharp Linc温上り 1'.付;;二，より大きな有孔:1l群集が変換する層準

がある.すなわち，暖流系の浮遊性動物群が完全μ消滅し，新たに ιGα;/.ωob伽イυ川11川F川tυ川Jfaliaη 

/卯J川5此削《ピげ山Pマ引II!ふ山1<んtけJゆp戸仰ピα飢lι川ιdわ/仁り~_Vf川干'di'YJII版削u.ωどd仏Jι， (じ川;1.ル'obiぬ'f?芯Z手cリPη'/川t

物E鮮下が卓越寸す司る f倍醤昏守準F子iてでeある. ふれを筆者等は多+t (1963) の Foram Sharp Li ne と

区別して Planktonk Forarniniferal Sharp 民urface と新fかする. この層準は新潟

地域ω一仁谷，~'11 と寺泊九14、山形l引きlít也峨の有沢ldE 寄主催層‘秋田南部の須郷田l吋と女

111川，男鹿半島の西黒沢層と女Illr~，秋旧市東方山地の鵜葉層と女川層.脊柴山地

の小繋!曽と山内!弘西津軽地主主ω口3~!fi:印国と大干智子i忌北海道南部の訓縫層と八雲

居{木直内'\"，:)どの境界にそれぞれ， lfl ;'í する(米谷・村IH : 197�). 

多}j: (19fi:n の提明した Foram. Sharp Line と新たに 1王者等の提唱したI'lank­

tonic Foral1l. Sharp Surface とを区別するために，哀け牛:ìÙJ I1l.t也仙:におけるみ々の層

住学的お主ひ、 IJj生物学的特質を以下k述べる.

1) Foram. Sharp Line 

イ ) J行伎がj には‘新潟地域rJ)七谷階J)lll郎と上部. t火 IIJ地域0)岡県沢階の中部と

上部ω境界にある.

J) i手造性 fj孔虫!??序かうは米谷 (1978) の G!oborofalill þoなJ/zero r;mda I Globo 

yηtll/iil (/1Iﾍ11Ufilcafa Z(ln(.' !::: GlohUlυ!a/iil �ai�lzeroacu/a I G{oho!りfa/ia lIliOZi!{/ (S. U 

Zone の境界にあり， BLO\\' の N.9 と :-';.10 の境界にある.

ノ、 ) (;/oh(/rofa!i(/ lIl i，υzαI lIl iozea, (;. lII ioεea colloidea などの沿'骨子性浮遊性穫が

卓雄する.氏守t係:も li"Þ'fÏfJ乏の頻度がffJI; 合り浮遊性穏‘窓生穏ともに多機性がほく

なる.

ニ) 岩ピ'f LJ:灰色泥むカ a ら， 'くぶん硬質 fi浩賢μ変化する.

2) I'lanktonic Foram. Sharp Surface (新狗;)

イ) í吾位的には新潟地主主りじ谷階とゐ三i白陪，秋I I:l地域の rli黒沢階と女，111階の境界
.~ .... -, 
Jーの 0.

ロ) 浮遊性有孔虫!?i 序からは米谷( 1978) のじ/oborofa/ia þenplu:rollcu!a/Globo・

rotalia �lﾎOZerL (8. 1.) Zone と Glohomfalia þseudoρadりd刊 malGlohigerina zroodi (8. 

1.) Zone との境界にある.
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ハ) 暖海性浮遊性種の産出上限と寒海性浮遊性絡の産出下線に境界がある.

ニ) 底生有孔虫群は JI.υ帥insina.Gymidina 群集から BalhJ慢がIlOn， C.vclammiJ/iJ, 

Doro/hia. Haþ!oþhragmoid，がなどの砂質群集に変化する.

ホ) 岩相:ま褐色・黒色硬質ないし珪質f'i岩質に変化する.

へ) この surface:立裳 H 本油1f1J也滅および北海道南部まで広域に紋も明瞭に追

跡:できる有孔虫群の垂直的変均点である.

4. 七谷・津川期の古地理の水平的・垂直的変遷

開 20 30 岨日，~

←ーJj，，_j当一一

I~ヨ N K. 9 刊何時帆
i ~ N 9 IO m:"'~1'街地鑑
Eヨ N 10梼町布刷
Zヨ火山附岩帽のん的

付金培，.

IIJI 制開恥刊叫

仁コ同糊制酬

』園地衰の印刷 f街地以

暗盟拡創れ

第 i 図 新潟堆積盆地における七谷・ ìll!川期の古生物棺図
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七俗・津川期ω准積物!土浮遊性有孔虫かう 3 つのfヒμi帯;二区分される.ぞれらは

下位よ.) J3 LO\\' の N. 司，~. 9, N. 10 にぞれぞれ相当する こよでは‘七谷・津川 i切

の縫積物を地表 i; 1:び坑 11ーの化石資料をもとにして，

. 1¥.1) (初期)、:\'. 9 (中期)， 1¥. 10 (後期)の 3 つの Zone がすべて分布する

地域.

• ¥. 9, N. 1110) 2 つの χone が分布して. N. H が分布しない地域.

• N. 1りのみが分布する地域.

・火山噴出物のみが分布する地域.

・内i.'\う iFJ動物併を:王とんど産出しない、， 'わゆる霊長域型動物群が産Ilj する地域.

!こ区分し，古I色Jlliの水平的‘時間的変遷につけて考察してみた(第 l 図).これらの

なかで.預h道 fft I~動物 liIが分布する.llli域を!日-: ~ ，ては，いずれも化石を含む海成堆積

物の i、に厚い‘， ，わ 10.1>るグリンタフと呼:.:f.tLる火山噴出岩類が分布する.第 l 凶の

七谷・津川郊の古生拘相図か・〉、.'-1. H すなわち初期の海成土佐干貨物の分布;ま岩船郡.

北蒲原itl\. 東蒲原郡、中蒲原君f，の東縁山地:こ限 ';J れている.特に第三系の基盤をな

している花儲岩の分布地域ぷ沿って， :tUω'1υtυJgylφJλ五刈ぷ〈吋1/ηIa

海域カが..'点丘在して Lし』る.中期 i二なると、話ぽ1え土佐積拘の分布もより西方の平野部ないし

日本海:ニ拡がり後期になると海成推積物の土佐積の中心:士完全μ王子野部から日本海へ

と移動レたことが何われる.

次に新潟平野を 2 分するような形で加茂.二条9 ~~‘升潟を経て角川神にいたる

地法!こ :t ，火山噴出岩室長のみが分街してその上に i削妾，寺泊期，椎谷英孜両山織の

i毎1おJIM責物が堆h'( している.ミの火 llJ i1ft.'1l岩銭の分布J也域!立地震探鉱やtJî井のデー

タから 1;是起倍であったことは 11ijjlÍ!\ .なく，七谷・ il! 川ltIJ以後内山矧初期の医i までは

新潟.tl主積盆地を南北に大きく 2 分する， , 1) ヤーとな「ていた.

5. 頚滅型群集の存在の吉地理的意味

七作・ 1裳111 則のわ孔1~化石群のJfiで， SI I頭にも述べたように，始時南方米LIJ付近

カ e ら !J、子谷.十 11 国J. 飯山を経て糸魚川ぶ至る線より 11 本海倶IJに面した地域のいわ

ゆる ~fn械地域から l侵泌性浮遊性有孔出をともなう l/oþ/ûnsill(l.G_vroidina 群集から

なるいわゆる部黒沢動物群とまったく異なった Cribroslけmoid，ω(=“Haρlophragmoi.

des") , Cyclammil1仏 Dorotliia などの砂質種のみからなる女 111 動物訴に頬似した

結集がl主出する.山村1 もほとんどっリソシュ型硬質砂岩頁岩互層相および紫色

硬質民法相かうなり，グリンタフ相をほとんど{半わない.このように許子1:物相と岩

桐が他のグリンタフ地域と大きえ異なる原関として.次の 2 つが考えられる.(1)1詮

積した時代が異なる.すなわら宅西黒沢動物群が生息した時代の堆積物で;まなし

ぞれ以降の寺泊期の培:積物である.②上自i積環境がまったく異なる.暖海性浮遊性有

孔虫をともなう西黒沢動物群の流入を妨げる地形的ノ.， 1) ヤーがあり，そのため司西

黒沢動物鮮の生忠.した堆鞍盆地と物理.化学，生物，地学的堆積環境が異なっていた.

一般μ石油会科ーではー後者の見解をとっており.その境界付近に蛇紋岩(南安田SK-
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2D 深度 2.880m) が分布ーしていることかう.山下 'f{.・の疑問した伯崎一銚子線の発達

にその意味を求めている(抗|詰1 ， 1971. 1976). ~ γゴれにしても、ニの家主k・ l土岡!日(1 974)

がお織している土う;二位î~l的にブオツサマグナによって北陸のグリンタフ地峻と

東西に隔絶されており，中央構造線の~Uj延長の問題とも結んで， [1 本亨IJ品のお時

の古地理および構造発達史の解明にきわめて主要でFある.

最後!こ，長野県小谷fLi泉付近に黒倉山減色凝灰岩と呼fかされている〆 I} ン世ブNl

とその直上の中谷層最下部iこ両県沢動物ttfの，f!E出が確認されていることを付記する.

6. まとめ

1 ，七谷・津川期の有孔虫化石苦手は水平fl~ ~こも時間的にも変化して万り、占地理

を少なくとも初期， t:J:IJ鈎~ 1:愛知!の 3 期:二分けて考祭する必要がある.

2 ，新潟地域において.多井( 1963)ω従唱しと Fりr3m. Sharp Line .土七行・浮

)l IW)の中期と後期， BLO\Vの?\. 9 と N.IO のほ界("j"j丘に Jうる.

3. ~毎日本i回目i也i或において，七谷|怒と寺泊階{折潟地域l. I国黒沢11t と女11I附(秋

田地減)の聞で浮遊性有子L虫が11変海側:苦手集から寒海 t日手集!こ変化する.これを Plank.

tonic Foram. Sharp Surface と ~li'.VI;する.

4 . :@l城地威からいわゆる西;n沢動物!if.とまったく異なった 1"J湾 ft~の砂F台艇のみ

からなる女川動物群に煩似した:伝子L!.llR干集がdWi する.

5 ，七谷. ìlt川期の古地理の水平的・ H寺I~\J(Iヲ変述を辿っ ζ みると，増税盆地の巾

心がvg方の平野部，日本海へと時間とともに移動したことがうかがえる.

準:行らは本航を草するにあた，) .有主主なlJ}J 言 j3 よび公表U)?I" riJを与えて下さった

石ìlJlriir~日開発(株l. 常務取締役池辺 mþ.IJ. ~I:. 同作:鉱部長約釘光雄氏.開ねgil:ffil次

長波間明1境問こじ|言j技術研究所所長広岡悦1~líf�:H : k).';t < .t.� fしを 11 1 し J'. げる.
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有孔虫からみた中新世中期頃の自本海・

的場保望日

はじめに

日本泌の生成・ 1を達についてミれまでに地質，古生物， j也球物理の各方面から多

くの議論がなされてしる.とくに 1970年 111からはどストンコアーの研究，音波探?を

さらに深海掘作iJ (D5DP Leg 31) も 1J11わり，日本 if，止についての資料が符しく増加

してきた i 泊野， 1979ì. しかしながらこれまでのとニろ.ピストンコアーある L ‘;立

ボ リングコアーによる化引の証拠としては小新世後期までしか得られていな， • 

(小泉. 1979). そ HNt 中斜ト陵中!tIJの日本海の状況，.:つ， .ては，日本海をとりまく陸

I支の資料にもとづいて判断 L なけれLfならない.

日本海の生成はグリーンタフ活動i二関連するものと Jf えられて\. .る(藤同， 1972; 

恰針， 1975; ~じ村、 1979;'. IÎ;長|耐 (1972) :i 台烏型l't!(物r.rが高弘多湿な海洋的気候を

指示することから，そのぼl現在の日本海域iこ陥没窪J也がで。きてほ iたが流入したと考

え ， f� K占矧を U 4: i紙夕〉始まリとした.イi孔虫化石の資料から JI ，日本海域:こ確実に

泌が人うた証拠i土\ .まの E ニろ '1 1 新作:iiífl割j~(N. めから始まる西黒沢矧 (N.8-N.

10) からである: ~~ f~. 1975; 的効. 1リ7削?昨ニニでほ中新世前期末から!f'!tIlにか :t

てのほ怜および i?jiHi iJ.~L!Þ，の資料から，:ヱ:;1:'生成期とみられる口本海の様子:ニつ

\，.て jft l，f してみたレ.

中新世前期末

IJ 本海地域にむける最も古、川f.遊性イffL虫化ィγ;17は， Blow の Zone N. 8 に対比

される GlobigerÏ1wides sicall弘、/Praeorbllli1Ul glomerosa curva Zone (米谷， 1975) 

であり.中将íiU:fﾌﾍ jJUJ ~ ([Jlj黒沢1;皆初期J: を示す.一二の{ヒ正i借;まÏiHlJ県八!己の黒i頼谷

J~( (~十J. 1979) ，能夜、y-.砧のi;t洲 1i'ì(，;':jIJJ ・ 4、成・米汗. 1979; 紺旧. filll , 19i1O). 

新i月以のじ ti- hl_] -I~.ffrjおよび;jt 川 IØ (止と([， 1975). 秋出保の大行財 (5AITO ， 1963)，鵜

養 i面下郎(米谷， 1975) などに認められて， .る.

ミの 11年期の!足後 U .f L 虫 i主新潟地域におレでは，七谷屑では HopkÍ1ぉÎlla shinboi 

:VIATS lJ NAGA, 11. inu￥!a!!!(J('llsis MATSU l\:AGA, lI. Ilanαlaniellsis MATSlINAGA, H. 

morinulcJziensﾎs l' ... lATSUNAGA, Pullenia bulloides D' ORBIG l\:Y, Gyroidina orbicula. 

• The Sea of ]apan at the time around Middle Miocene inferred from foraminiferal 
evidence 

• Yaswnochi :'¥'IATOBA 秋田大学鉱山学部鋭山地質学教主
'設近能夜半島でのポ リングコア から， Ijîj l!lì中新世""践を示す浮造性有孔虫 i仁fi 骨'; N. 6 
および N.7 が報;守きIlたが l 紺川・白.回， 1980). これについては更に検討が必裂と忠わ

れる
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ris D' ÛRBIGf\Y などの半深海'l'l: (bathyal)の群集であ 1) , . Ji, il! !l JJ\9 て'a Miogypｭ
sinα， Oþerculina を含む浅iltj:苦手集である (MATSt:NAGA， 1963; 永谷， 1975). 秋 Hl

の的差i尼右:')(4下部では .4 labamina μþonim ASAf\O, Uvigerirw 仰】boscidea 5CIlWAｭ

GER, l/irglllinella miocenica CUSH島L>\N and PO:--lTON , Globubulim� sp. , Nonioｭ

llella miocenica CUSHMAN , Flυrift品・ cf. labrad，抗o片Fイ北CU仰111ηI (D 

i詮逢斜面上蔀都;の苦群宇集とみら tれL る(緩牛本， 1ω97刊4M5)ト. また華鞍貌F島2 ま炎量 j泥!厄正 t計守 Jr1官>1と一部指交する

6砂世少'1小判判lト1 ，;1、叶，;1引1:目!層言 は Haω仰I1zaαu削J況'aia t.ωagaeの印ns勾ゐ As釧0， Elρllidium spp・ • Cibic目ides spp., C品;SI­

dul� cf. 1rwrgareta KAHRER, Brizalina mmginata nﾛlsudai (As以0) 等を多〈

含む大陸棚外部のf，:H長を産する(総本， 1974M S). 秋日比l、」仁淀地万のこの時期の堆

積物(立大陸斜面中部のfr(l.tを産する (KITAZATO‘ 1979).

二 n らの資料から、第 l にこの時期に H 本海械にすて'にかな 1) 深， • i毎(七ー谷 I('Î の

場合1000m 以i采.恐らく 2000m 位)が存夜していたこと，第 2:ー海底 :i 著しく起

伏に富んでL 白たことがわかる.海ほの起伏の大きいことは，日本海の生成が無数の

断裂と陥没をともなうグリーンタフ活動に関連すると巧ーえられることから(孫 lì{.j ，

1972 ;柏野， 1975). この時期はまだそのような巡動の最'l':ニあ勺たのであろう.し

かし前述したように，この 11寺刻の現在の日本海の mí うJ- iニ i現lする化石の資料はなく，

このj毎がどのような広カずりをもって，.だか明らかで!まな. " . 

この点，.関して他物化 iiの分イbーは参考ーとなるだろう.この時期!の直前からほぼこ

の時期にわたる極熱骨;-な， .し i品~m: 南青ßの tìhA型純物mがl'l~}.( ，北海道.本 .1;ト1 ， ﾎ'l1 

鮮半島，シホテア IJ シにわたって，口 +:illj をとりま， .て fム〈分布する(正義!品.1， 1972). 

この 11れおの浮遊牧fJ・干し虫は '11; 熱郊竹:Itï!長であり， i 民 ;írWI の liH主千l' -rL虫むしばしば大

引布孔虫を含む亜熱帯住ltr.集である.ニのような'lË然';l;;':"I: イイ子L 虫 tnι 集をともなう

u走 ilÎtが日本i毎1或に if，é入して".たことが行えられる.議 1;I.j í， Hlì2)はこのような 11 本

海減への If)i~流の流入口としてフォ y サ・?グナから l幻|廷の I :lJのどこかに*絡を巧え

た.一万 CHl:--lZEI (1976) は軟体動物(c.1iの分イjjから，王Jl.{1・の ìJ!，!'J海峡付近からのH迂

;たの int人を考えて， 'る.

日本海の形成に閲して，かつてのi草地の陥没，大陸からの裂|井J • f!.t ~kその他員長泌
がうち出されて.. 'るが<*1'1 型 f' ， 1975) , \守ずれの没もまだ決定的とはなっていなト.

しかしながら 1:1本海i会伴の|塗域でもこのH手掛にすでにかなリ深ト海の部分が存ιす

ることから，裂聞説の場合はもちろん，陥没~~lの場介て'も.この i時期いは日本海の

中に，とくに海洋地殺をもっ日本海盆(村内， 1972; LUD¥VIG el al., 1975) などじ

すて1二ずっと深Lφ部分が形成されて， .たのではなも h かと .U.~ゎiLる.ニのように巧え

れ:工， :'vl1NATO el al. (1 965) や TANAI (1 967) がOhj. ・た， 1i JIhJl[ [苅のように朝鮮 'i':&Jj 

の*岸にそって細長〈入り込んだ湾を考えるよりも，その地域をH是流の沙校が通過

できるような占地時が[illjかれる.一方，氏家(1975 ， 1979) はこの時期までは.級品j

の七谷寝下部を例外として，裏U 本では水域とはなっても淡水ないし汽*の状況に

あって， 11 本海の fll:大が '1 ' 期中華「池符iに始まり，後断中卒!池ーから鮮j型地にかけて一

挙に海域が拡大したと考えて Lι る.
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中新世中期

中期中卒Ij'llI:の古íj j\lj :;J: Bluw の Zυnc N.9 と N. lO に対 Iじきれる浮遊性有・孔虫{ヒイ[

'rti Cloborolalia peripheroronda! G. quinifalcata Zone と Cloborυtalia μripheroacu.

lal G. lI1 i山ea (5.1.) Zone とにうfけられ，これらはぞれぞれ凶黒沢階中・後期をな:

す(氷;汗. 1975). 二 n ら:立秋出では i羽黒沢'i'Í (中・上部? ) ，鵜主主'\'<j中・上部 ， ~l'i 

郷田 t~j . 新 ìf..Jでてま七行!再中・ I二部，.あたる.前の帝よりも|塗域て、の分布{主広< ，ニ

の時期iが行本列島の新生代にお(十る故大j毎j盆の時代である.

七谷川中・|二吉lí て'i :J:同 1再ド部と I;~ 係な''1''深海1'1:の民抜.fnl !l!.を 1去する (MATSU' 

:-JAGA, 1963; 米谷， 1975). 秋田地域では鵜養'ei では Uv・igerina þroboscidea, Sphae. 

roidil1(/ jaρ01ll(・{/ As川0， Gymidilla orbicularis, Pullellﾌa bulloides (D ‘ ÜRBlGNY) 

等を汁む半i不許制Hi'~Sであるが，リ~If弘‘l竺!:;;凶戸1.1; 1J-~ il!Íで!:J:市中で Chilosfomella 000・

�ea REUSS , Florillls kidoJllIraense FUKl'TA, Boliuina margina!a masudai, Cibi. 

cides Spーを主とする大陸棚外部の/1)': J}; , ~ヒ岸では Ammonia lochigiensis (UCHIO) , 

Hlυlüllf'aia tagaensis, Pseudollollio/l Sp. な'::'の他 Aliogypsina. ο'perculi1w を含む大

l港伺，~I付，%の町民である ( ífi. 総， 1970M S; (1')1碁， 1977:. 須郷日l'百 (N. 9 -~. 10) で

は下部の A lIl lllonia， Eかlzidilll1l， Roゴalill(l， BucceUa, Qui1Ujueloculi仰の大|造織内

{;I;の 11下~から. 上古1;の Uvigerina， Angulogel�. Stilo五lomella， Bolivina, Ejρisto. 

lIIinella を::Èとする‘I"i菜 ìllf. .rl の約一集に ~.i放に移化する( ií:藤. 1973:¥:1 S ;滝沢. 1973 

[¥1 S; 1判本， 19�6:'vl S; í引!j' ， 197(�:¥:1 S ) .これらは秋 111地域じおレては中おれ堂前鰐1

_f:にみられた 11ft院の起伏が引き続き若し< .この後:こ全般的な沈降に移って\，.った

ことを71γl.

中期，'， *'rlll:の，ìíj'l"iま， 'j1 .f:ldl吋íjJ日IÆ.;:から引きあ1tLA て'Il~熱情n浮i!i! 1'l:1dL !l!. iìf 集が

キ;州北 m; まで分布する針録制l では !il: 怜イI イL !1 l も '11' 熱情性であリ ， lHiogyかÙUI，

Operclllina, Neρ，ftroh汐idina， Amþlzis!egÍiw 等そし 1% し i%共産する.フォッサマグ

ナ以北の本"'IW 鈴木( 19791 の'， 1 ，・池上里 1"<1 にぷきれるように， 1.ム〈海に覆われており

大 '1、多数の島が存:tt:していた.

"'WJ'" 新 1'1.. の後JlJI にへると GIυhOl'Olalia þsωdo向cltydemwlGlobigen'lUl woodi 

(5.1.) Zone (米谷， 1975) ニ示されるよう :4 ，よれまでのiJIi熱帯'1全浮遊性イi孔虫君f

~とは全く呉弓た買主流系の Ir下集に移り変ゥた.秋山の1ÁIII f!'J，新潟の与ー泊!r1に代表

されるほ'i't支計・黒色l'(むが1:~J・ト1.北海道， 1輩たの日本ilfパ斤142地域に広く分布する

(縁側， 1972). G. �en�heroacu!a/G. mﾎozea (5.1.) Zone の時期の終り ι 本.H'I 脊梁

山 t也が隆起し，それまで 11 本海域に ilii: i f，tが流入して L ・た水路l:J:聞きれ，本!・|‘1:立内で

アジア大!被と巡り， [[本海 1.&1 ま Jヒ }j でA; 'll. i芋 i二連絡する i考人となった.ニ ilが占 H

本湾と 11千;工れて L ・る(;)(針・高柳， 1966; 藤尚， 1972). この狩矧の i主楼有イL !hは

Cyclammina 5pp. , '‘ I {a�[opliragmoides" spp吋 Dorothia 5pp. , Alartinottiella spp. , 

Spimsigmoili l/eUa compressa :\:lATSCNAGA 等の深海性砂質有孔虫を主とし，均h'll・

lineria japonica ASANO, Glob口bulimina 5p・ ， Cassidulina l1orcrossﾎ CUSIIMAN な

どの石坂n粍を含むニともある.泌氏は泣i[;的環境にあ「たと忠われるが.太平洋
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深)\1;]( との;U長:立あ勺たとみられる(的I必. 19�l. 

底複有きし虫による古水深の推定について

{ヒ干 iによる古原境の推定は， 骨訂ニ時代が古くなるれ'精度が低くなる.それは比較

仁川.'るべき攻生種あるいはその近flH毛が少くなるためであ，) .またたとえ|司 -H(

とみなされる微でも地質時代の聞にその生態が変る lij"能性もあるからである. .f主国

におし、て ri記楼有.fL虫による古水深の推定が中折世t!íになると人によってかなリの見

解のtlli皇がみられることがある.ニのJI~lj I としで. 1) 1:1本近海における羽生(jfL虫

の分布に関する資料が少~ .こと，とくに深海て"の分布は分可ていな.'ことが多し.

2)化石計集，とくに中和行自のものではしばしば，決ilti:竹ーと忠hHる附と深海伐と忠

われるものが泌合してトることがあ 1) .このために九時i境の判定に Hli主が生じる.

一般に浅海性の有干し虫いは!よく知l られて， 'る特徴的なものが多くあるため. <とのよ

うなイi干し虫を含む 1ft集で他の生態のはっきりわか円て~ ，な Lι むのはそれらと I ， ;J tし場

所に !t きていたものと判断されがちである.

j毎のi支所から j采pJfへの H孔虫殺の移動・再I断食と、、うおj 是!1を i ゥT号砲しなければ

ならなレ. BANDY (1961) はカ 1) フォルニア ifjの土凡社堆相物のイミィL!üの緋究iよ j;~ ・

て，水深20ωm 程の basin の I去の lower middle bathyal fauna に outer shelf fauｭ

na が50%以上混入しており，汚全体を i凶じては7り%以上がjlj.単位したものと凡h'tっ

て..る.関東地んーの Nephrol，ψ'idi政/'1'j:ーの戊海ずl:と身えられる大 JIlJ む.fL虫を含む '/H.i

i式料 cflの小型1年後有=t'L !1UJ:深海ttのものであることが多、 ι らしい( ~': {ド必 I'f郎氏，

談) .すでに述べたように， u 牛;の 1~'mì'l'i4けJt引の ilJj:I.i断裂. Mlí~'立による i耐えの起伏

が大きく，また変動の蚊 I1 1 でもあ ，). ;支ぬから深海への1-dL虫殺の II j. jj杭liの可能↑"

はきわめておかったと忠われる.

-}j i J<:<判定されがちなのとは逆の例として t ~.~j丘秋 111M北!1!!j也械の思鉱鉱床!こ

関連する尚黒沢|若のj尼むの古水j和二つトで議論が行なわれた. GUBER and OHMOTO 

(1978) は西黒沢階の泥れのポーリングコアーの1J'イL!1t資料を解析して，ニれらの泥

11ーの Jl討l'U~J支を lower bathyal の深度. :3500111 な\， ，し 400Um 以 i采と.j{t~ι した.ニiL

'.:.~.J し KITAZATO (1979) iJ:ニれらの1ft岩Mの恥給水深を 500-2500111 とした.ただ

し GUBER and OHI¥!OTO (1978) の議論と i也被かかわる深トタイプの f!f集に関しては

1000-250υm の middle bathyal と推定してレる. GUBER and 01l1¥10TO (1978) の

見解は.ひとつには現生 HfL虫がくわしく研究されてトる北米太平洋岸の資料に)，l~

本的にもとつ1 ・ていることの他に. 350()-400り m の深!支を 'fll~する 1(0をの予がかけ

として. .'わゆる紗ï'l'1Î孔虫若干集と ú l火 n有孔虫In i，j~の rflJ のI環境のi皇. 'を. iilf.ff に

おける炭首長カルシウム補償深度 (CCDl に結びつけて L るニとである.多くの深海性

の有イL虫の生息iゑI支範IIßは非常に 11; \-ーものであり、 GUBER and OHMOTO (l97S) の

あげている婚ーだけでは3500-.1000m の深j支を決めることはできない . -}j砂町有子L

虫群集と石灰白布干し虫iif 集の違\，.は一般の海洋にみられる CCD によるものだけで

なく，個々の海盆底のJ佐積環境にも支配される. KITAZATO (1979) が述べているよ
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うに，火山活動の活発な ql新世中期の」ヒ1免地 }jでほ，火山ガスのために海盆の水が

荷量'1'1ーとなることもあり得ょう.さらにまた火山カ“スの影響が全くなレとしても，本

杭で述べたように'1'祈世初期末から él' WJtîíj 半の引のような，断裂と陥没によ勺て海

底の起1止の語るし L 場においては，陥没によってできたひとつの小海盆の底が一時

的に遺厄的環境となってむi ，.J(n 11イL !1Utf 集から砂町有孔虫俳集に変ることも起リ得

るであろう.

おわ η に

'I't!十I片付~jVI~~ から '1' 期:..:かげでの ilキ代 li l:l4=iI'iの生成にかかわるひとつの3:í;→要な

時期である.しかしこの時期の日判断iT中地域の地!固め対比，~もまだ問題が銭され

てお 'J ，さら仁丹t{t:グ)日本海内部のこの時期の化イ iの資料i立全くない.それ故日本

海をとりまく i本肢ののi11虫資料にもとづいて， ，二の il.'j 矧の日本仰いついて若干の考

察を jよみ fニー

おわりいこの ν ンボンウムを余両さ Hた総研代表，静岡大7・ :L I経ーー数段，1i孔

虫化行につ.。て f.t 1;伝し十17 弱i を.J;{fjl，されたイ jj:IU資源開発株式会十1:米作盛 J.f' J1 1~主任研究

U ， およびその他総研のメン〈ーの }j 々に悠謝する.
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珪藻群からみた

日本における初一中期中新世の海洋古環境*

小泉 給付

1.まえがき

この小款は，日本三i生物学会耳目 126 凶例会でのシンポジウム r新第三紀における

日本の海洋i:1・初地理一 11ヨ新世を中心として一:において発表したものであるが.標

題のもとに新たに研究した結采-では r，t く， ~J: J~~:)- j-: を 11 (I'j として似てきた資料を転用

したものであるので，はめて怜，げすることが望まれる.

j不向{店内IJ;;-I・ li!日(DSDI')コアにおける有孔虫の殺による般家阿佐体比にもとづく海

水制の変動1111線によれば，初期rrJ新位終りと中期j[1 J新世初めに海水温の上昇が認め

られるが，後者ではいったん上ff. した後，後期中新住1:まで再び低下が続いている.

このことは， Il rJ街中新|止:こ南卒者氷床が急速に増大して.最終的』こは海水面にまで透

したことを lj訓央してレる.

一方， i!'S;~Ij J緯I空域UJtM洋生物はJ+llVf 111新世初めに著しく i昆殴な気候と if:j ~、多様

性を í{~ していゐ.その1を， .It女、1;，;1:の 11 .1 --I(~j ~1~tJ.[ J1.主ベJ'I!i lヰj純\ib! に :iJH't.l ltf!'[物が初め

て LH現し.パラテチス抗争の海盆では蒸発岩が形成きれている.この上うな状況の時

期 lー 11 本の， lii#J ì苧]1~Ui'tはどうだったのであろうか.

2 , 下一中部中新統の層序

(1)下中 filírl1新統ω境界

B:¥:-.IDY (1 966) が下一 LIJ部 'IJ新統の岐界として ， t浮手遊性有孔虫の lめJうケ'YI尺'1御t

ら (οJ力r，古hll的lùw へUの)進 i化じ系亨列lリJ (0，.油bll l.的JμFη附削1(，ωa )j必~;咋í1;J耐h削j ， BLOW の N.8 併と N ， 9 引のよ克界 j

を it~~.(ゲ〉て以.:1~，これが);、く他 )11 学れている i 例， DSDP など). ll'・イ L !l t':ii: と放射年代と

の~.] 応じよ r> て，ニの J.Q 'fJ品;主的 15 ?vla て:わるとされてきた((0/1]， I!(EHE e( al. , 1972; 

BEI~C(;REN and V;¥N COUVERING , 1974 などγぺ古地位気 !~í 1-;': との IM]i坐は，

BUJ~CKLE (1978) にじノて JJ~i草をやど「てなされた.すなわち，インド;干の DSDP 77 j也

点では O，.blllilla J,HI; iMがfit浪の AnJle[lIs caJifomiclIs と :)1<: ニ i l~凶γ1;2l5 J1Iのコアで

みつか「ているーこの11'泌位のそlぐ(ì: Jül 川は東北;)立た土n'í:城て-iiJ也餓気 !(11子のエポ・ソ

1 1aleoceano日raphy of Early.Middlc Miocenc in ]apan by mcans 1)( dialum fo部ils

Itaru IなlIZI;~ lI 大阪大学教公mu也学教'i-i

1976 年に， IUGS SlIbcummi何ion lHl GC{lchronolol-()' ::t q，代測定にJf)，.心政射性阿佐1.1;の新し
l，..， j衰えぐ定 1況を定均，そ hんじ統ーして使月lずるよう勧;与した (STEI(;ER and J A(;ER, 19�). 'J 諭の
玄lに:ム.t e= O.5R4 x 10 日/iドを使用し仕(柴凶. 19H]) 新しい完投による;ド(\ (l\，lal および附

代区分をむ IJ十三日した.



ク 16 からエポック 15 の下部までである {O I'OYKE ('/ (/1.. 197~) ので， οrbuli}/(! 基

準国は古地磁気回f:j";のエポック 16 と 15 の境界』こ iiq 〈ことができょう t 市川斗会 W1).

(2) 下 -<1:1部lþ新統のJ!:藻!日 11;

第 l 図は，日本の陵上での地位i村iñii と北太平洋域での DSDP コアでみられたドー

中古1\111新統のJJ:言葉鮮から組立てたIJ~ Bh J~;: ，rj~:を寸;寸が噌 まだし • "つかの問題点が岐っ

ている. ド音!ì qJ新統の部分では， JJ議一基準[而と年代とのtÍI.ゐが!-5}につ L ていたト

し， qr邸中新統でも政争I年代との対応が〆アダルーべ品(メキシコ) i'l'のモホール

試illH コアでのそれを含めわずか :1 ;.'.ï.でしかついていタい.基準l白iの ll'代を知Iる子が

かりとして，放射年代や古地艇気持~.;I:.の計約を心がける必要がある.一方，政射年

代を測定・拠H~ずる側においては.μ，; l 杭:凹におよぶ対比に白交IJら:微化イiI('í JJ';U) 枠

組みや年代j~~~ 序区分におけるf;'，'UVH'，'l fì~が海成r~'1で主義されていることを考倍して，

放射年代をこH うと対応させる二とによって、点カーら商へと広げることを心tかける

必'}fーがあろう.

第 2 図は.出議l層序によって. '1，'-11 ' 子市中将f統がみつかった地域を，第 3 1ë<1 はそ

れらの IËÎ !f:分:(fj を示す. これらのうち.三市i と同~~)也授の 1\'o';Ir は成目立tir~民間以i試料

にもとづいてねり(沢村， 1977) ，八戸~1~1 \土 DSDP に上る ìí手 Ir'~j~l! ríリ試料 (，13~.;J也点)

である (ßARROl\， 1980).
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下部中新統におけるf主義帯区分は試験的なものである.各帯の年代はまだ明確で
ないが，沢村(1977)によれば， Kisselel必lla carina 帯に属する葉山層群森戸肘の

試料は同l必の模式地で採取きれており， KURIHAHA (1 971) が同層から浮遊性手王子L虫
の Catapsyψ'(Lt dissimilis ゃ Globigerinatella ins/leta などを見出した近くである.

これら 2 稀の共存からー森戸層は浮遊性有孔虫帯区分の é'ataþsydrax slainjortlzi 帯

(BLOW の N.6 ';j¥:; SAITO (1977) によれば. 18.6-18.0Ma) に泌すると宇佐定される.

-ん\保[II 1(11!f の法料 ii 漸新世引の tニlfじ:f1ーを合手干する新しくみつかった団塊で，

140。

第 2 @(] ~査言語 Ji;o'í rf. による1-' 中部中新統の分布地域
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HATAJ and KOJKE (1957) が PoJ1landia watasei. Periplollla besl/OclIsc などの瓶事T

世貝化石を報告した産地と同!回準である (jJ{村， E177j ・しかし保 1111';"Î Irlにに含まれる

!弐材~1î孔虫i汀集は業IJlli'Î f.tlt-,[ -F {fl; のrt: i-i !I'Îのそれに w(n L.て\ 'て， IIIH'í-は士、H七され

得る (KURJH.孔 RA， 1971). 

次~ ，で.常手手段聞 J也械の~}.j長谷 1('1 ltf.fl色ノ!己 lvilが f(. carillfl .::'，:(こ JI~する.この地域で

は， 日本の下.吉村中新統lt~上部 (](ì-15 JvI a) に産出回準の|製られる Vicm:m 1;.1¥ (土‘

1979) が磯原地区の相、l'限(湯長谷層群以下部)と仁述地|乏の中山川(白土I'，~':'~~)

の上下 21凶準から産出し， ι1"問 1':: f色ノ尾川を合む，II/ I"、i'M成Jr'j (湯lU十 hV} W下)をはさ
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んでいる (KA:-'lADA ， 1962 ;鎌田. 1972). 従って、ここでは K. carina 帯がおよそ

16-15 l\Ia とし a うことになり.前 j主の三 illi ・房総池域での結果と一欽 L ない.常

磐地主主で Vicaηu泌が 2 J活準から 1主出するニとの是非につ\，.ては，すでに述べら

れている(後藤. 1971: IKEHE et al. , 1972; 増田. 1973) が，層序(地Y長図)の再

検討や Vicaηu 属の分類を再吟味する必要があるのではなかろうか.

Aclino(vc!us illgens;市は BARRON (1980)μ よって八戸沖の DSDP 438 地点で

提唱された技藻帯であるが.これと同じ層準で秋葉(1977)は Denticulo.ρ泊如nayae

帯をすでに提唱している.最近の検討 (KOlZUl\II ， in preparation) によれば. D. 

ka l1a川e :::1: /). þllJlctata と同績であると判断されるので‘混乱をさけるために|持者

に従っている.

中部中新統の最卜部を占める D. lauta 帯は.ρ hyalina の出現あるいは .4.cali二

fomic・1品、の消滅に上って. 2 主主帯!こ総l分できることがわかってきた (BARRON. 1980; 

第 l 凶)が，ここでは従来の資料を再検討していないので.細分せず一括しである

(第 3 図).この，祭では‘ D. llluta s. s. とその先制型!とみられる D. �raclauta ( 土，

1979) とのWI係をつける必要がある.

中部中新統の ρ. lauta -D. hustedtii 稽 iこ属する多賀層群!主主占 )1) 川抗地区の侮

形層(江口・鈴木， 1 !:J53: 須貝う司 1954) 下部ー高萩地区の下.手綱併の'Irrsじ I et aL, 
1973). および勿来地区の大津肘(lVIITSUI e/ al. , 1973) f部などを一倍したものであ

る (KOIZCMI et ィ'd..1 !:J 80).

3. 初一中期中新世の海洋吉環境

(1)解析のための主主舵資料

初一中期中新世の』主義群を情成している大部分の種法絶滅種であるので司現生種

の土色JfH的分 11í:こもとづL 当て海洋市環境を復元することはできない.そこで，中期中

新位杉jめ (D. !a/{/a 帯. 1;>-14 Ma) における全世界の海流系が現在のそれとあまり

変らなかったと仮定する二とによって‘ IJ. lallta 構およびそれと同じ層準のJ1i婆群

を産tH した"民地点(第 4 [ゆをi援流系中のみに位置する熱帯域，寒流系IjJのみに位

誼する盛砂:帯域.お上び暖流系と寒流系が混合する漸移帯域の 3 区域に区分した後.

夜極;If~域に r?i)手iな寒冷傾( !:J絡)と熱，倍域μ|古Jffな温暖績 (12 種)を選びだした(第

5 図).従って.それらの閤有持(!主制極帯域と熱手持続の両域;ニ‘同時には存在しない

わけであるが，熱帯域の 2 地点で産t!\ し.ヵ。つ'ÍE極帯域の荷限に位置する八戸沖に

も産出する ρ. lI icoharica と D.ρUIl C的ta の 2 種のみは.それらの肘序・地理的分布

を考('~:して以絞極とした.

亜極帯域における資料がきわめて少ないので司今後それを畜積しなければならな

い.また‘ REINIIOLD (1937) によるジャパ島の資料は古いので、再検討する必要が

ある.

(2) 潟生1主謀群による海洋古環境の解析

以上のようにして得た基礎資料にもとづいて，日本1":おける中部中新統最下部中
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日 il ~-C} "0. 刊1" .;'J:f I~O. 回・ ，担 12:・ 町.

第 4 [当l 中期中新世初め (Dwticuloþsis lauta 予告およびそれと rc;]ー
!件準. 15.16Mal の注藻群を産出した主な.t也}，'I と現海流系との
関係. 三塁線の矢印は;芳、流を，耐主総の矢1'111主 11ぶたを '1~す

のf主藻群を検討した.第 6 図にみるように司それらにおいては寒冷粍が漸移梧(漸

移帯域にみられる珪藻種)よりやや優勢な群集iこ温暖種がつけjJllわっている様相が

読みとれる.このことは.珪質准積物の形成される場が、一般に、深層から L対ーし

てくる海水が栄養樋類を表!習に供給する湧昇域一従って.ぞこでの表!百ノKU:寒冷と

なるーであることによるのかもしれないが'-のことを実証するためには准積学

的・地球化学的な織討をも i-rう必要があるので‘ムニこでは以上のことを桁摘するに

とどめる.

第 61~で注意すべきことは‘ j同慢のより Tj劯 (1). lauω 帯 a 'lE 倍) :二位置する趨

浦ー珠洲.八戸沖地区での庄藻群中で温暖婚が寒冷種より多く出現していることで

ある.すなわち.珠洲地域(第 7 図)と八戸沖(第品開)においてー初期中新i吐終

りの A. Înf{cns 情で温暖純がわずか 1 極しかHJ現しておらず.漸移種の傾数が寒冷

種のぞれより多い.中期中新ちそ争<JJめの D. lauta 帯 a 唖帯では.温暖種のpf出種数が

精加しており‘ h '1世帯では逆;こ寒冷衡が最も優勢である.結局‘初)-rj.l期中新肢の境

界付近(15 Ma) が最も混暖であり.その後急i宝;」寒冷となったことがわかる.ま

た、珠洲地域と八戸沖とでは.前者の方がずっと混緩である.

これとは別に.沢村( 1977) は /lnnelus ca/~f()rnicus， CosânυdおCllS lewisiollllS, 

および Rhゆがdodisclぷ maηlamJiet凸の分布北1茨の位置が. 3 積に共遜して，太平

洋側に比べて日本海側でより北方に存在することを指摘して，有孔虫の J問!Og沙­

sina， 仰erculina の分布限界が日本海側で北方に伸びているのとよく調和している

と述べている.このことはー初一中期中新世に黒潮の主流は日本海俣.IJにあったので

はなかろうかという鎮西( 1981) との関連で興味深い.
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IIWJCρulchellus 
(W) C. ovolis 

< A 1 B 
ト 1 :;: 
iE I ~ 
日 1:二品 1- -

~ I~ 三 1RE
~ -1二面 1 0\竺

手;;; ~I て 5 予 2Eζ|こニ
竺 ι-，伽 '-'m r-...._・:._ l (p也.

緤 cn ~I呂田品明い弘 ~I~ ~‘ ー 1 "'0 -:叩:.: cn --ml.lt _o _ 
~ -_ --1 ~ :;;二ーこ a こ 1 ~ E ;::ζ 
也. c ， ι- m c . 1;:) 0:'" rTI 

~- OI_1.? -ιo 0 ~ら l 田e>:.:..:ー
ト ':'1的戸~ ~副 =-17 "'7" cn 
〉由主I~' !' ~ :::。可宮 1 1 1 三 c
竺_ .!:I' :S孟ぷ c 0 :::1 ，"， ω= 。
」邑}出'0 ・-凶円~ ~I._ ,_ "'0 ~ 
;! 0 11 ，-:，土:; I ~ ~モ ~I:: '!: n ~ 
吉~ :ø l-~ ~ ~ ~モ 1 ‘耳目 1" "主 R
~ ~ ~I ~ <t D 昌一， 11 ñ:正 E ヲ
凹干空l 己 I <I.u 0..1 ~IJ I 
I : ~L':'" よ!由~ .! ~Io 0 a:: -
空孟ちlτc 0 ~吉山 ;:1.::: L: 1 "'0 
」二一ι 巴，~ロニロで- ~工 10 0 _ 0 
o 0 十〓ミー竺Q_ "? 0 ~I_ ・"
~....:: ~Iv# >. n 司. 010 0 0 .= 
~ ~・.1- =ζs 0 ... c:1:::) :::) ~・ E
。 o _1_ v _・.. :1' 0 01σ .，.ロ』

的 z 010 ~ > z ~ Z 01凶凶ーラト

・・・ 1 1 
・. .，・・・ ・
・・ 1 ・
・ 1 ・

・・・ 4 ・
・・・ 1 ・
・・・ 1 ・
・・ 1 ・
・・・ 1 ・
・・ 1 

・・ 1 ・ ・. . . . . 
・ 1 ・ ・・・
• .1 ・・・・・・・ 1 ・・・
・・ 1 ・ . . 
• 1 ・・.• .1. •• 
・ 1 ・

.・
・ E

・ 1.

・ 1

・ 1・・
・.. . .. 
・.. . 
・.
・.

・・ . . 
・. .. 
・・E・. . 

• • • .1 ・・・

・・ E 

・・ 1 • • 

・. . 
・・ . 

•. • ••• •••• ••• ••••• •••• 

• 
•• -
ｭ
l
 

•.•••• •••••• • 
••• .• 

指 51'X 1 '1 1 1笥，'，新栓初日~H-.:: おける主公海生珪藻憾の:古)地理的分
布，J; t Jぞれにもとづ〈寒冷廷と温暖種の選定
:.1.¥ )LI立産出を示す

93 



94 Fossils ~o. 30 February 1981 

REGIONS 

SPECIES 

Coscinodiscus endoi 

C. symbolophorus 

0・nticulopsis hyolino 

O. louto 

Goniothecium tf1nue 

百 KisStl le ν iello carino 

8 Mediaria splendida 
Trochosiro spinoso 

Rhizosolenio miocenica 

Rouxio colifornica 

R. nov;culoides 

stephonapyxi 5 schencki i 
Coscinodiscus lewisionus 

C. yabei group 

Cymatogonia amblyoC8ros 

0・nticulopsis norwegica 

~ H�ioulus polymorphous 

き Mocrora s fell 0 
・-
;;; Rhophoneis miocenica 

E sc附附leis caducea 
ト Srephanogonia hanz 0 woe 

TriceraTium condecorum 

Trochosiro spinosa 

Anne/lus californicus 

E Craspedodiscus cascinodiscus 

包 Oenf;culopsis nicobarico 

ヨ= O. puncfafa 

Rhaphidodiscus marylandicus 

。
百
一
口
瓦
瓦O
工
I
l
-
-
-
-
-
-
-
-
­

@
ζ
0
c
c
ロ
m
l

∞
向
寸
a
o

的
。
一
・
・
・
・
・

L
o
E
ロ
』
コE
ロ
E
O
E
ω
コ
的
信
ロ
E
ロ
ω
O
C
O官
E
X
-
-
-
-
-
-
-
­

ロ
土
M
-
a
q
-
-
L
o
-
。
伊
コ
切
一
・
・

コ
N
コ
的
1
.

弘
ロ
司
一
一
直
ユ
コ
『
回
工
一
・
・
・
・
・
・

ロ
』
コ
O
唱
。
z
l
比
口
幹
0
0
2
m
e
一
E
O
C
0
4
E
z
-
-
-
-
-
-
­

コ
N
O
コ
!
止
コ
N
-
z
u
o
←
一
・
・

ロ
E
ロ
h
o
←i.
h也
二
E
臥w
a軒
コ
V
4ロ
E
m
-
-
-
-
-

』
.
比
コ
耳
目
』
ロ
』
。
E
-
z
m
一
-
-
-
-
-
-

E
o
a
均
「
，A

一

J
O

ロ
O
ロ
←
一
・
・
・
・
・
・

叩
ω
旧
国
l
比
ロ
』
ロ
Z
O
ロ
t
O
z
-
-
-

ロ
』
コ
-
2
1
.
比
@
且
ロ
〉
一
・
・
・

-
E
ロ
E
コ
ヨ
哀
l
止
。
』
ロ
E
O
司
『O

一
・
・
・
・
・
・

• 
•• • 
・・・・ . .. 

・.. . . . . . . . . . . 
• • • ••• 

•• • • 
• 

• 
• 
••• ••• • ••••• ••• •• •• 

• • • • • •• • • 

• 
•• ••• ••• 

• 

• 
•• • 

••••• ••• 

第 6 図 日本 :ζおける中期中新世初めでの海生珪藻種v') ( I主)気候
的分布
黒丸l土産出をぷす



由
民
主g
f
N

こ

宗
主
虫
記
}
叩

にD
{}1 

(}1 。 (J肉
。 。 。 。ヨ

HOJUJI F l゚ II D A F. STRATUM 
SPECI ES 

• • • • • Coscinodiscus endoi 

• •• • • •••• • • C . symbolophorus 

•• •••• • • • • • Oenticulopsis louto ぐ、

Kisseleviel/a carina 
。•• • • . . ・・・・ • a. 

• •• • • -・ ••• • • • Mediaria splendida 

• • • • • • Rhizosolenia miocenica 

•• • Rouxia naviculoides 

• • 51 ephanopy x is schencki i 

• •• • • • • • • • • • Coscinodiscus lewisianus 

• • Oenticulopsis norwegica 
• Htlmiaulus polymorphous 「

白

• • Macrora srel/a コ
切除

• Rhaphontl;s miocenic ロ 司.

• • Sceprroneis caducea 。

コ• Stephanogonia hanzawae ロ

• • • • • -・ • Tricerafium condecorum 

• • • • Trochosira spinosa 

• •• Annel/us californicus 

• Craspedodiscus cosc川discus5

• Denticulopsis nicobarica 『

ヨ• O . puncfafa 

• • • ••• Trochosira spinosa 

日 b 
ZONES 

A. ingens Denficulopsis laufa 

お
こ
H
一
詩
芸
達
来
ト
h
h
L
F
4
hい
百
|
円
七
怒
号
制
司
{
峠
寸

ε

諸
川
代
将
総
高5
3喝
事

さ
・
へ
州
町
}
川
公
京
司
叫
中
卦

ょ
に
「
一
片
一
一
防
長
市
、

h
J「



96 Fossils No. 30 February 1981 

Col d Tronsitional Wロ rm

崎

=ョ 崎

。... 同 b 。

号Q. 、 3c 』qu b u ど。』

2bt  
。..，.、む 回... .... 
、() ~ <:l ::; ~ ~ 

むな ロ o ~ 明 』治、 ・旬 、 U司‘ー 4、副， 2 OQ 、tI c::、ー -、2E43LEE EqZ u Z E h 柄 E E ・と 、 主 c:: <:l ~ 

;:: ~~~口、ど-, 也 E 0 ~ .....、 3

υ_ .., c:: 、 bt.2 。c:: Q. 
、、

IJ..I岡崎 、司』 切 岡 崎定 之町
乱司、 句、ミ~ ::) tI司、 。・、情
的 U 同三崎 ..，.、崎町 .., ci. 
同号也 ~ ~ ci.・、
LS.、句。 :包ロ q 也 岡ミ

u) lJ~ :::...・、 t 。 回、 ε=
::) ::) (/) IJ..I '?;:> ~旬、・ 0 E030  
::: .~ 司~0: ~ ーー ..，、 『qhu b 4E -h  TE?可 ..，ー句・ .c: IJ..I 

o ~岡 t、 刷白 、 E色L SEE E 旬u .... z 
c:: c:: 。

u 0 也 h、E 也 h 口語、・bEaK= c:: <IJ トd
m. ()QQ!I�:e もの uuQ  ~QQ 
700 トー . . • 

トー • • • • 
トー I I 

巴 -・・I I a 

• • • 
トー • • • • • 。

トー • • • -、..... ' • 司. . 。
トーー • • 『

• • ‘内
ドーー • • • -、

~ • • 同

• • • Q. 
。
、、

トーー • • • • • ヨ

• • • • • • • U 
-、

トー • • • • • • -、

800 • -・ • . c:: 
トー・

322 323 ・2 s 
• ロ 也

• Q 

I • 
• • 』ー

80 
』ー • -・・. , . 
トー • • • • • I • 

-・ • 
一 • • • • • 1. . 
. . . . 

崎

一
. 

-・・ • • • • c 

85 ‘3 

• • • • • h • 亡、

トー . • • • • • q 

第 8['>:] 1'3 i i<1 ・ .D吋)[' 4 :l íi 地点じむけ ，"-m 巾矧 rl'新 l吐での海'E

諸説f!H ,}) ""'111 J:的・(古)気候的分布
黒丸i;l:産出そ J"'



97 化ii・:れ 30号ー日行千115りijユ~ JJ 

B
』A
 
C
 

B
r
 
nu 
R
 
T
 

B
n
 

?, 
R
M
 

F
U
 
A
 
M
 -L 

内
HR
 
O
 

T
ｭA
 
U
 
Q
 

Z
L
 

i
L
 
A
 
N
 
o
 

t
 

T
'
 
t
 

ca 
N
 
a
 

R
 

?
・

15 

凶
Z
凶
U
O
-
豆
凶

J
D
白
一
主

M
Z
M
U
O
-
E
M
J
。
。
一
主

|じ J.( 主jL;芋械に"け毛初j 中期中新世?の主な寒冷事件
( 1P1J ζ 珪誕・ )i('ド( J，l; ntjl(jj)との関 ì'主
~L 太干洋凶 ;})st 説得!:{分と.fH事基準日Ii:J:小泉 (KOIχU i\l I.
I!};)< ;小泉， 19t¥OI 1 ニ， ，!J，道域のI長:事基準面:土 BURCKLE (1978) 

による

:布引凶

4. 珪藻事件と海洋吉環境

前 i占のよう;ふ気候が怒化する(寒冷化気候)中期中新世初め (14.4-14. (l Ma~

μ おいて， ~t太平洋域では温暖純の A. ι'(/1ijﾎ!llI iClがが消滅するのと交替するように

寒冷障の以 l/IIsfedtii固と漸移稀0) C. JγIh ， 'j グループに属する種が出現している(第

9 図)，

太平洋 (SAVI;>; et al ・， 19751 ， 119赤道太平洋 (SAITO ， 1977)，亜南極 ISHACKLETO:\

and KEK :'-l ET, 1975) の [)SDP コアにおける有孔虫殺の酸素同位体比の変動Itlト線は.

傾地域におけφ 氷床の発達と海水温の変動を知るための有力な資料である.ぞれら

によれば，初191中新世終りと中間中新世抄jめに海水温の著しい上昇が認められる.

中間中新tttmめにおし ιては，その後 2 -:1 Nla のごく短い期間内に，今度は海水温

の急激な低ドがあり.後期中新世まで続しこのことは‘中期中新世に南儒氷床が

急速iι噌大して.最終的'こは潟水面にまで透したニとを意味している.

KELLER (1州0) f土， ~じ太平洋の中緯度域に Jj ける中一後期中新 l止の海水温変動を

これうの薮素同位体比，浮遊性有孔虫、群の鍾組成.寒冷な底層水による有孔虫殻の

溶解などから解析して.浮遊性釘孔虫ω基準面と海洋古環境とが密接に関連してい

ることを指摘している.
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海生珪藻群においても司第 9 同にみられるよう(ふ ì: な王主主事事件(基準耐)が全

世界的な気候変動と一致している.初期中新伊終りにおける温暖化と同時に出現し

た温暖種の Cr. coscinodisClls , C. lewisiallllふ ρ nicoharica などは，中期中新世初

めでの寒冷エピソード(短期間)を生きぬいたが.中頃での寒冷則 (12.5-11.5 1\1a)

に低←中総度域でいっせいに消滅している. A. CIlIUiJmicus は，気候(泌水温)変

動に非常に敏感であったらしく.環境が最適となった初期中新世終りに低緯度域で

出現し. 14.2 Ma 付近での小寒冷矧に消滅している.このように，寒冷気候の時期

を境にして‘新|十If主漆群の交符が生じていて司特に京冷化カt進む中間中新町中tfiで

箸しい.
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日本の中新世礁性石灰岩$

小山健二叫

1 . Cllral-algal 相の女神石灰岩層

現在の太平洋に分布する浅海炭酸溢土佐積物は，その生物紹から，低緯度(北緯ま

たは南緯 23ω以下)を特徴 -j :t る“Coral-algal" 十fIと，中緯度以北の“Rryozoan­

al応!I"十日に二大月1)できる (SC lI LANじER & KOl'\ ISIII, 1%6 ; 1975). 両村|の境u:芳三

紀・やl川紀のグローパルな気候変動μ対応して r街 Jこ北にと.移動を繰返したが.

北線引上り 46'の間，南北 25110 kmにわたる本州・琉球弧:こは.この移動の記録が保

(f.ーされている.

すご紀の Coral.algal 惜の.Itmi は， ，IU~1 3nO"付近の静岡県相良地区の女神石灰岩

層であり‘上述の.現在の境界より，迄か北にある. Coral-algal 栢と Bryozoan.

algal fll .l:::名付けた“Algal" と ií，紅必然umサンゴモを意味し.主要な造岩生物であ

る.ーの石灰藻の裂す浅海炭僚温上任指f乍片4 ，こは，線伐による差がみとめらHな， "一

方.石灰藻でも縁j逗 Jlalimeda サボテングサ:土，白 i阪紀以来.低緯度の珊瑚礁堆積層

の造科生物として t主要な役割を演じ，その産出!主，造礁サンゴの傾向と一致する (!J 、

西， 1円97刊H; \lcK伯lι.:NZl正E et al 

b碍礁専焦.と Jほ1 とんど同じ上うな』唯住f柿f六11層再カが:発j達主するが，なかでも， サボテングサの密集する

礁原~礁湖1.ifE積長|は特徴的でらある.

女有Ilfîf火山ーの1f(U 仁従米“Burdigalian" (ト;'7)とされている.水中新|埜前期"に

正3 ける Coral-algal 村 lの中緯度への111;大‘つまり温暖化は‘|白j相石灰岩の広域にわた

る発達と、ぞれが石油貯留宕陪として注目さ IIはじめたことと恒倹って.近年世界

各地で認められるようになった.もむろん別の研究 Ji i丸たとえば， I産生植物相の

変遷 tTA:-':AI & IIL1ZIOKA, 19(7), f{fし虫殺の般索同位体比測定 (SAVIN e! (/人

1975) などカらも ~JJ らかぶされている.そして.二の溢媛期につづく中新役中期~後

期の冷涼努J:ì，ユースタティックな海副低下限(南極氷床発達朗)で，その記録は.

北大栄・エネケェタック・よツドウ.L íω環礁をつくる Coral-algal 相石灰岩内の溶

解不整合に.あるいは活性化した底層流循環。つくる深海侵食による深海泥内不繋

合(!、ィアタス)として， fりl般に読みとることが出来る.局地的ではあるが， ~t陵

地方の無自主サンゴモの組成の変化にも，ニの聞の移f丁が示されている(小丙句

1966) • 

このよう ι 女神石灰岩!併は，日本の中新世の熱格~亜熱帯気候下の海域環境の

指示者て・あり，手口似たー極浅海環境を特徴づけるマングローヴ生物相に|期する研究

-エliocene reef linlt'slone ()f Japan 
•• Kenji KONISIII 金沢大学理学部組学教家
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の集約にあたり‘討論の材料として司同石灰岩層につき研究結果と問題点を要約し

た.稀々御助言を Jtiいた土 隆一氏 tこ感謝する.

2. 女神石灰岩層の堆積椴

女神山南東部と男神山での観察・採取試料の室内研究の結果 tニ基づき，女神石灰

岩桜(1層 l手210m) は.上・中・下部層:こ三分、さらに中部情 li. 上・中・下に三分.

E!nち計 5 つのユニットに細分される L伊藤司 ::vlS) • 
下部層(層厚 90m) :i. 造礁サンゴ (.4cropora， 51)'ぬ'phora など!の多産する灰白

色塊状石灰岩 (biosparite，一部 biomicrite) で，女神山中央部を構成.部分的に角療

費かつ多孔質.不溶性残査はほとんどない.

中部層下位(層厚 45 m) は.緑藻サボテングサの多産する憶灰色ドロマイト質石

灰岩 (biomicritel で女神山中腹じ露出.女神Lli ではドロマイトの多い!碍準で.ドロマ

イト化はサンゴモの組織を核に進むものが多い.岩相変化μ富み，角様質やi尼質0)

石灰岩を介在.造礁サンゴの減少に{そり，サボテングサの場加が特徴的.

中部層中位(層厚 15m) は‘多種の有孔虫の多産ーする浪路灰色泥質苦灰質主i灰岩

(biomicrite~biosparite) でー女神石灰岩!同中.例外的に問l瞭な成層桃造を示す.局

部的にはドロマイト質・角際質で.不溶性残資も多い.女神石灰岩肘中で化石種が

最も多様にみえる層準だが，見掛けヒサボテングサを欠き'有節サンゴモ (.f，ん/

サスキ iほま均か、)が非常に多くなる.化石稀:の存在比;土.細かくリズ之カル iこ変化する.

人íeþhm[，ゅidillll spp. iよ下部!詞よりこの肘準まで産出する.

中部層上位(層厚 30m) I立、k.型有孔虫 Mioβ'Þsill{/ spp. が. lIulllolrcmll mbnrlll 

と共μ多産する、怪灰色~灰白色苦灰質石灰岩 (biomicrite) で.女神111岩体のfit 上司l

E 男神山岩体の基部を構成する.下部は肘尽を示すが上古flii塊状で、残査・!ごロマ

イトとも少い.減少する無節サンゴモの代りに有郊サンゴモがi脅加.

上部層(層厚 30 m) は司サボテングサの多い.浪怜灰色ìlè質ドロマイト'ff.[ jr:k岩

(biomicrite，一部 biosparite) で.リJ神山の主体を構成. ドロマイト質で. f. å部的

i斗I己質の下位:二比べ.上位は塊状のイ i灰岩.無郊サンゴモと造礁サンゴがflf びi哲加

し， ι れと正の相関でサボテングサも多ilf.する.

以上を要約すると‘久・神イ 1 灰岩/，;守;土.塊状無j吾埋υ) biolilhite を含む、)主的、サンゴ・

サボテングサ・サンゴモ・大型民生有孔虫の遺骸を~~な嫡成坐物とする{様性推積物

でー部分的に著しいドロマイト化f乍用をこうむっている biosparile 及び biomicrite

からなる.問題のサボテングサU:.中部11';1 '1 1部を非~き，女神石灰岩!?1 全体を通じ産

出するが時ことに中部階下位と上部!習に多摩する.このサボテングサの多産で特徴

づけられるSc l !LANGER.KO:\'ISHI の Coral-algal HIからなるう&，三紀炭酸塩岩は‘ B

本では.この女神石灰岩層をおいて他になく、同行灰岩堆積当時の海水温が，現在

の琉球列島の南部，あるいは更に南方海域のぞれに近かったことを示唆している.
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3. 女神石灰岩層の時代論

前述の如く.女t1jl行灰岩層は‘従来の見解にしたがえば，中新控前期の N.7
(l(j-l� \laì の年代とされている.大1型l窓生有孔虫 (.4-!iogyþsilla， ;\1ゆllrol，ψidina)

の化石層序学的検討の結果である (\IATsmIARU. 1977). 

しかし土(ンンポシウム 'fLLの免弓および私f，ì) によれば，石灰岩f本を含む女神

と +1:国のン 1 1..- :- - 1"(岩中よ 11. 氏家 E 斎藤， .よ 1) ，独立に，しかし同じく1'\. 8

(15-16\la) を不可ーする ;:l.j韮↑'1 {� -iUltの庄日iが著iぜられてれ 1). /.J:. 神石灰岩の年代

:ま折くなる可能11'がんる， もし，そ ~j /::とすれば，シンポジウムグ〕席上，従出きれ

た r15-16Ma l山のl~~J&JJ fi，f~，取材1物が. f('1政みつからなトのか? J という質問に対す

る，私の!切符，ー女事1 1 イ í'長f_;"\'i こそ，その 11年代のもので !i ないかJ と u う考えを支

持してくれるニとになる.
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熱帯性沿岸海域における地域生態系の中での

マングロープと珊瑚礁との立地関係，

並びに西太平洋域の海洋生物地理*

堀越用事I! •• 

はじめに

"生態系"ヵ:理論的μ もまた実際μ もその最大限におし:ては地球規模のものであ

るふとは疑い々い.しかしぞのような解析不能に.iJj" 規模の"全体生態系" ，土，か

ろうじて解析可能な程度の規模の舷がり ω中に納まるような"部分生態系" ，ι細分

され‘陸上:.' (; I 吉jし 1976 ， p. 172)，また海洋でι"地i或生態系'‘と呼ばれる大

なり小なりの"部分系"として吸うことができる{堀越. 1979a, b). 

地域生態系:ニ Ji 例え :f 2 つの岬μ よって隣接する地形的湾入から区切られたひ

とヮω内湾のような H I~l 然地埋学的な単似" (physiけgraphic unitJ を認めるミとがで

きる(堀起.向上人このよとは.f~国沿岸のような中緯度地方のみでなし低緯度の

ì ，わゆる熱情地方でも同様であるが~.:_では海洋牛態系を構成する牛物群wの種

類組成ヵ:全く i主うため:ーその i美観も著し;異なることとなる.ε1 1緯度地方であれ

ば，外洋ぷ向って活出した岩礁底の上き1)浅海簿二 iì褐藻鎖の群落や海中林が見ら n.

隆岸，..:よノて/，占む i産r~'J された湾喫V)湖rilJ帯では葦。;(となって陸上生態系に緩続して

~ J 6 ())が‘熱倍域では tJÍj -I'í'・;よ耳目主総礁となり，後者はマングロープ(紅樹林)となる.

先ず本論:ι 先立ろ.百d洋主物I也.fIll学にむけ司熱帯とiJE熱帯との生物気候待区分の

慨斐を述べておこう.

熱帯性海域と亜熱帯性海域

卒;邦太平洋l手の外洋水の影響下にある沿岸域では，耳E熱帯区域の~tf'授が銚子付近

に~ふれることな窺i己述べたがけIORIKOSH[ ， 1957 ;堀越司 1962， 1969). ぞの南|製は

何処に笛くのが良いのであろうか.九州|病端と奄美大島との聞に lpJ等かの境界線が

号 i かれ得る二と;土，従来多くの研究者の指摘があるが(:-.fOM l! RA & III¥1'A[. 1936; 

内海、 19誌.1956 ;瀬.111 ‘ 1956). 筆者は二の線を頓熱帯区と熱帯区の境界として認め

得るむのと考えている.ぞの理由はこの級以北の 11 本太平洋岸の蛍熱幣域と.以南

の南側諸島海域とでは海産動植物相が明獄に異なるからである.種の存否のみに着

目すると，ニの線を越えて北上するものも多レが， t.f 集の干<[i類 .ft^H本数組成を数的に見

• On the [ocations of mangrove and coral reef within a tropica[, regiona[ ecoｭ
system, with discussions on the marine bio.climatic zones in the West Pacit祥 
.. Masuoki HORlKOSHl 東京大学・海洋研究所
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第 IK '?シグロープ縞物の分w とラ'1 {jj (主として WALSII (1974) いよリ，
:l か:ょイk'1' (1942. p. 270・271). l .... IACNAE (l96H), t¥1c CON:-;AUl;IIEY (1974). 
豆理(1 970) .中 'ín'i泣か(19741 ，大場 (1980; そ参!!(!して作裂:務西諸
島に産ーするものは (00以南〕として示したもののみ〕

CORNALES みずき日
Rhizophoraceae ヒルギ干寺
Rhizo�hora mucro削ta Lamk. 西太半;下，インド;宇.

aþiζu/ata Blumc 7 1 <:ナヒルギ IIli太 .'V- i下.インド東西 I;~:. 
stv/osa Griffith ヤエヤ?ヒル￥ 凶太平河〔沖縄本島以南;

(寸オ"ヒルギ)
1m耐rckii Montr. I同太子;T lP.: 1割高.
mangle L 大西洋東関浮，.kヰl:~手取岸.'、 η イ移納

harisonii Leechm. 大西洋lP.:色il.ド，太子洋*岸.
racemosa F.F.W.Meyer 大西;1 皮肉岸.

Bruguiera colljugata (L.I Merr. (=? g.VlllllOrlziza Lamk.) 

Cerio�s 

Kandelia 

オヒルギ(ベニガクヒルギ)尚太平洋〔奄美大島以南)，インド洋.

sexangula (Lour.) Poir 
cylilldrica (L.) Blume 
仰向>ijlora (Roxb.J W. & A 

コパ4 ノベ.::. t I~~ 
}winesi G.G. Roberts 
回初会tata Ding Hou 
caη'oþhylloides Burm. 
lagal (Perr匀 C.B.Rob. 
decandra (GriffithJ Ding Huu 
candolleana Arn. コヒルギ
roxburgJziana Arn. 
加ldel(L.J Druce メヒルキ

丙太平洋.インド東西 1;，，('、ヮイ移拍[1.

西太平洋.ベンウ'I~;屯~(咋.

èIj太子洋，ベシヴル汚点岸.

7レ一宇島.

i索掛I~じ 1;\ ニー一年二ア.
7 レ-']'品.

l肉太平洋.インド洋.

西太平洋，イシド来i可lip.

東南アジア.

東南アジア.

東南アジア〔九州南端.種子島，屋久

島以南) ，イシド ~tl'41;~

エlYRTALES ふ E もも口
Sonneratiaceae ""7ヤプシキ外( Lythraceae ハ7ザクロ 11)

Sonneratia alba J. Smilh ""7ヤプシ寺 西太平洋〔八重山以南)，イシド i芋
C出eotaris (L.) Engl町 内太平洋，イ〆ド東西lp.
01'11/(/ Backer インドネンア.

grifi/Izii Kurz. ベンガル;:*j ~~ i~~ . 
aμtala Buch.-Ham. インド *1周年.

Myrtaceae フトモモ!l
Osbornia oc/odon/a F. ¥".1¥'1. インド・同太干;芋

Combrelaceae シクンシ科
LUlIlnilzera racemosa Willd ヒヰギモドキ I同太子洋〔沖縄本島以南)，インド東西岸.

lillorea Uack.) Voigt 
ベニーペナヒ I~ 芽: jRj太平洋.

caecﾎnea W. & A. ""7レ一半島.

C01l0car�us erec/ul1l L. 大西洋東西岸，太平洋求位一.
Lagunculaげ'a racemosa Gaertn. 大西洋 1紅白41. 太主iLi芋*岸.
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RUTALES みかんは
:¥'Ieliaceae セ〆タン千}
め.'10α1/似品、 molllc�l1se (Lamk.) Roem. 

granal1ll11 Koenig ホウガン 1ニルギ

minor Ridley 

II.G 太平洋.インド米凶作，マダガスカル.

r~太平洋，ベンガル i~~~ *~1f~ • 

�arV1!o!iulIl Ridley 
auslml，ι、íC/(1I1 Ridlev 
gange/兤llll1 Park 
benlldÍln，品e 1¥'1011 
obovalum Brume 
gUlallclIse 

PRIMULALES きくんそ 'i U 
Myrsi11ac巴a ヤブコウジ刊

メlegíceras coru�C/llalll1l1 B1anco 
川lljllS Gaert11. 
{/oridlllll Boem. et Schltcr 

Plumbaginaceae イゾマヅ千}
A民gíalíl1:， llllllula/iI R.Br. 

rolll1ulU70T(J Roxb. 
BORAGI 1¥ AALES むらきさ十l

こ fレギダマシ H

フィリヴピン.

7 イ.

t掌洲ヰヒ m~. 
ベンガルf;~nu伴.

東ア 7 1 J カ，'7ダガスカん.

点ア 7 1 J カ.

fH~~ (ガイア-1-).

イシ v. 凶J.~'hr:.

イ;.- t:・ tflj J.三 'fi:í・.

ニューギニア.

インド・|同太平 ;l.

インド・ 11，4;1，( ;1<; 1'.

Avicenniaceae 
Av�Cl!lIn僘 川arillfl (F orsk.) Vierh. (= illlerllled匀l Brí百j

ヒルギダ7 ン i当太平 if(宮古以南) ，インド i芋.
。{jiâllfllis L. 
lllba B1ume 
eum!Y/I/z(ol�/ Zipp. & Miq. 
IrllW/ll Ridley 
�lilllo�ho/'(l Stapft &恥'1odlenke

hico!(/I' Slandl. 
Iωjduょii Moldenke 
IIﾎtida (l{erminans?) Jacq , 

sc!uwelηIUJ Stapft. 
。~'n'CIl IIIl 1'. Beauv. 

RUBIALES あか jJ 日

Rllbiaceae アカ平科
Scyphi�llOl'lI hydrゅhyllacelle Gaert 11 目

iilj }"旦ILir:.

IlIj}.,'I'iL 
l吋太、l'if (p:Î; [ilii司í).

7 レ -'I'.L~.

~，~;lIl ~t ~U主.

k.ーI?f.・ JIO;~. 
太子;f・ ~U'I~.
人:1回 irìJ可 J;; ， 7.::. ・ド j芋 ~[t~L

大I!~i宇 l凶作.

大i山平井01'.

ミヅペヒルギ インド・ l白太平洋.

PALMALES やし H
Palmae ヤシf'I

λうμ fruliCllJls Thumb. ~ソペヤシ イン v ・[ì司太平洋〔八重山以南， . 

1月1~1) ExocoecilI7a agalloclza L.シ?シラキ(!!!は判下〔奄美大島以湾〕ーインF)，
Heritiera littoralis (L.) Ðr、yand. サキシ7 スオウノキ{東南アジア〔奄美大島

以南人インド)が二・バぐヤシ Wj:~:主に随伴することあり
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た場合:ニ;ま極めて顕著な相iさが見うれる.例え:;[j1:fíでほ仁ψraca al/t/lIllls ハナビ

ラダカラや‘ EI/RÎl1a lIIendÎcaria ノシガイの生，巳I，~;肢が九州市部と司、美大島とでは

全く'ftる{平田 i亘|雄博上談)ばかりでなく.海緩群落も ι~Illll(/抑イワズヂ類ゃれ1 1'­

b�tlril1 omata ラッパモクの優占するものぷ変る(瀬川、 1956 ， p. 126). 造礁珊瑚が

珊瑚礁を形成するのも二の線以l有で、あって，以北では礁を形成するニとなく弓i.(-::岩

盤上に群{本が多数生育して噺瑚群落をなす;二止まるのみである.また造礁瑚織の属

や椅も.戦前:こは僅かな数が報告されたに過ぎなかったが‘現在で;土属数;土琉玲通列

島で 56 属で、 50 属以上の熱帯l剖内:こ入 1) ( (山里〕‘ 197 :1‘ p.27)，係数も八 'f(lLJ他

方で非造礁性のものも含めると 68 属 240 種が報告されているほGUCHI， 1975). さ

らにマングロープ植物は‘この線以北でほ天然のものはなく‘九月、1南織の Callr!aia

calldel メヒルギは江戸時代の移植とレわれる(呼'm~'lか， 1974)_ iî正美大島では河口

部i己マングロープを形成し(初島， 1968)，八重山では西表島.石垣島などにかなり

のマングロープの拡がりがある.以上に述べたように奄美大詰から /\i~;山にわたる

南西諸島;t海洋生物気候帯の上では.熱帯と認めるのが適当と考えられる.ただし

台湾.フィリッピン以南の赤道域とは多少ぷもむ丞を異μするが.その詳細は後の

章で述べる.

マングロープの動植物相

"マングロープ" (紅梅林)とは熱病性坂出海岸樹林の総称であるが司 i 将校!ω 告白

物から成るものではなし健数の科や属いわたる純物を含んでいる(第 1 ，&). fJ:他条

件やピオトープの相違μより.それぞれの騒が純鮮落を成す場合む多いまた林内

での各種分帯の配列やi霊移の系列も知られている(古良. lYl1 , 1967: qJ 須賀 a か，

1974: :\1:\じ;\1\1-:， 1968: ¥Vi¥LSlI. 1971). 

マングロープが形成されると.微紙|な泥(Í).i'iE積が促進さ Hるために泌氏とな 1) , 

林内;こは特有な動物苦手集が見られるようになる . f:全額では PerùJþhllwlllllls spp. ト

ビハゼ額.可1殺類では 8りlla senata ノコギ 1) ガザえや Cllrdisonw camifex オオオ

カガニ‘ TlllllωsÎ1l(/ {l)um宜7lü オキナワアナジャコなどが大塑で顕著なものである

が， Uca spp. シオマネキ類:土穐績も多く，住分け現象も見うれる(小野. 196:1 

;¥'1 ACNAE, 19街68; NAK 

同類:二二も7シクグeロ フプ，に特徴的なものが少〈なL ‘ (í第第 2表)ふ. 、4二れら iは土生活童型1肋カか‘ら内

生性と表生性と』にζ大別し得るカが:前者はif泥f氾己土中 iζ4生息する二j枚枚只鎖 {ωGe!.伽o似nll山uω1I， β~(jt -

iss(/, il nodontùl) カら成る.後fHi さら μ樹林中のì!t.土上を i丘廻るもの (Cerithidea，

Cen'thid，ω'þsilla， Clyþeo l/1orlls, Te 1'ebml必. 1-..\ωsarÌlω， C(.ιssidu!a. Ellohiu lII) と，樹

幸宇や.支侍板ー呼吸根など:二上ったり (Nen'ta. Littori1U.ゆsis， Rizoþho17'ml/J'i'x). また

樹木に着生したり (Melina， CI・的sos!rea) するものとに分けられる.しかし CerÎthi­

dea や Cly少e0l/10l7lS， Cassidlllll などは泥土上を這廻るだけでなく.樹木の根本にも

這上るのが観察されている(l\IACNAE， 1錨8 ， fig. 49 ;西平，1974 ， 1980). Littoriｭ

noþs必 scabra ウズラタマキビの樹上生活は良く知られているが (ABE， 1942) , その
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~2 表 マングロープμ生怠する只類(インド・前太平洋)
〔八重山，パラオ，ンンガポール，ベナン品，ポートダーウインに
おける観察lニ， Qy AMA, 1950; 尚三f ， 1974, 1980; MACNAE, 1968; 
COLEMAN, 1975 の知見を加えて作製〕

Nerila (Rilena) undulala Gmelin 7ングロープア7 ガイ(新休:
沖縄本島.八重山.東南アジア.インド:恨郡上または l，';j illのり盤・石な~~ :こ生息.

Nerita (Rilella) lilleala Gmelin イト 7キア7ガイ
台湾以南のイシド西太平洋:恨部上iこ生息.

λセrita (Theliostyla) �lanos�ira Anton ヒラマキアマオプネ

沖縄本島.八重山以南のインド・西太平洋:恨部l二 'I'..t!"
Litlorina (Lillon'no.針路) scabra (Linn�) ウズラ 77キピ

奄美以南のインド・西太平洋各地:恨部から樹元Zにまで上る.
Li/loritul (Li/lorinopsis) metalloslo刑a (Gray) クチグロ7'7~ ビ

台湾以南の東南アジア.ベンガルj毒:絞部!こlこ生.~.. 
Litlori削 (Lit/on'，仰向is) carinifera (Menke) 

東南アジア，インド:綬部上に生怠.
Cenlhidea (Celぜfhidea) m�chii (A , Adams) イトカケへ十7' 1) 

奄美大島，沖縄本島，八重山: I;Jl二.

Cerilhidea (Ceげthidea) oblusa (Lamarck) オオヘナタ 1)

lIl î有アジア各地: i尼土上.時に t良部に J.る.
Cerithitka (Cerilhidlω) antici�ata lredale 

i輩洲北部:ji;]上.
Cerithidea (CeritJzideal decoltata (Linn�) 

東アフリヵ: I.J 上.

Cerithidea (CeバIhideopsilta) djadjariensis (Martin) カワアイ
沖縄本島.八重山， *'告アジア各地(l.j 本本土にも) :泥土上.

Cerithidea (Celilhideo.μilIa) cingulata (Gmelin) へナタ 1)

沖縄，八重山，東南アジア各地 (LI 本本上にも) :iIU- .l~.， 
Cerithidea (Cerithideo�silta) atata (Philippi) 

東南アジア:泥土上.

Telesco�ium le郎coþÍl仰 (Linné) センヂンガイ

沖縄本島，宮古.八重山(以上総て死殺のみ)，インド.l'fi太乎洋各地:泌1-.上.
Terebralia t回l出lris (Linr語) キ"ウミニ十

沖縄本島，八重山，インド・西太4'i芋各地:泥土l'
Te rebralia sulcata (Bom) マドモチウ i 二十

沖縄本島{八重山になし)，インド・西太平洋各t也:泥:1:上.
Terebralia tellkatei Schepman 7 トキペウ E ニナ

取南アジア各地: i尼:上上.
Cly�eomorus !皿lulu lII (Sowerby) ミツカド方ニモ 1)

沖縄，八重山，東南アジア各地: ilt'.土上.時じ綴部にも上る.
Mlm凶 (Chico柑115 [Rhizophon'mltrl目lJ ca.仰cinus Lamarck ガンゼキモドキ〔クリイロパショウ〕

東南アジア各地: l安部 1:や倒木などに生息.

Nassarius (Tarazeuxis) milralis (A , Adams) ヤタテヨウ"イ
東南アジア各地:泥土上.

C凶idula (白ssidu/a) musteli na (D飴hayes) ウラシ?ミ t ガイ

沖縄本島(八重山にはなし)，東1有アジア各地:泥土上，時に根部に上る.
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Cassidllla (C!L';s�ula) aurí.成/i5 (Brugui鑽e) 

東南アジア: iIιU: ， 
Ca品、ìdll/a (Cass�ll/a) angllbfera (Petit) ニオウ/さミカイ

i豪決j.IUli\: il~ 土上.
Caふsidll/a (Cassidll/a) mgata Menke 

J長洲北市1;' iむ :1:. .1:..
Ellobilllll (Ellobùυ11) allrismidae (Linn�) ~)'ノ i ミ庁イ

インマ・ l国太、154宇. ;日土L

EllobﾎulIl (Ellobilllll) al(li~jlldae (Linn�) ユダノ， ，ガイ

イシド.j!;j太 '1';宇: i!t_土 L

Isognumoll (Me/il/II) ゆ'!lÍþþùull (I.inn�) ? 7 カイ
奄美大島以降!のインド・西J.，: 'P洋各地:!lHflíに AL44 でIHi. 君l~l:. 

EI/ﾎgmollﾎa aClligmalica ](olten オカナミ 7 ガシワ

!l:íむアジア色j也:伎日1;か !H iiEに上る司

Cmssoslrca (Cn叫osl昭α ) Fﾏlrefaclil (Sowerby) ニセマプグキ

奄美大島以 ilíのイ/ド・西太子;羊: fN部に ~i 生­
Cras$oslrw (Saccoslrea) cllclll/ala Born カンム !j 万寺

インド・凶太・1';宇 :w 古1;に治生.
Geloilll1 !'x�allsa (l¥Ioussonl "レ十 J シミ{持川:("7ン y・ 2 ブシシ: ，波部 1)

[syn. G. luclulIla Pilsbry 1 
奄美大島jユ iむの~(fNアジア M也: i'ι1: 中.

Gelohw COILrtll/S iGmclin) ヒル￥ンジミ I },I!, Ill) (タイワシ:，_..l，..ナシジミ UJAIII;) 

[synφ 仁yroU! jﾏssﾎi!ens 1 ・ ilsbry; C. sﾎlIl/vsa Deshaycs] 
奄美大差是以 il.;の耳[j十Jアジア佐J血: il日，

GelυÎlIlI ervslI (Solander)γエャマン J ミ i ~:'J Ij ) 

[syn. G. .1引の.:ame Jls.お l'ilsbryJ 
奄美大島以 iHの J1U十Jアジア任地: Utljl. 

BalisSll l'ﾍv/ilcca (Lamarck) 
インドネシア t?業訓 ;l[~こ m;: ift'l' 

.4i1oi!oIlIﾎa cdelllll/II (I.inn�) カプ弓ツキガイ
奄美大島以 jyjの東京T ジア任地: il~ l:tj' . 

.4l1ndolltia þhiliA戸'ÙIIUl (Rヒeve) ンヨ内ゴインツキずイ

京市アンア各j也: il~ I ・'1' : Ijèの H~ と li ピオトーブやや )I~ なる '1 " 

{也(-: :4~片j アジア沿岸では，足で這廻って制幹子 (i~上 i..:JW1 される三枚貝 HJ/ igl/lonja

aCllÍglllatic({ オカ十ミマガシワの上うな特殊な L のもある (ffI!: U \I . iJí, l fI, 1966; 

YONGE & T I!OI'\'lPSON, 19ï6 , p. 178. 268, fjg. 162). 

マングロープと珊瑚礁の地理分布

色íjj否のようにマングロープと刻}湖礁との分布は略々軌をーにして熱田治性のn::物気

候指の中に見られ，河地域に張存ずる場合が多い.しかし海域によっては，どらら

か一方が特に顕著となると同時に片方の発達が7尽く，極端な場合には全く存在しな

し〉渇合も少くない 1.. ， '1 ま西太子洋地域の地図の仁;こそのような区主主をプロットする

と，それぞれに特異的伝分;布を示す(第 11活). ?ングローフ1まマレーさ!と品凶伴から，
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スマトラ島東岸やボルネオ島，ニューキニア西南岸などに特に発達してL る.スマト

ラでの優占栂は Rh. apiculala ブタパナヒルギや L. littorea ベニバナヒルギという

が(山本、 1941 , p. 52)，前種は直径 30~40cm，樹高 40mにもなり (MACNAE， 1968, 

p. 108, fig. 21)，海上から建岸に向うと断崖が連っているように見えた(白鳳丸 KH-

72-1 次航海船上観察).ボルネオ東南岸でも同様な景観が観察されたが(同 KH・76・5

次航海).ここではスマトラより小規模で樹高の揃ったマンク.ロ プの背後に陸上の

高木の樹冠が散在して見られた.

珊瑚礁の分布は，セレペス島，ブィリッピン諸島，濠洲東北岸(大室礁)の沿岸な

どや，西太平洋と南支那海の大洋島などが顕著である.しかしこの他にもマングロー

プ地域の沖合の島製にも発達しているのが認められる.

このような両者の主要分布域の相違は，主として陸棚の広さや海岸線の後背地の

あり方に関係している.前面に陸棚が広く鉱がり，また山地帯が海から遠いために

海岸平野が広く.大きな河川|が発達し得るような地域はマングロープ地域となる.

これに対して，山が海にせまり岩礁海岸となるような地域では珊湖礁域となり勝ち

である.しかもこのような地域の前面に余り幅の広くない浅海域が存在する所では

瑚瑚礁の発達が良く，逆に急深な海岸には発達しない.この関係はスマトラ島とジャ

ワ島とのインド洋岸を比べると明らかであろう.

マングロープと珊瑚礁との地域生態系内での立地関係

マングロープと現場礁との地理的分布と同様な関係が，狭小な地区内に限られた

地域生態系の中にも見出し得る.パラオ諸島のパペルタオプ島 (Babelthuap :所謂

パラオ本島)の西岸にあるガラマド (Karamado) 湾は 1 x 3 kmほどの小型内湾であ

るが、 32X 15 km もある大きな本島の中央部に位置するために後背地が広し約 5k皿

乃至 10kmの河川が 2. 3 本流入し‘湾奥には広くマングロープが発達している(元

隠. 1939; 堀経. 1969). 湾日部は丘陵地によって狭められ.岸沿いに狭い樹林が見

られるのみで‘その外には裾礁型の務湖礁が発達している.

湾奥;こマングロープが存在し，湾口外側に珊瑚礁が発達するのは，石垣島111平湾

でも開様である.しかし川平湾が大きさに5X 1 kmで同様な範略奪に入る小型内湾で，

島全体の大きさも大差ないにもかかわらず，湾の周辺には山地がせまり後背地が狭

しまた湾の周囲も患で固まれている.そこでこの湾に流入する )11 は河川勾配が)1 1

口部に到るまで急なために感潮域が狭し大規模なマングロープは形成されない.

むしろ湾口音ßIこ存在する小島畷(越急)の小入江に比較的まとまった樹林が見られる

(堀越， 1979a). 同じ石垣島でも，後背地も広く.河口部が広く開けた名蔵川には大面

積にわたってマングロープが発達している.

マングロープや珊瑚礁の発達が.その地域の地質やそれに起因する陸上や海中の

地形の差違に支配されることは.パラオ諸島のコロール (Korol)島岩山湾周辺にお

いてよく観察し得る(第 2 図) .向島はコの字型の島であるが，北部のみが安山岩か

らなり.東部と南部とは隆起石灰岩となっている.安山岩地帯の陸上部は起伏の
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:',1; ;:'や乃・た lí:l変-，'・正し . Mi~': iJ;さえ 1.: i心て'. .七，)."，.Jて沿岸:ニー、つ 7、ロ- 7 かよ:茂

る. if~ ら発進 行、ろ ω .:U:jJ)北東部ご. 4~，誌に;，'立る橋の手1ドルr) ì芸路脇:~ ~采い樹林

とぺ;て、 hる] f! ーに ι と t 1[. ブ〆ヤ苛 I\.. (Auluptagel) 患と J)問 U) レフ~'，\..

(Lεvugoll 水治"S. u- 存 1; r.})に~ì-l':' t，・は匂}tLE!乍:マン :f ~J 一寸こ乍り.岩山湾

iニ止にらむ B 乍 '1 J )fÌif杭かb ，L.L フ_; :1" '.tz .1Qv~ 〆?' ~ 7 ロ アバ外伊:j;土か公リ広い町長

原亡、河lj tl~i 込ー以とたり， さ J》 i: 外rWIU)tti.; 寄リ:ニあ分泌い fclJ!X7i n ，が瑚f~Hがとなって

~ ".:.. "I'.kìHvJìFf'オロプン γ ウル f!!ll ゃ宕山湾降il 吉ß.玄ど υドモ起石川主当地手号沿岸:主
令、j:町、 f. ..宝下が会;米三.".: 1;.. ~ ，~云 7 []-7 が存在」玄 t ぺよか '1 士ない i酔京む発達

が材iY) -C 恋 (i王二/'.と存在し/.... '.1. 言，，:111 {'i σ，ゆるやかな地 11 ;の J丹ー'7/グロープ

が発iさj ろ(911 u:ヤリプ (Yap) 品にも I，，~・う~ 1" 柿同i 玉ιJム.1汁嗣十有I 喜部1目~ ，μ4 あ心 f克界d心)!Îi鮮4ρ11)明F何j なマシ〆

ロ プ iバ}前商.じ二 i改t ‘ 樹+本、力か匙，l，l(

SωON i バf al" 1円93引1)川カ a存在~ .cじ" ，ιる υJのrつ〉カが.パラオ行~ r.})航空機 lかろ観照し得る{堀

越. 1971). 

ワィ :1. ，ビシのじebu !:主力 Cebum ''-.びぞプ'!Ìíj[古i の:v1actan !:，';匂 J立でら. '7/7';:1 

ーブと I駒}船長c:: 1)、発注する ;ult関係 ii I:;J じで1 第 3 I~I ' ，前者(立地形的な}老人内のJ笠

間された場所を ~i め，その自íj姐ω海L二 líli して露出 L た所は珊瑚礁と公勺ている.マ
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干\ .ll益 /ィ 1..，ヒ/ .ぞ J百J3 ， セ 7" t!i . /,.. L'I' ，}よ 1 ，';JjぜノlJ7 〆

ロ ア下 i 桜 ':lijt:!JM' リヲI ・ 3 む問、 I!;!，人， '，j' イlî. ,', IJ' 
&h ::t-:> 7 タノ jJL. その~~ 1+1ι; ~ f' ~'ì '. ，!こに:t，.タ〆ウ，*iD. 

" 9 シ局，})東南 üm ~'心。 Hilutangan 水?白河川，(t 200m ~手持様が，Q;人 E日I}~~!E佐々J礁 l!iJ)

発達が雲、いが，南北両端心地形t ・ :'þ ;.:，へ~か二しか L 潮過し νJ良し場p]r: 二:三良:発

達していて，そω背後山 i透岸沿いじマンケロープ方、存在し℃いと.

マ L ヲロ 7;土軍守河 I J 部:二発達←「るか. 記、 L L Jロ'JJI'J){i(tーがど、製 ~I牛!二公〆~， 1./ ;. 

でほ乍いニと ;:.i豪洲大イZh焦 il 耳JH胡f}j Low Isles にらマン? L! - -/ t ~存在了る:こ

から t"尽かであろう武下{員1]1:: 1"; って|場、、た耳目湖隣 U)切れ fl 今湾口市モ見倣 t ':‘ 

ニニ， ，マング~ 1 ーブ;工入江刀長元日空 gH: こ 1うどる温lJ二 ;~llv')J務湖!，佳実11111 :二堆積し t~ 棋士塁

(rampart)のE安いなった i~1分:こ Î-/ 1'.1ーしてい心情TEPIIEKSON 11 al., 1931 , pl. 1 ; 

FAIRBi{!DCE & TEICHERT , 194� : rぱACI'AE， 1968. fig , 29) 

以J' ，二述.，-ナ:ことから.それぞれJ地域生態系 s 二J:jl .て、外向 h二匂.，て高:1'，':_ ;!'二

最 t 外伺IJの場所.つまり弱内湾|空ω場所には珂}瑚僚が発達す 9 が，降i~Y'lìlJt瑚礁な

ど記述閉さ t'- t~ I集ま「た均所，寸な.t J t:， 5g1内湾住ω場所í: ニ Jf7 シヴロープが生仁て‘

陸上l' 態系の潟市帝 (maritime zone)μ緩続.移行するら ωである. i"J;J ltì) あ少場

合に :t マング n ーブtì)降側や上tfiJ自IJ にニ '1 ~ \ヤシ許4迄がとやずること均、多いカヘー ア

ノ什'シ;二墜 ι，;)湿地:ょう生育1_. f守ろものである.

7 シグロープ i土泥土を掃H足~ ，海側へと紅張してfî'<ゴ〕で l 吉良， 1944 , p. 85・86) ，

長年 H の間には7 ングコーフrω面積か拡大され9.ν 今?ワ島西端のジャヲ海:::[弱し
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た Banten 湾では. 1926 年ω ;!ll] lll 当時 I~ ば;接待Eかう 500~tiOO m離れて存夜した湾

民の小，1;;'; (i'Jau Dua) -IJ'. ， 本 ~l:: (1 980) 市者ーが同 iijr におもむし 3 た際には陸続きとなって

しまっていた. ジ γ ワ品 i主 Il~lうをがt~めて進1'. 111岳部J I-'J戸斤を|徐いては全て t!t地化し，

降雨後には多 ill-の泥水が流Lllするようであるので司マングロープによる造陪効果ば

かりでにな L 、のであろうが，少イとも i!己土を定舌させる効果;士大きいものであろう.

逆に，lakarta iIJのジャワ海に函した海岸:土，元はマングロープであったのを伐リ払

~ \ljg立℃公!~il f乙 L たために，海岸線に直角:二多数の堰堤を構築しているにも拘らず司

海岸の社蝕が進んでいる.これまで一般に風土fMll (!)海岸~;l: J5i.\‘下側:ニ比べてマンプ

ロープJ発:1i fJ~~l!\t \ と云われ，マ L 一半島の取岸と凶作が好j11]とされるが(吉良，

1967 , p. 2)‘地域宅態系の i当然t白血学的令形態と，ぞれに関連した卓越!具によって

起される波if!の宝:さや方向!この関係を改めて見ÎI'i:す必!裂があるように忠われる.

黙帯i全海洋生物気候帯の北限豆域としての南西諸島

前Jlq:ニ述べた地峡:土石垣品を I~í; 主他(土全て赤;江に近い会Mìf間にあるが，ニれらの

諸地主までのマングロープのあっ方から比べると.河じ熱帯住海洋生初気候帯にあり

ながら IHI些i~ i'i l誌のマ/クロープ'は II11 fiifにも lt羽な感じがする.また:守f~けl 表から ilJ]らカか冶

なよう{じ-. -fl惜{品耳1恥!l成1，

うに|防1\持'耳~f!成t戊促要索の属f邸'1民101殺女カか4 う見ても Jそと jれLíほまどの ;j沼!等喜 J走をt;は二ない. ζ i.Lは前項に述べた両者

の立地関係によるものであろう.

いま (i~豆!i，'j/I ドjZ河合 19IJ にとると . J理i瑚!311が良 t 発達しているのは湾外の縮際部(外

際部}であるが，冬j哲|に;_ì ける待外から河口の7;(~:昆;主 22~23'Cである.ぞれに引替え

マングロープのある持奥のノ'}<.jIiA:土l!ìT ま -c下っている(北野 jぶほか，未発表;期

経， 197り a;. さらに汚輿の干潟て守護水河川に速なろ:存在ちでは厳冬(，寺に:1: 13'Cぶまで低

下し‘今!:潟の、二の奇!l分では熱帯性のひとです認の i 額二lrcllaster かか'C/lS カスリモミジ

ガイのEt死が似察された(開平守孝. ~、発表; .thi 泣， 1979a). よれらのJKìNAを同じ冬

期におけるJ-:'iJ辺諸海域のものと比べると，湾外7}:.ii品の 22~23' (j: 2 月の平均7](滋の分

布jから見ると，台湾I判部の 24可B ブイリヴピンの 26。前後と火乏がなく ， -1j '(l']奥の

16"はお:捻から志摩半島付近の外洋水の水温に当 1). l:fは福島県沖の水論llJこ当る

(!-IORIKosm , 1968 in L'DA ; SVERDRUI' ct al. , 1942. Chart II). 

これ;主外海では冬山iには沿岸水の発iさがなぐ}.I}，瀬系の外洋水が接待するが，湾()~

では ìi'ì!手水が停滞し，冷ぃ気ìMrの ;t汗?を受けて水温が低下するためである.湾外が

i部品で湾内ヵ:低渦となっ湾U部で水滋の勾配が強いのは.東京湾などでも冬期に見

られる現象であるが (HORIKOSHI ， 1962)，八重山においても水温の絶対値には差が

あるが同様な現象が起っている.ニれは冬期における大陸高気圧からの吹き出し:こ

主る気温の低下の影併が南西諸島の冬期の陸上気候に強1~)影科を与えている結果で

あって，陸上の生物気候帯が台湾などのようにTIE熱帯性となる所以である.そこで

南西諸白3においても.外海と内湾とでは生物気候帯のずれが生じており，外海は熱

帯性，湾内はîili熱帯性の海洋生物気候帯 t~JI属することじなるが，これは日本列島の
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{也の議海域での場合(綴越. 1962. 1969) と全く同様なニとと考えられる.

以 1:のように南西諸島海域は，概括的;こいえば熱.m;性海洋生物気依存fの-Itl災海域

になるのであろが，マングロープを生ずるような遮問!えが強t 、土詰所ω湖間，ii;・:主砲熱

，;iF性生物気候帯;こ属するちのと考えるのが適当と忠われる.このことが従来の研究

者が南西諸島を九州、|を含む日本本土から分ちながら. ìl日熱帯と認識したひとつの理

由になるのかも知れない.陸上'1:物地主主学で，台湾やfií西諸島会 ìl!i熱帯性とするの

に従ったよとら他の.flH出ではあろうが.

またしかし，南凶諸島の海産生物相:ま全体的に見ても，種~n!i記のとでフィリッピ

ンもしくは台湾以闘の商太平洋諸地域と多少とも呉ることは事実であってー概括的

に見た場合にも熱帯;:1;';:の中の;1七 mその主j区と巧-えるのが11l ち適当かと思われる. しか

し二の預区の中でち Wj~tの変化がfJ、なり 5!Í~イみられ、マングロ ブ組物が‘八重山

6 緩，沖制オミ品 4 様、奄美大島 2 径司 M!子L'; ・屋久島・ I L'!H 1却r/ij l 阪というように

:Itに向って漸減しているばかりでなく. 1也の海産動梢物でも全て同伎な伐|古iが見ふ

れるように思われる.このような市北の売は1::1 本本土太平洋岸附FI:の;咲き'!~;m・ iiijf;，えで

も見られる現象であって，同じ J一ブゴ.

る と‘耳斑主持主熱!具引!~':iトu山川.:引川川!H山iHげ;t;海域jじじU凶;'封，ì;1悦;Ì!品拘制~;I品削oiμrl(北E束長2対端d品\)の l束反京汚口のj討1社i日rT吋オ水(j迫盆の むのを羽琵i~然;j主治訓!主長以:子W，日;出i日;.海域f治ち掠i~端;品出i品l(f:防itむ'~f打fr凶百

端)の鹿児J品る浩湾.口の t指汚宿のちのと比べると'情成持者l(が減少していたり(羽越，

19(0). 1討i じ種類でも生息密度=が興ってい t~ りする.つ主り日本本土Fl'i'f-(j) tJ..j 合で与

も，南西諸J:_占の場合でも. 1;主上気(1丸海中米í，，~を r~号わず，終疫による冬WIの泌!空交

化の勾配が強~ ){tが， il品!主1:;Jfjt:のほとんどないフィ 1) ッとシ以前のか i基地 Jj とは Y4r

た顕著な生物十[jの南北変{じを生ぜしめるのである.

また逆(-.:日本本土Hj:'j':の到熱裕海域の rlJでも、地f11t.地形的に外洋ァicí 見1.\;'!:I.lj 系:の

;;ジ?手を受:ナ易い!]、地域;こ Jふむしろ熟読性の5~H l生物干11が局地的に晃〉れる.紀伊

半品先端iの滞!の仰付近が，この上うな地主主であるよとは以前μ述べたことカ?あるが

(HOHJKOSHJ. 1957)，その後tこもこれを戒する資料は的力11 しており (SJ Il KA:'dA & 

ClIINO. 1970). またここには耳目熱帯tt:の Cliω'o/lÍa sauliae ポウシュウボラの{也に南

西諸島以FiHこ広く分布する熱帯性の Cli. !ritol/ is ホラガイが少会かうず'1二店、するこ

とが知られている(lJ<脊ほか. 1973日!削以JJi仰すでも，後 1;占 IH ì'ljl;~ill' イ干の鞘HJi(・l'i'i
には i立[iJ!U IJJ J，\!jの 'I~ftのよ\. ，場所があるが. I ~l61 il'に ~;Il揃の湖沼りで採集制~~した結

果では、 iυ17.本!ド五本一土七 f南干有11以;戸2の!従i自仮i長1 然，引;日出沿;日汗;?.j海毎域の一店!::(母引((

7ズ:カガ，イ . ~ì.:rþlllorbi~ imbricaf(/ オオへビガイ ， PI与allia ferrea イソニナが全く生息.せ

ず，より 11)1水位の近紋極 A. lieimburgi カサウラウズ， βivonia sp. タツノコヘピァケ

イ . P. cillgu{ata シマベッコウノごイがそれらに置き伐って持通純となって L ーた~

から鹿児山市n!IJの 11t.児島大字水1む学部前面の峨て'はイソニナのみを採集している.

これも法外からの泉州|系の外洋水と鹿児島問奥の錦江i13からの治lt} 7]<.との分布状態

. ;刊の ~Iilでは年1m役目hlij、，ぽ線、斗~ ~;:j ではt:ì年1i\1i: 2 ilh:f.七の'i'f~、がI:.í，楽されている(/.'1j]'f敏ワj
林 fi-Jζ氏誌 l
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に Wlj主する JJ~象と思われる.

以後:ニ， hび南泊\諸島とフィリッヒン以南の引税制に見うれる多少の法見と.中

新 1 ft化手二 Þ!釘i相とのWl;llについて述べたい. Tel，ι況、oþ ÌlIII/ ピシニンーゲイ(ま熱帯闘の

マングロープ:こは多 11主する 11-通様であるが.南凶諸島では西表品の各地りマング

口ープf也市に多数の死殺が存在し，また平[13t=l.r:裂からむ多数出ニlニし(街平、 1980 ， p. 

67) ，さらに宮古島品目(丙平‘ 1976 ，表紙絵)及び沖縄本品金武のマングロープ地事

でも組めご i''i'iかなが，)死去交が何られているにむかかわらず.これまで生買は全く採

集されてい/'~l ，(京大・理・動物・河手守孝i導土混入これは三j南半島の相依湾側の

小I!~ 湾(illl'，;':汚，宮川符)の湾 1た干潟の現世准積物の直下に多数の死殺が存者Eする

A 1/0Il/tJ!OCII rdia (.4 IIIIJlIlJ!odiw'//s) SIfIl(JIIIOSlI シぞヤガベゃれeroþesfa 11 icoba rica ユ

キガイ ν)~Uj が. (.J'近海域か J， Ji全し もし二極めて締れにしか見られ寸\また

WJ~fの貝塚{こ反イ1:は I!Li 日本のみに生息する A /lada}'{[ (Tegillarca) grmlOsa bisene山台

ハ f えf f が多産するのと共通のE見象であろそと考ーえられる.

()y A:¥IA (l~山l)が八尾 l雪~ーカう記載した Te!escoþùt/)/ }/iþþOJ1 ÎCll III は原著者が比

絞し仕上う μ現位の T tc!cscuj!i" 111 センニンガイに極めて近しその温度嬰求も余

り変うないとすれば. ミ力時代の古気11'.えは現在の八重111 よりも温く，少くとも否表

Eパ仁語貝原の時代のもの程度でなければなるまい.しかし同じく大山記税による

CIiÏl 川E/lS ("'''iz.oþlwrilll /lJ'l吋 I ~1{(lJ /{)II)ω/IlS が，現在の L・h. (RIi.) (.'(1.ρIlCII7/1S ガンゼ

キモド守;ニi止。， .主 j~ Lillori}/o�sis miode!ica!/lla が現在の L. carin かい，/ (HI慌のむ

のじも花'沿っ11、持(g)]のれしくない variety ，わり， ， .:j~いものであtw: ， 同部とも東南

アジア地.1&のマングL1ーブには 1.1.: <作 ilÚlミ見られるものであるのに市街JfíJi，'j には全

く分布していないものである.

t た TSUD八(l 9:i~))が.'.1:1瀬作集16から記殺した Rimdla toyall1al'}/sis ゃ lIolcmfl

osa !O(/JI0ωISふさらに OTlJKA (1938) が11: IJ;( )2_び ;It山の'1'事Ij'IÎ'Î から持l';~;' し， KOBAYA・
《・る'.'

SIlI & HOIWWSHI (1 958) も小泉似の中将!clから紋脅した GlobularÎa naka/l llυτ71 な

とも，それぞれ氷山アジア各Jむ!こ iiti凶な R. ( \1(/1たosρim) canc・ellata コウシソデ77

イ ， v. (Volcgalea) coclilidia アツテングカ‘イペ，フィリッピン r)ìi G. (Globlllaria) 

_t711c1 t/υsa モ Y レンタス'ガイ μ極めて近縁で， I弓れも南西諸島には凪の分tnすらない

も ωてeある.以 kμ述べたことから，むし化石者1;の混度裂求総IJ!Iが現生のむのと同

憾であったとすれば、災日本の中新 1I!: U)上記の諸慌が生存していた時代には，古気

候が反抗:ρ八位1111 よリもっと 11乏かし少くとも現在のフィリッピンお1I立のものであっ

たと号えねばならないのではなかろうか.
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博物館のものと人*

糸魚Jl I 守古 ー傘事

4干ー 一ー

第 126 回の古生物学会作IJ会 (1980年10月)のf)r に;.~.; 111 を訪れた.会場は~.~;山市外

学文iヒセンターで. rlí 会IJ90対王子を;記念 L てつくられ， 1979年にオーブンした博物館

である.自然!と Il~ 示Þ1i ，里II工 IJt示主，プラネタリウムをもっ‘延);，\2Wi H~ 5600111' をニ

す. :1 階建の堂々たる径約である.会坊の設HIIはすばらしく，気持よく例会がもた

hた.

博物総運営に関係を持つ立場にあるので，他の持物館をたすーねると， 'fljの 13 ・ 51

のけでよい点・惑い/.(を探 f凶作が4誌についてしまうている.このすlï も.f，t、!'in 時Ii\j

を干IJ 斥j して何度も民，{;;室へ!己を巡び. ý，，-q':てをさせてもらった.また，懇親会の-tJfに，

J自己l:jJl当の学去~Hのむと訴をする機会を j1;' て， f!l~・のあらまし，運営の問題点などを

{司うことができた.

i{:.也にいって，この結の l当然史，とくに ， Jm'子m~門の民示には不満足であ勺た.

一言で\ 'え 1% "\・れらの"にくらべてもの"が少ないのでんる.このことは，こ

こだけの問題でなく， 1::1本 i二ぷける，このクラスの博物館(県立または大きい市の

市立}に共i並にI，l，られることである.もちろん，大阪市立自然史問物館のように，

長年の f.，:Wを店従に， 十分な内符をもっIÎ}r もある.

ニグ)1学物館もそうであるが，このクラスの刊}物館;立 i ……記念」のモニムメント

として )Ë.tLtされることが多い.でき一卜.る1I.J Jlf:が irJ:rJJにさまっていて，次に4Jl物をつ

くる， 'として. ~~IIJ，j~ = ，1，長示が々えられるのが符泌のコースとなる.これは博物館づ

くリのコースとして.iEしくない.本42J‘もの"があって，それを仇~Ú し，一般市i己

lニ見せるためいつくられるのが博物館である. }t!_I，、 L ついて 3 tr'.や 5 11"'-では i'IJ(去 M む

の"が集るは r はないのである.いきおいレフb リカやジオラ?にたよるニとになる.

，(，か不幸か. IJ 本の民主:技1i:i は也・界でも→ ~rrEだから， ~tがあれば，見栄えのする，

立派な 'J~示ができ J'.ってしまう.しかし，何となくなしい!さじのするのは広だけだ

らうか.

�i'; 111 rri科学文化センターはプロジェク卜・チームをお L 、てから 4 1r 余りて'完成し

たとのことである.化石についていえば. E<与山県には千取・八倍・氷見をはじめ.

日本でも有数な産地がある.そして，この館は 10人近い，専 I"Jの学芸只をもってい

る.それにもかかわらず，先砲の不満のような..もの"の少ないという間泌が残っ

ているのは， 4 与の 11モ J~ ではいかんともしがたかったことの表われであろう.そし

て，地学部門の学芸.wが 1 人で.しかも岩石学の専門家であることも，これに拍車

• A few problerns 00 museul11s 
“ Juoji lTOJGAWA 名古屋大学理学部地球科学教室



122 Fossils r¥o.30 February 1981 

をかけたと，IJ.l..ゎ iL る.

1 980ijõ代{土地方の 11寺代だといわれる.地域的なものへの指向が， {f: 1五1 il~1に進んで

いる， τFE1(と・画一化にあきたらなくて表われてきているので・ある.こういう 11与に

ニそ，地方における1事物館には何か，他と i主う，ユニークさが.!lJ5";J，されると忠、わiL

る.富山 íli科学文化センターは，この地方の i当然史研究の i つのセンターとな IJ う

る体質をもっているといえよう.学芸只の数やii孟Wiに十分それがよみとれるのであ

る.

地学古1\ 1"1.とくに古生物に|刻していえば.地法の燃本を総極的に集め. )J~示にも

りこむことが望ましい. 1 つの巨大な;恐竜のレブリカは-，11守 (I~には人の日を; 1 くだ

ろう.子どもが湾きご立し;;だろう.しか~，長い tl で見れば.人々の生活する地域に

結びついた，地域の材料を i史った民示が，本当のt#物館の滋!として?沼められること

になる.

集める J といってしまえば ti1i !れであるが.いままでの伊IJをはてもわかるように

谷易なニとではない.やはり，人が必裂であろう.ここでは，市:1::物分野のや:;_!f 1~ 

の FJi 只がぜひ欲しいところである. !.:.、く地q: ，~lil"I:.:WI して'. 'えは， 1+1=2 でな

くて，カは 3 にも 4 にもなるだろう.人をふベJすことは ('1' 々むずかしいだろうが，

行政当局の思鮮の下に，実況されることを強< JUll手したい.さらに，まわ i) の 71 を

集めることも必要で‘ある.すて'に進められているようだが、 jJif: ・ I lI j 校をはじめ.

1よく地元の liJf究者の力を集めて，資料収集・(iJ["'J't. jHí: Jえなどの|リlìq\1 Í!Îiの i，~w!J を治 7と

にすることが宝まれる.これらのことの~[(嬰'1'1:を広〈均lってし らうニと，これも問

題の解決のために大切でヤあらう.

-もの"に I l\l しては，もう一つ問題がある.位jE，次のようなぷを IJf) '.、た.大ヴ:1\\)

{系字;ーの発計だが，それは，r JÛl)jに博物館ができて，そこに阪本が終的するようにな

ったので，燃本が集まリ{二くくなうてI1d る j というミとである. I lJ lifì以米の '1' 火山

権il~J傾向は，学問の分野でも ~91 く，ぬイ正でも残，っている. ~、 L ・ ~.~~l{ ~~!iすべて rll 火-へ

(大学二や凶立体物館などjの 11.]' 代ばもう終りにしたい.いまやlj' ゾ1.:，. ~S rl' の 11，)'代ではな

いのである.かつては，地方に卜分な保存の泊"辻がなく， t号{4~が欠われたり， I日(~，

てしまう可能性が多かった.しかし，今では， ';;-:!l J の 19リに礼る Jとく，多くの.そ

のための技術がつくられつつある.しかも，先住から 5~i 謝して\， ，るように，いもの"

の不足 !i 1:1に見えているのである.先程のような古い考えをJitてて，大学の ftJt:先ずí'

:二，むしろ， ;t1t.:fi.・研究した地域の材料を，たとえその--ffiliて‘も.地元へ還えする

くらいの父4.\・をもたねばなるまい.これが，地ほにある博物館を充実させ，内容を

盟かいする一つの方法と忠わnる.地域博物館に保存された標本が研究材料として

必要ならば、出かけて行って利 1討させてもらう，この姿勢が必要ではないだろうか.

-方 ， LH三にわたぐて :f.liHi されているはずの大学の様本はどうなっているだろう

か.大q.ては l当然史研究の大きいぬ点として itfi !WJ し，地質学・古1ドー物q:の分野て'見て

も 1リJ ;"fì のはじめに東京大学がて'きて以来， JJ~tE まで，研究. ;lW}iが進められて.

多くの襟本・資料が集められて~ ，る.それは一般の研究の他に，みグレードの学生



IIg 千1156年 2 )J 化石第30 号 12:3 

の尖JAf-FFzA7μ よるものも含み，膨大な ldーに 1えんでいる.

どのk'tへ行って凡ても，廊下には総本格jがずらりと Af~んでいる.防災上IIJ1越が

あると指摘され，また，いろしもろな不似が生じていても，この1見状は変らない.そ

れは.日本の，今の大学には，これらの漂本を経理.し，保存する IÌ立 H/iがほとんどな

t ・からである.長年に収集された傑本のうちには，廊下の J'.-I;同にほこりにまみれて

放出され，あるいは産地・ ì~;líとなど必安ーなデータが不 11)1 となり， fj'J~同然となって

ゆくものがある.そして，祈しい建物ができて， '.!I越しというようなことになれば

盤尽きれ，約てられてゆく運命にある.金〈不思議な，そして無駄なことが行なわ

れてトる.先千三の . Nl物館の M もの..の不えはどこの国の誌なのだろうか.

ヨーロッパやアメリカを旅行すると，しばしば University Museum にお 1=1 にか

かる.大学の li1f'先と・IHi して以リi された総本を保存し，後て'述べるように，研究・

1バポ・敦子f . j:fj:)えとい勺た博物館活動を行っているのである.日本ではこの純の博

物館は数えるほどしかない.しかも，大学本米の機能である研究・教脊と rMJì坐して

いるものは少ない.京大総:fT資料館がその数少ない UnÎversity IVluseum の例であ

') ') . 
11 ，c j!Ïになって， J子大'γ:で資料館の設立がIU十ばれている.大学・研究者ーの )tiが大に

なり，これにこたえて，文部行も重い|践をあげ. 11剖alは少しかかるかもしれないが

実JJLの機j~が '1ミれてきた.盟1'1'，な"もの をうまく技壊できるだろうか.その利用

が卜分できるだろうか，そして. W.料自立では，博物館i百到Jがどのように行なわü る

のだらうか.

先はどの地球のt'!1物館と述「て，大学w料館{止..もの"の惣旦11 ・保存がuγ であ

ろう.資料館のスタッフだけでなく，子j吋11. 教去に所泌する!iif究者が収集し，研究

した資料;土資料館に悦ßR・仏:-({きれる.そして. jlj.)支の刈 )IJ を待つ If3 となる.当然，

公開されて， i11主でも干Ij)りできる形をとらなければなるまい.そして.あるものは学

主への教TfJIJ に.さらに.一役への jlíj: lえのために民示されることも必要となる.

2. 3 の IHJMfiがある.博物館を構成する 3 つの袋索.1ものJ. r 人 J ，仁注物J( 糸 .~ll.

川. 1979Î のうちJ もの"はまず問題な L 色としよう.それがあることを前従に話が

進められているからでおる..往物"も ~K'ま問題がなくはないが，つくるとなれば当

然引与されるだろう. lI il越は"人"である.行政改革カ代、われるようになゥて久し

く，公務Hの定Hは削減につぐ削減で. JJt在の大学は多七五化する研究・教育の'11で

人子不足によるさまさ"まなイ"I~' を含んでいる.かり:こ，資料館が発j辻するとして，

Jをふへ人民の11c.也がどのような形で行なわれるだろうか.おそらく，研究者liiLi{}

えですまされることが多いだろうし，故少の tHfi .技術の人が自己抗きれるニとにな

1) かねない.

こうなると，まず"もの"の悠理がペJっとと~，うことになり. 41j' fIJつくっても資

料館=博物館としての機能をはたすことはむずかしい‘特に，教でJ .展示・ ilf[ )え:主

切り捨てられる可能性が大きい.現iニ，大qとの資料館は一般には公 IJfJ しないものと

いう声もある.しかし，原点lよかえって考えた 11寺，たとえそれが大学という機関に
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!訴すると1"う特係性を持つとしても，博物館本米の機能を~すニとが望ましい.と

いうのは， r大学!.:1変った j とレわれる|時代ではあるが.まだまだ rlおかれたもの」に

はなって\"ない.一般の人には，大学:心ーまだ速し・存在なのである.このような状

況は永年;ニわたる大学発展の過程の中で生み出されたものであり，簡単には変えら

れな1"ものかもしれない.しかし.資料館の公開・展示は，真に開かれた大学にす

る，その突破口の一つなのである.今や私たちにはチャンスがやってきたど\ 'うべ

きであろう.

たしかに.一般の人たちに，わかリやすく説明し，理解してもらうことはむずか

しい.しかし，学問の底辺を此げ，それを身近のものとしてわかってもらうニとは

学問の将来の発展に大きくプラスになると思われる.大学を，かつて\， ，われたよう

な f象牙の塔」としなレためK ，ぜひ 一般への公聞は実税したい.またしなけれ

ばならな1， '.イギ 1) スのケンブリッジ大学のセジウィック博物館や，ノ什j の高等鉱

山学校の博物館で見られたように.スタ ;1 7 が，時間を決めて民示室へtlL 一般の

質問をうけ.説明すると L ・う姿勢を学ばねばならないだろう.この両者ーとも，研究

室のすぐ隣リに I長示室があったのが，今きらのように印象的に足ll，'出きれる.それ

にしても，十分な"人‘を要求した1，'，

最後に.ヨーロ .;t パで見た，じniversity I'\'luseum の\ 'くつかを紹介してぷく. \, 

ろいろ私たちに教えてくれるニとが多川からである.

ロンドンから西へ約50km レディングにある大学付属.イギリス・ lレーラル・ラ f

ﾎ (English rural life) 博物館はなかなかユニークである.弘前からは-.J' 判断し;二

くいが，農業技:に関する博物館で， 1955年:ニ開館し.大学の農業史の教三U: 密接l 二

関係しながら活動して1"る.ブレhブの建物ながら，民示は充a夫して\ 'る.農業・農

家・限付生活に刻するもので，農機具・機械では.開拓・ IJt作・収後・家畜のかiJ#

など.道具はかじゃ・石犀ーから民根屋のものまである.大工jff.\.t.~立， I1 本のものと

形がちがって\"て i企j 白い.台所用具はf干の農家の生活をしのばせるよう!ー使\ 'こま

れている.

事;jl己中;と鋤の l氏不はスケールが大きく，特別j波は「かごJ と「レンカ二て\きめ

のこまかレ自己~が見られる.女↑守イーのキュレーターならではのニとである.ニこの

スタッフは 5 名，ニの規模としては少なくな\ '数だが、活動するいはオ分でな L ・と

L 寸.というのも.展示だけでなく，広\ '範Inl にわたる収集・記録などの治動を行

っているからて'ある.

収集!ま 19世紀-2例些紀初期にわたり，農業の歴史・農村生活・農業伐術などの資

料，写真( 19世紀半ば以後)などである.記録の方1.:1農業に関係した 2000以上の企

業の記録司農業間体・農場経常の記録が保存され.一部はカタログとしてまとめら

れ，書籍目録もつくられている.収集品・カタログ・インテ'ックスなどは一般にオ

ープンきれて、 a て，展示を見るだけでなく，広〈大学博物絡が利用されているとト

えよう.

キュレーターの f活では人が少な1"こと，お金が少ないこと，建物が子狭になっ
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で~~たことなと寸iえみはっきな L ・ょうであったが，日本と比べて，佑G:の涼があるよ

うに辺、われた.博物館に関するイギリスの伝統を見る思いがした.

j也氏ザ:・古生物学の分野では，オックスブ才ード・ケンブリッジの大学博物館J4

有名で，たずねる人も多い.ニこでは所蔵資料の公開という University Museum 

の典型をはるニとができる.ちょ勺と変った University I'v1useum がスオンジ一大

予 (University College of Swansea, University of Wales) にある.教京の '1' の小

さいスベースに Jl~iJ~主がある.内容は学生教子11刊で，一般的な解説(トビ y クスの

ことが多ヤリ，地域地口の説得1 (j幸]ウエールズの炭 111 ，ジュラ系などにこの大学の

研究テ-7 ，などが;;;まれている. ~''j:生の利 J!H土必ずしも多くはなさそうであるが

ねら\，{j: -1'7j、わかるし，できるニとなら，こちらもやって見たいな，と思う民干1~ で・

あ勺た.コレクションはもちろん日IJ主にあり，ちゃんと保管き，ll ，利用さ Hている.

パリのI'~:j~-; 鉱山ザ:佼の博物色n もよく知られたものの一つだろう.ザ:校のt宗本主を

/lli:11 と 11与 1[1]をきめて公開しているわけで，地味で77品ち;:{れ‘て L ・る.LI\入りの 11寺はべ

んを押して向けてもら'，' t夫f~ してイ'1えるというのも，この 1専ヰ勿長官にふさわ L い.そ

Hでも.ちゃんとスタッフカ代、て1'[問に芥え，説明する.この姿勢{立大切なことに

忠わiLた.

LI~では， !斗Uíi~ j:いろ" ' ょうだが1Jft(ô数 wの析しい p，l}物館が開館し，博物館ブーム

だといわれる.博物館がつくられるのは約椛なニとだが，つくる前に.そしてその

f去の辺公にあたって，やはり， þ草物館とは何か，博物鉛はどうあるべきか，どう運

営すべきか， IJ;t点にかえ勺て }j えてはるニとが必要ではなかろうか.あちこちの，

いろいろな博物館を数多くはるにつけ，々の感をi不くするのである.

参考文献

糸魚川 ;'f. -, 19í9: 博物館だよサ.主主:ÎLnl 日f，i， 220 p. 

ーー一一一， 1980: I湖北 I\'f物館に !~11与するもの(1). t'-'!物館研究， 15(3) , 3-6. 
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新刊案内

江上不二夫:生命を探る.第 21波. 219 p.，岩波新苫 112.1980 年 2 月. 320 円.

〔こiニ婆内容)1.生命力説から生化学司分子生物学，生命科学へ~ 2.生命とはどう

いうものか， 3. fWI 々の生体の紋持， 4. 生体をつ〈る物質， 5.fj手素， ().エネル

ギ一変換 í .情報の伝達と発現、 8.環境適応と自動制御1 ， 9.地球生化学， ]0. 

生命の起源と字rli生物学、 11.生命0)合成.

長谷川善手11執筆大恐竜. 96 p.，日本テレビ， 1979 年 111ニ1 ， 980 Pl. 

〆主要内容)恐竜とは，恐竜絵年表，こごとーヨ -7 自然史hls物館.ユタ州立自然?と

博物館，恐竜国立公園ニL タ外l立野外臼 j然史博物館， 1ft界最大の恐竜'fj'発見，大

恐竜図鑑.

指~Ií久義:古生物コノドント.四位年を刻じ化石. 222 p. , :V/ U正ブックス :158‘ 19í9

年 12 月， 650 IJ 1. 
C:i::袋内容)1.倣化石の 111;界， L 謎の化石コノドンい :l .1~q(.n: 11::の逃}じ史， ,1. 

コノドントヵ:語る日本列島の生いたち.

今凶鋲lIiJ :主体性の進化論. 218 p.，中公ifr -;t;: 583. 1980 年 7 月， HOP:]. 

L主要内容) 1.進化論の !tj[流ーラマルクとダーウィン， 2. ダーウィ〉以外心逃化

論その一一隔離説， :l. ダーウィン以外の進化論その二一定向進化説， ，1. 人汀iu)

.�li fG-J.é: !lj問題として.

.]、 ~R tii-:海底に探る地球の歴史. 108 p.，東大山 It友会 (i/) アース・サイエンス，

L980 ~- 10 月司同o 円.

(j-:要内容)1.深海底表!?j地積物‘ 2. 深海底准むi物での微化ì iJ日序， :~ .t~i住地))i~

での微化石層1子， 4. 日1間氷河と海洋変化‘:5 ..1北t符
(食P三E と i深浜百約向i証Jノ不f下;怒合 (ハイア夕ス)入. 

制 111 万生:生痕化石の世界 152 p.，築地内館， 19R1if.2FJ. 26(JOPJ. 

U=.妥 11'1 行) 1. I 七ま、、肢の fじイ i ， 2. h!li!Jの 4誌の{ヒ壬1 ， 3. tJ:べむ.1 の化 {Î ， 4. -j.)I 

1世物の 1 1:.ィ 1 ，る，氾の I(~ [!，I を7Jミすもの.
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で~~たことなど悩みはっきないようであ勺たが，日本と比べて，格段の疫があるよ

うに忠われた， 11与物自在に l却するイギ')スの伝統を見る思いがした.

j也n"tこ・ò'生物ザ:のうi、針では，オソクスフォー v ・ケンブリッジの大q:博物館:立

有名で，たずねる人も多い.ここでは所蔵資料の公開という Univ巴rsity Museum 

の典裂を見ることができる.ちょうと変った University l\'luseum がスオンジ一大

学 (University Col1ege of Swansea, University of Wales) にある.教室の中の小

さいスベースに炭:;1~主がちる.内容は学生教育用で，一般的な解説(トピックスの

ことが多 L ・)，地J或J也立の説1I)j (i釘ウエールズの炭山，ジ斗ラ系など)，この大ザ:の

研究テー7 ，などが含まれている.半生の利 Itl は必ずしも多くはなさそうであるが

i J. ~) ~ .は|分わかるし，できることなら，こちらもやって見たいな，と，思う展示で

あ「た.コレクションはもちうん別室にあり，ちゃんと似管き Ü ，利用されている.

パリの ri当rt，~鉱山'下伎の博物館もよく釘いうれたものの一つだろう. ~，/:校の標本主を

Jl�: 11 と 1I，'il日i をきめて公IHJ [_ているわけで，地11.1、て'洛ち:f'j: ，、ている，Hl入りの時はべ

J !r を押してIlfjけてもら挨tí詳してもå るというグ〕も，この 1事物館にふさわしい.そ

れでも，ちゃんとスタッフカ川、て 't'i ll司に答え ， ;Ht明する.ニの安勢{立大切なことに

思わHた.

11 本では， fo[l ï:!(!心、ろいうだがbitド数 iりの新しい þ，lj物館が開館[_，博物館ブーム

だといわれる.博物館カ・つくられるのはま社幹なことだが，つくる前に，そしてその

後の[並区・にムたゥて，ベミはり.博物館とは{可か，博物館はどうあるべきか，どう巡

';;("j べきか‘ 1)](点 iこかえ円て )j えて見ることが必要ではなかろうか.あちこちの，

1. ，ろいろな博物館を数多く見るにつけ，その感をi系くするのである.

参考文献

.ff:i!,I,11I ;字二， 19�9: t呼物館だよリ.主主)i: H~fi反， 220 p, 
一一一一一一， 19�1O: n然 æl~早物自i'i íニ期待するもの( 1 ). ~，~:物館研究， 15(.3) , 3・6



126 F05Sils No. 30 February 1981 

新刊案内

j工上不二夫生命を採る.第 21坂. 219 p.，岩波新 i l:;. 112 , 1980 年 2 月， 320 f'L 

〔主要内容)1.生命力説から生化学，分子生物学，生命科学へ， 2 目~-命とはどう

いうものか， 3.個々の生fi" の維持， 4_ 生体をつくる物'I"f. 5.@素， (Ìーエネル

ギ一変換， 7. ti刊誌の伝達と発現， 8. 1}長j交通応と自動制御， 9.地球生化学， 10. 

él=.命の起源と字'dí生物学， 1 1.生命~合成.

長谷川善平[J執筆大恐竜. 96 p. , 1]本テレビ， 1979 叝 11 月， 98019. 
(主要内容)恐竜とは.恐竜給年表，ニーーヨーク自然史博物館.ユタ州立自然史

t'-'i.物館、恐竜国立公園，ユタ+1-1立野外自然史博物館‘I!t界最大の恐竜'1'}')8克司大

恐竜図鑑.

縮努li久義:古生物コノドント.四位年を刻じ化石. 222 p. , NHI-ピブックス :158‘ 1979

ij' 12 月， 6::;0 円.

:主要内谷)1.微化石の [U;界， 2 謎の化石コノドン人 :1.1!...4(.íj)fの i主比史. ". 
コノドントヵ:語 J3 日本列島の生いたち.

今凶鈴子号主体性の進化論. 218 p.，中公新~If 58:1, 1980 年 7 ,rj. 140 PJ. 
;主要内谷) 1.:ìlli化論の版流ーラマルクとダーウィン、 2. ダーウイシ以外の.illi化

論ぞの一一隔離説， 3. ダーウィン以外の進化論その二 定向進化説、，1. 人:f!'!U)

i主化一応 'liIi司也ーとして.

小沢 rf. : 海底に探る地球の歴史. 108 p.，東大tll版会 UP アース・サイエンス，

1980 ff 10 月， 980 円.

u二斐内容)1.深海底表!?j治積物 2 .1染海底准有i物での!激化h/r'i序， 3 .t\~llii地岐

での微化石I:H序， <1.市村i氷河と海洋変化， ::;. .It極氷河と気絞変動， 6.深海民枝

氏と:誕百Ijイミ笠h (，、イ í' タス).

rl.ﾎ 111 )~'~I:. :生痕化石の世界 152 p. ，築地;!?自立， 1981ij:.:2} J , 2(ﾌ()OPJ. 

〔主要 i人l行] 1. ft まい伎の化行 I 2. 行動の必の ít1 i ， 3. J't べ 41\ 7) íヒii. 4. 1)1 

泌物の化{_i ， 5 ，犯の I~(V，I をすIそっすもの.



自然史博物館造句に想う*

太閤正道・・

はじめに

北九州 ili 自然史博物館開設準備需がUii利 53年 4 月に開訟さ tL 早くも 2 年すが経

i位した.

しかし，まだ本館の建設予定地すら定まらず • -f'主主された憐，tlの実現が軌道に来

った段階でな L 白ので"自然史博物館造 1) と\ 'った題で書くのは気が'J I ける.しか

!....秋古 f;科学博物館て'20 9".j丘〈内然史博物館活動をして来た私が，どうして北九

州市内然史博物館の建誌に従事することじ踏み切ったかの問題を多くの方々に知〈

ていただ手，この活動に伝助をお願1"したかったので.あえて筆を取った次第であ

る.

白亜紀魚類化石の発見 博物館建設へのいとぐち一

i\ll j荷主が聞かれる主主初の出発点 ii~t }t;J+i市にある Ifl '14 i.薬庫跡地の崖\"から，地元

の小今生が数十miの怠.I， ~H化石 (Diplomyslus kokuraensis, D. ρrimotinus) の破 17 を

ほ!tし，見を通じて高校の理科の先生にとどけたことに始まる.その燃本が先生の

千から秋白台科学博物館の私の所にとどけらHたのは昭和49年 9 月頃であったから

もう 6 年も|ドjーのニとになる.

この.~\'，tri í じイ iii (]'JE紀前期の関門 1i1 r.~ 脇野<l!i)!'Íf，f:産のもので，日本の硬骨魚化石

としては肢も時代が古く，私が(イ'1tのじ~jから見かけていた中国熱i可産の 1) コプテラ

に 見似ていたので私i立大L ・に興味をひかれた.持って米られた化石は完全な形の

もの li---つもなかったが部分的には比較的保存が良< .発J属作業を進めれ:fその産

4たからかなり大以な徳本を手に入れられる可能性があり，研究を進められそうで

あった.そこで標本を持参してもらった伶塚孝先生(当時北九州高校教諭)に何

とかこの魚矧化行の発1M必盆が，'1\ 7fそないものかと相談した.曾塚先生の下調べで.

産出J也 i止|日帰薬""湖、で一般の人の立入リ禁止区域であり魚類化石は約25m の崖の最

上部附ì!i:の，f::J 3 111 の J\'Î であることがわかった.そこで土地を管理している大蔵õ財

務局に行き大切なt'l然、文化財であるので発掘研究させてはし L ‘と[~恥， :11 た.その結

果そんない大切な文化財であiLば正式に謝査団を組み，市の文化諜を通じて計 ur願

を持って来るようにとのニとで‘誌が大きくなった次第である.そこで福岡大学鳥山

隆三教民(県文化財専門委員)を顧問に私が調査団長となり，県門家の上野姉休博

1:(国立科学博物館占脊椎動物室長)，長谷川善有l博士(機浜国立大学教佼)など専

• On the founding of the Kitakyushu Museum of Natural Jlistory 
•• Masamichi OTA 北九州市白然史博物館開設準備室次長
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門家と J也必の件塚先生そ:二じめとして総勢十数名で魚、 ~íi発 ft:M調 lt1'll を組織 L ， d午可

を得て発射する事になった.第 l 次魚類化行調査団の先制作業は昭和五1 年 5 JJ 2 R 

よリ 9 Illtllの H f，'Eで行われた.北九州市文化課の ti:::起も待守数卜人の協力で )cI':ü;立

進められた.た魚類化石'i'iがJ手さ約 3m あリ， 45' J.)，_I :fl可1余l しているので i守化干 it('ﾍ 

h';:上部のI'.líHi!l:'ニトレンチを切 1) 含化石岡を 1，;さ数!U('ßl ごとに一枚.一枚はも・でい

く発掘;去を取った.この方法はアメ 1) ウの恐 I'li_公園での発 t!:lÌ法を /J 、.1;Jì.棋にしたもの

である.

この発i:ui訓JltU:地元の市 l(に，約 I 億 2 f-Jji[二前の恐 '-C~年代の魚が山のmでみつ

かったと~ ，うロマンのある話題を-!!t供した ~h ， 発見地は!日 引Il >Jli"ìi 跡であリ，か

つて戦後手11•薬の暴発事故で多数の iE傷者を出すという 'l~故もあったので， J也厄では

跡地の返還j'nhが蝶んに行なわれていた.このような場所から tUll.な文化財が廷は

されたと~ ，うことで，報道関係の;主日を集めることになった. f1.たちは毎日光1Jt~坑

場 l二訪れる記者に，少しでも古生物のことや自然史博物館の活動を.fll\解してもらう

ために出米るだけ詳しく，発見の立義やか、li(f じむーを j泊して I~ 然の '1正史の持つ，[1，変:・Yi:

を説明した.発制作業は日数が限定されてお 1) 司重子tf動である j二い説明作業が1mわ

勺たので毎H免おそくなリ.最後は現地泊 i) 込みという状態になった.しかし，ロマ

ンを追う作業であったので皆一致協力して作業しでくれたので父符のよ L 党制作業

となった;前 l 次発-I~I:のあと資料守主君!をしたところ， ，(r，l. 矧!'tとしては数百点をほえ

る数の資料が抹集されたが，完全に近い形の標本!;!:. 5 - 6 標本にすぎず Diþlomyslz品・

と思われる魚以外にリコプテラ引の魚額化訂も二くわずかではあるが存在すること

がいJ Hjj して米た . Diρ1011りoslus も析的として lE:r\: に記械するためには標本のfいるも

のが I{ リず翌年もう一度発掘調子tを試みるニとにした.翌52年 5 J J 再び~~ 2 次発-1';1:

調先が行なわれたが地元の人々の関心は第 l 次の時よりも高< ，発J凶作業:i:i かど

った.この発J屈も報j丘関係が大きく取リ上げたので.北九州市長の斗，二 j主すること

になった. ~"'; 2:大発-1\1:が終って間もな\"ある日，北九州市長谷{五平氏が突然{火吉

台科学博物館を尋ねて来られた.谷市長のオ~，ttは白然~博物館とはどんな活動をす

る機関か勉強したいと L ・うことであった.

平Lは秋7ff:科学博物館のI.t(:示と施設をーj凶り案内した f麦、少し詳しくド1 然史博物

館の活動につ~ .て説明したがそれは次のような理由があったからである.私は北九

州市出身で.秋吉台と北九州市はそう遠くなし・こともあり‘北九州市にも古生代の

地層が広〈分布して\-'るので時々調i'tの犯をのばして\"た.ぞのうちI也厄の用不十の

先生方とも知リあい北九州市にも自然史博物館が出来たらと\-'う願\- 'を持って」・た.
昭和50年，曾塚先生の世話で地 J乙大学.高等学校， LI'学校，小学校の理科の先生方

を ql心に北九州・|市白然市博物館開設準備世，;百人会なるものが任意団体として結成き

れ，彩、も世1:話人の一人にな4 た.

この会;ま n 然史博物館につ\"での勉強iや.もし北九州市ι 自然史博物館が出来る

とすればどんな自然史博物館を建てるのが理忽であろうかとし・った問題を出しあし

討論し，自然史博物館建設の機巡を盛り上げることを主目 (I~ として\，.た.会は数ヶ
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IJ に~[ilj :ZO人以上の人が集まリ，店、が谷市長に会った II;'{点では!現に 6111] ほど世，治人

会がIlfjかiL，各世話人から出された理泡!的自然史博物館伎はかなり凶ま 1) かけてい

た，かし，このJ1LtLW~は建物延jfûW ~ 2 -3 Jjm' をもち，学芸員数も 60名を越え

る Ai制見なもの'じあり，これを十 1:会の'1'でどうして実札していくかに行きづ「まって

L ・た.公ではJ也j!iに 1~~j1(を様 t) 上げるミとがまず第ーということで， 1;' 然!と 1'.1物館

の必婆「i を理解してもらうため~'llH教 II を対象に L たノ fンフレ y トをみ白が少しず

つ般会 L て作る・(I.l~il を進めていたl立 1:皆であうた.

'rf. I川、が f'kcii T; にこら 1 したのはニのような:j}~r~の時であったので，弘は自然史il!1

物líîiの fi!; rli 社会における必要\'1'1: とその}，I;本的活動に閲して少し詳しく t況 lり l した 1t

dik は五九の i之、仰I)J を H~λ 上< IHI ，'たあと大変池~~!になリ;ましたといって帰られた.

ょの 11.'，;:土 11I:i]，fi 人公の;立はをー!心jEMUニ jliL~ にいえたので h~tJ )止であった.

この世aiA 人会グ) )-j 々カ、 '1'心とな「て， ':1.&1，史博物館 IlrJ 設準備不が立支出さ tlてから

1 :1', j己らヂで“ n 然史 }jの会"がl昭和5・ltj汀 H に発足した. JJL イ1: ，会 II数約而0 ，

会'W"わたしたちの "I?!.，~ ..も 7U- まで発行されている.

秋吉から北九州へ一自然史博物館造 η にのりだす一

tυl 千常;

べ斗~ i作ι千仏'店訓止丸刻，l_f先tI卜川.1刊Ili口i との/今「パf後灸の b州JI"究完の j活佳め 1方j グの)i述坐総， 以前よりグループで子ーがけていた大

)i' ~I，\・の IÎI'kil，iJ の ly，l，j ft とい「た 11: ・ jfに 1Jr H を追い;;~辺さ H ていた， jl't，大分のィ口氏iI司

に数 IJ 7) (-定て'，O~j ftにい勺ている i淀川1 :ニ'， li~li連特があ，)， ?~rlj 長から H引l\しがあぐ

だのて刈j ってくるようにとのよとであった.

IliEに会いいjj-勺だと二'). 1\の .-''，j~ 比をよくJjえてみたが， "1 分、はずぺと以 lìíj か

られのいうような，~， !存在刊ザ:系の昨守均台'11がili: f，，'mlliに必裂であると思勺ていた. Jm科

系の人とは会う機会が少なく建立の機会がなかった力<:g' ，自然科学博物総j立 1) を子

f:、可てくれないか，そ Hにはま~~世言前人会を(1;円て，'J'，発するのが・番スムー 7;に行

くと込l うが仕L前人の人数はあまり多くない々がよ~ ，と，也うとの ;'ji~' であった.

~:J， は 1" y!.，史的物館活動に興味を持ち伏占 f;fl~';::1専物館L 1fi))めるようにな「て約20

fドピ，~然史 1\'/物館iE りをや勺て*たのではあるが.本格的総合自然;_t持物館i立リとな

ると初めての託1肢で fj lJがなか巧た. f;l:吉台外学博物館の場合は特別天然記念物

".fk~~Tfi" ， "伏ヲ~'il'iJ ..という大きなピ|然文化財をかかえ，ニれらの{米議と 11;1民に刈す

る文化財保護の作袋~i刊')J と L 、う比較的|以られた目的があったので巡営しやすかった

のである.すなわち. "ú'~(岩の科学"という点い焦点をし :r リ，研究室づくリを基

地に自然主人間との係わリあいを教育活動の基本としていけば成功するという州(r:1え

があぺ í::. . 北九州市自然、!.J:.持物館の建設ということになると. ']\.'h'tが少し変ってく

る.自然~に除!する総ての物{ド)，:IEJ廷を刈象とする総合 l~' 然史|今I物館ということ μ な

る.こうなると Ji~ リ抜う資料のやf!.fliペJ数も jl~U~(I~Jに増加し，かなりな規模が必要に

なる.

しかも北九州の場合，資料収集は無から出発しなければならないし.膨大な資料
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をどのようにして収集したらよいのか.また市の見出も政令ftfr! i と大きく，認識づ

くリむ図聖Iiが予111 された.こんな条件の中での本給fl~総令 I'I~史博物館i立りとなる

のでこれは大変なことにな「たと I~'l ;，ぶし た.北 )vJ+\ iliーの翌Ilf司教 mJiであった父や，ベJ

(ま 1) 教自i1iであ勺た 11):に相談してみたが..とてもお jjijの力て':.iîi:jがÆすぎる. fふをこ

わしてしまうであゐうからやめた )jがよかろう，ともかく}J;l.faJiの μllJ光 ~I:.iょよくキ11

訟をして i)~めみ"とのことて\1'ヲ F た.

当!l与野Jめていた秋吉台科学時物館は IIIJ合であり， jl� r~に?必ずi した科学，文化hE動

がペJれるという点では理JE!的であったが予算も人数も少なしむし;5:< :二本格的視

肢の|当然史w物館があればTi.~ 、:ニJlI)けあってもっと効果の大きい社会教ff活動や !ilF

究活動が:H米るのに，とはがゆく，也ってトた.

ょんないきさっと・J_í.j'，'í を .Q 山光1J:.に tFLj;たしてみた.先主{立何人かの JTU..:ぺたのF'先

おーい相談されたようだが次の採な紡J15 を :H された.

北九州、|昨日立 11 本にむける近代工業の発生の地で:'lf.況にも }~I: まれてお，) ，イご杭{内総

合 I~I r!.~ ¥t Ni物館の処設にはふさわしい:U也がらだと店、う.また討の 11 jJ.身 j也だし子い

ってくれる人も多かううから・.1 1 き e支けてやってみたらとの話でん勺た.また資料;二

関しては，これまで研究京が俗立された本給的 I~I Y!.~ 史博物館が近畿以 I'Liに皆!!'[，の状

態だから，分m学を-，~I押すとする先生方のt'，~4~て'行き坊がないままになって'. 'るのも

多く， ìíJf'先安泣けを法(t佐(...:. ~\Il門家を#て i l::rある千三l!;Iーの巨I!然史の J，'，~治資料(立 l七位(1:)

x<，iWj 日で収集可能でレはなかろうか s との立見て'あった.

官、は iヨ分の一生の研究計画を -， '1.ι決めて'. 'たのであるが，これから先の約 15 '1'.を

北九州市 1:1 然史問物館j丘けに，，'，t ~;'9 iL: :rM とかなるのではないかというがiJftに i主し

た.そニて'研究主i立，)を 14陀に， Jií 科大学なみの 1'1 然!と同物航を控設してほしいと

~ ，うごj'; を条f!1:に大役を 'J I き受けることにした.

きっかけは一小学生の魚沼i 化1' í ]'，の収集という，どこいでも，いつでら起リそう

な tl\発点であ勺た.しかし，よく々えてみると‘日本の{:I:会では生活に・|亡しく，多

くの人が 1'1 f!.\ をかえリみる余裕がなく， 1'1 然文化財の務ち治〈先がなか「たという

のが実状であらう.

博物館とはなにか

欧米先進|主|では.どんな小者lí Tliでも文化施設として， jlï民館， 1司書官官， !~k 史I'.'ì.物

館， I~ 然史博物館，美術館があるのに，どうした ζ とか IJ 本では自然史時物館が欠

落しているのである.この I京国(土1:-1 本ダIj}:，';(土小さな仏国であり J也下資 ~hj~に }t1: まれず

多くの資~hji を外国にたよ勺ているという特殊:tj士J'，'j' があったのかもしれない.

この間凶は日本における博物館発達史を調べてみるとよくわかるが，先ず政争'JJ: ニ

Ì'lH~になる悼物館とはいったいどういう施設であるか少し考祭してみよう.

f!J:界:ニおける MJJ)の悼物館(l\'I11sellml の成立は非常にせi 〈，ローマ時代か，ある

L 、はさらにギリシャ I!寺代 (B. C. :3 世紀以)にまで遡るとされている.人によリ 13:

見が呉な') rH物自i'(の出発点をギリシ T 時代に求める人と.ロ -711;\'代に三!とめる人と
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が;}，るが. ，'，~~史 IリIjq旬以の成立':1 ;1: 1り l らか， -ぞリシャ 11年代でゐると fj，:止イすえている.

すなわち，アレキサン夕刊一大 Eが紀心 liij ::1 1片紀ヒ:ji ， "1:*. '手術(ljf-'先:fí-のため fìlJ ，没し

た，アレキサシドリアの教fiM!í ilîに“rvlouseion" なる名祢をつけたのが，'， ?!.，!1:博物

船の itk宇りである-

1'，'H}Jfifiの }J;O:，訂“;vruseum" はギリシャJ!lljii5 tニ n1てくる次争11 “ Muse" にあ 1) ，“ル'luse"

:ニ付、げられた H~笠が“Museum" である.ニのI;t):'::(! ;I:q:I:lJ lilf'，先のJJjJi)片て'あり . "f: 1'，-の
集まる場所でんてた.したカ、円て.キリンャの“::Vlouseion" は J丸紅の一大学の:Jl発点

てあるという人 LJ》る.

ニのぞ 1);'" -r の・・l\:1 ouseiQl】..には大きな JlH\l がいくつもあり，じ:Ii司の中央にはf.:i]

1 1 :; ，その，~リに'1'リとの 13Ii': ・文:Jfi.I::ニ対応する実物，払:& Jj;l~ などが倒{ダIJ されていて，子戸

('j- U i'l JII に 'H物と立;紋とを!!日子干しながら汁請したと子?われている.したがうて，

“l'\'louseion" は i" 然史 1.:I !tjする Yt料が多かゥたと Jわれている.

々の{孟ロー ?H:'f f~ にな，! i't lj)i を '1'心に '~(IGNj.~旬以，寺院内物館といわれる t ，.lf~知自立

が 7t3主した.このH グ) t~判姉11:五 iH長ベ~ :'i'I~'fが!日亡に ιj する特権者としての以Jn:作リ

として i主てたもので，民示物いは式~i;:. ì!i 1~1也i.治両 J :i( ィ J ，鉱物といった 能的F

l(ではとてもf-:二人れる二とが 11-1\\11 な: ì~':j IlUiなものが収集の 11 '心てがあったという.美
術館や ~，':1: 1'，11物自白の成立はこのU，Jí~に;)(められる.

111本λに Jおf ける!拘1今?

7花仁 j主してきた- 11 本の↑'，'J守お主立法にこの ;;137干がはら.llることは 11êJ ド:~~ j ，lj.才知郎会，;j\ ( 1 C 

υì\'l:' こ，'1'，された内物館の定必と IJ 4~の博物館えたの主義とを比l校ずると l切らかであ

る.

1974 ;，・ 6 ) J l:fJかれた Ifl際博物航会議( I C 01\:1)コベン，、ーゲン大会i': jj , .て民

以された t'-'i物ífÎiの定必;よ次の j凶りであゐ.

I'.v.物jlli とI.t，十|会とその )e~日に泰11:するために，人 lü'[ とその時i1 J;'~についての物il'.]

/i!J也の(lJf')t， !f1. ft およひ Enjoyment を 11 的と~ -:-:_.収集~， í~t~1';; ~ , (lW5t L. í!;j主

し，民 ;J~する，公干IJ を LI ilなとしな， "11 (久fJ'J後I*J をいう_ (il，しさ; :)，のものも問物館

(ニ fT まれる a � I'XI. I~:陥および公文:}~:ftí'íてや{久的に:t-IH守される }J~ ;J; ~長，保存抱設，

b) n::長，行 Ili ， l(lj;iグ)，記念物 j立跡，!と~~・および博物館(I~J~I:絡を Lつ没地で収集，

似のおよび (J';j主的!f;j)を行なうもの， c) M物liil. 動物ljìj ， *~HiÏ， 1ë態的í'j' íftJのよ

うに '1'- きて， .るものを民ポ?と主総設， c!J 内然{却しi住地.tL!i;， e) 科う'!:センター，およ

びブラネタ 1) ょーム.

ニのmLiq きでよくわかるように，み jú] における博物館活動の多践で!:のため，博

物館の"主義を ill 米るだけ広範凶なものと定義している.しかし，その彼氏に{主人H:J

tt_会と l当然(段段 i という大きな二つの要素のHllL関係を Wi~tにしている.

H 本の博物館法による博物館の定義は次のようである.

ミの法律において[博物館」とは. 11，1: 史，芸術，民俗，産業， !'I然科学等に i到す

る資料を収-比し，保管(育成を含む)し 1渓示して教育的l記忠の Fに一般公衆の初

JH にfjlJ し，その教義，調査研究，レクリェーション等に資するために必要なれ業を
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行い，あわせてこれらの資料に関する調査研究をすることを目的とする機開(公民

館，凶言}bî'; を|徐<)のうち.地方公共団体，民法第3，1 条の法人，宗教法人又は政令

で定めるその他の法人が設置するもので第 2 ~毛の規定による '\tH を受けたもの.

1 C 0:\-1の怖物館の定義(.:.対して，日本の博物館法で!まよ 1) 実体性のある文化的

遺産という 1(11 に力点がおかれ，自然文化財が他の多くの文化財と 1 ，;]デ1I の一行1; として

位置づけられてトる.このミとは日本心お :t る 1'1然史系博物館の'!ê ì主史と現.ib')‘ら

みれば当然、であるとはいえ，今後の日本社会と自然との係わり{t-I.. .を巧える!:: ，も

っと自然史博物館の社会における位置つ'けを確立しなければと λのあせる忠 L ‘であ

る.参巧までに述べると，日本における鷺録博物館の数li 500 fi古川、合録を加える

と 1600館)を越えアメリカ，ソ i主に次， 'で世界第 3 fiL, ~と Tt録を加えると数の上で

は世界-であろうといわれて L ・る.しかし，日本博物館協会加入のよ194 firp!' , Iì然

史系博物自店として TR録されているのは，ごく '1、焼模なものまで })IIえて 29 航，絵;今博

物館で自然史部門をもってトるものを加えても 60館内外である.ニれから先，わH

われの n 然I即売が主主々きびしくなリ，これに対応していく二とを行応なくせまられ

るニとを氾!う時 ， :r 係が生きのびて L ・くためには自然環偵の変化， .ついての継続的

仙報が益々必要になるニとは IIJjらかである.とくにある地域におけるi'I然の変化の

↑fi報は，そのJ也城において継続的に収集.似管して~ ，くはかなく，また|斗 11与に 1'1 然

↑，11報の正維な把出と解析のためには比較学的手法が要求され， ,'11 ~~るだけ広範な一
場合によっては地球的な一比較資料を収集する必要にせまら H る.ニのような堅I~t，.j

をY;.えるとどうしても地方に一つは中心となる本絡的総合 1'1 然叱W物館が必要であ

り.またJ也城別の地域自然史博物館の建設がさら L必攻ーであることは疑，.な， ' .ニ

の点 11 本いおける自然史博物館はまだ111 発点に立った líかリて'あると\ 'わざるを併

な1，. , • 

自然史博物館とは

では1'1 然史博物館とはどんなものであろうか，なぜわれわれはドi然史問物館を必

要として L 回るかについて私の考えを少し述べてみよう.

人対lは地球の歴史の中で生まれた肢も高等な生物だと\-'われる.しかし，私たち

人絹は決して自然から離れて生活して1，..くこと:立出米ず，ほかの多くの生物i主と共

J4. それぞれの形で地球の自然を利用しあいながら生命を維持し.今日の文fllJ を築

きあげた.

. Ji. 似たちの周辺から仲間であるはずの生物が m 少しずつ姿を il~ してゆく 1見状

が 1I いっき始めた.このことはわれわれが社会生活に忙殺されて1，. ，るうちにまわり

の n 然出境が移り変リ，今までのノ寸ランスが急激にくずれ始めて L 白ることを物語っ

ているのである.

ともすればコンクリートの中の安全でb便利な生活から人類が他の生物から離れて中独に

生活できるような錯覚におちいることがある.しかし，動物は人知を含めて無機物から

有機物を作って1，.，<能力を持たなし ものである.どうしても植物の助けを仰なければ生活
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が'&')-立たない.この l当然の仕組lは， i~';j 当r な 5明知になればなるなど.多くの生物の仲間

のバランスの上に生活が成リ JZっていることを教えている. .fJLH. 地球 i二に ri 2 百

万何以上の生物が伎息しているといわれでいる.しかし，どの生物も永遠に生きぬ

くニとは不可能であることは過去の生!f"tJ !_とカ吋句認可ている.自然のノ Jランスが崩f.l

i1fìめると ~t;.物i主が絶滅の危機にさらされて L ぺ，とくに 1均等なものほどその ~jt~ 1.;{~ を

乏けやすい， f:!.たち人 1立のこれまでのーや悩らしい生活はどのようにしてよきわれてき

たのだううか，もう ー j支ヒゥ〈リ符えなおしてみるのも 1!lF.止!、では無かろう.

r~ 々人主i[は l:i fft を &11.?，4L. -との法 WHtを利m ，_て多くの生活ーに i必利な道弘を生み

iI\し，よリ多くのt-tn を j~~て米 f二.ミのようにどi 然;二 11;); きかけ，生み出したものが

文化であり， ~h1， f七されたものカζ文化 111'であるが，人 wはこの文化，立:fじ !!1 を社会

il~Jに受けつぐ能力をねたために今日の11かな生ili を築きL:げたのであることは承知

のi位りで九ゐ-かし.とらすれば文化の根源が(1然て'ちることをわnわHは社会

としてJ忘Hがちになるのではないだろうか.

今 11 ， n?~~ '11.の HP'JL fí~ ， :J';物!こ対する知識は読しく Jl~純にな 1) .よリ i合'j1交なもの

が製JiZ されるようにな r て i~ た.そのために自然科学が的縫，多Ht化してあたから

人!日Jí[，川人の'I=. i-円に江川関係な (((I'!こな J たかのような銀党に活ち人りやすい.しか

_. 1'1 然科学;三人 1::1の生活を 11，]_Iーさせるための素朴な姿三J( として人間と共に生三7. l

干f ~，て米たのである.その J，I; 1jこ!のJjえ );ï土今日でもいささかも変っていないはずで

ある.二のような考ミて"'1jt~~ tとを;迎「てみると(]然史的物館の起~JjJtが紀正，jíjにまで辺j

円てはら1.1.ゐのは当然てザある.今日の文化{主主:ニ文~( :文 IE)~ )によって社会的に受

けつがれてゆくため. 1~lil}航かト 1:会の)，けよれ文化悩訟のーっとしてずとi主しているの

:ェ九然である.今 (:-1 の地方1';(j;l: 自立て寸主主に任会科乍系，文科系のもの:二重点を i泣か

れているのは伐俗的な jM を巧;:..i 1I:f当然と言える.

1' 1 然科学系の jj' :Jlj'で:立之二j-: だけではJ'H向If.しにくく，どうしても尖物，陵町I~ ~実験

と、 a ペた{本以!と文字による文献とから l.iJII与に 142jjLーする必要があるニとは IIJj らかて'あ

る.ニめような変~::)くを ;izjたしてくれる社会的文化胞はが i当然史博物館'て'ある.それ

位に l'lr~ リ~ I'，y物館は実物資料の収集 . f~~~~: と 1.~I I1:ト:ょ記録資料としての I~ 然に|対する

文i:iU;(! 芹館を ~itねる施ii立でもある. 11 1j~の博物館ではまだまだ自然?と文l銀、センター

である役加を忘れがちであるが，このぷは今後の努力組中;11 となろう.

自然史博物館の特性

1J~;(;1ま博物館の持つ特イfの形態て"ある.人 1:\1の能力をはるかに越える自然の惚宇佐

さと多係ナ1:グド 1':ニ働く jよ;HI)'j主を，i-1!\解寸るための与し体化され，単純化された、持人吉1;が

11主 5}~なのである.したがって民 ;J';のパックには民ぶされた陪本の数百~数-T-fúの裏

付けの標本と文献資料が所蔵され，ドつでも必安ーに!必じて市民[立学奈良を j必して保

管Wf本資料と文献資料が利用できるようになっていなければならない‘

t-~!~Ii:n立と H~ なり，ピI?~史博物館てι は，lîJ亡と所蔵資料とのIlnに学芸 H な') l，Il!"J1:iな

リカィ介在する必‘妥のfあるのカ吟与I主で・ある. しカ‘し，このよ，~~訟 1Þ平をまiJくといけない
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ので少し説明を JJIIえておきたい， I~I 然史界の物(J(J~IE拠は日Îjj主の立11< .fJI.-IU:f丞たー;すでも
2百 }j fo[l をこえ， f r.:.fT を JJ日えると数 F方的にi主するとぎわれている.このほか鉱物，

岩石，自然況ゑなどを JJII えると膨大な数になる.それぞれの・F物(松本)と文 IU: を

正確に対応するだけでも寺門家でなければ凶維である.ましてこれらの事物が十1111:

に健制í~に組み合わされている場合には専門家の手助けなしにïIご隊にtm解するのは不

可能に近い.また標本の中には手門的勾rt誌なしにはJI~ リ扱 l' がむずかしいもの i') ‘あ

1) , lIif子に取倣えば立京な桜木がfvHílされ，夫なわれる可能'/'1: も生ずる.したがっ

て自然史博物館の学芸只にはかなリ広範な自然史資料の1['.(被いに対する知泌が交う!と

される.一続的に進んだ自然史i専物館では伏義の学芸員だけでほ市民からの多くの

要求にとても答えられないため， tl'l昔!に博物館教ßlli といわれる取扱いと教有の'，1/-1")

'ij_をぜれ、ている ji!Î も少なくない.以上のように膨大なかっ多依な分別'，，"J ，(fH を処理

してゆくにコー人の学芸員がJf:( リ彼える年1")的範国は以界があリ.少なくとら山jj~

y，の]ゲ I"))JI)の学芸 tl が必要ーとなる.また11 i.久的技術の受継ぎまで号えると lll() (, j!�: 

くの袋民が必裂となる.地方自然史 ~Ij.~物館ではぎI)!i( 全分~'i'を」とらえるニど!三;1'， ~三な

いのであるねり!t， J也l'!tの自然に i刻{系 i采いもカから恥J及、 1 ， 'jj'-l!f'によ r，ては子、 IQ作ゼざ

るを f!;， 'd_'い.

地方自然史 i学物館て'は少なくとも小学校から高等学校までに出てく。 'J~. ~.~に円熟

したら!:芸 11が故低10名山伎は必要である.一般に博物館は !11物がe住ち ljl~"l~が完成す

ると処1;立の 8 '，I~)が完了し.あとは学芸Hの教育ì，f;!fi}Jの純わるのみとい勺たぞ:ぇ )jが

多く， ~ø祭にそのような i刷物館がかなりあることも事尖である.レかし 1'1 ?!., ~と博物

館に j; ¥ ーでは往物， IJ(:ηzの光成!立出発点であり， I';(I ， 'H立でいえば本のI;}Î.みされてな

L 、1'31:;I::þ"~!泡訟の完成というニとになる. hl久施設としての，') ~~~史博物以 itfí助.とく

に資料収集は llf)~立が[iijll与に出発点であるといっても過言ではなレのである.

今 11 の日本子IJ)誌における i当然の変殺を見る 11キ，すでに山然のパラシスが絡必し ~i{ì

めているかのように，也われる.この~Ü~f床からも n然史悼物館の往誌による 1'1 Y.!, 史 'iH_

科のm~絞的収集， f沿管!;!:急務であるということは itt ， 'ない.

追認:北九・JH lI i立自然史博物館は昭和561Jミ;) H 2 U:ニ民w、八崎北九 2 ・ :H皆:ニíI:.iIJlJ

82 し， t別物館としてのすべての業務を開始する予定である.

~th')十lへJn' での節[土是非お立;ij: 1) I_. i ただき，御批判， í.ìiJ !l}J cc-l'をドさるよう s氏名

にお怖い・した t



In terna tional Palaeon tological 

Association 会議報告'

高柳1I ~羊吉川

lllternal ional I'alaeontological Associatioll (l1'AI の理事会及び総会は 19SIJ 年

7 月ノ\ ') k.おけるおth International Geological COll)...'TeSS (lGC) を機に開催され

た.二心会議に'fi' i寺;主代表として出席したので.会議経過をまとめて以下に報行ず

る.

IGC i主，ぺ 1) 市 j仁西部ν) ボルトマイヨーにあるノ;; :;国際センターの会議場で開催

された. K:致密μ車11 まれた会議日程r{Jぶ Inlernational Union of (;eological Sciences 

((UGS，傘下及'}関連の諸組織の業務会訴の日程がおりこまれていたが‘ニれら多数

の会議を 11'，(存する会議均の数 i.ì卜二分にあるものの.むしろ時間的制約のため関連

性の深" '会議が I， i]時並行的iι行われること t あった{この種の会議時間は主として

11'1 : 3f)~2n : 3(1 t))時間帯に割当て〉れてレたが‘さらに二れよりはみ出すものが多

数あ〔た 1.

I I'A 会議は 911 ;ニ拡大理事会. 10tH.:総会が開催され，初めの会議には };J 名，当

11 (，i)会議には約.jl)名の il iI本奈があった. roLl 会議をÌ!!Íじて. Curt '1、日CIIERT 会長，

Otto 11. ¥¥' :\LLJ~I来事務総長ρ遂行のドで，審議が行われたが，主なi議題の内容は

i欠 0) 上う /ζ もの亡ある.

1 ) 次期役員ωi選出:会長 B.S.SUKりLUV (ソ連) :副会長 S. ARCIIA~GEL~KY 

L アルセ、レチシ)， E. G. KAUFFMA:-l (アメ 'J カ)， B. D. 'vVEBBY (オーストラリア) : 

干H傍総長 O. H. WALLI日EI<(凶 H!); 会計委H R. E. GHANT (アメ IJ カ).

2 ) 凶f本会員ω新tJ日入 Palaeontolo又ical Society ぱ China ， Palaeontological 

Society of 1 ndia. 'l' lf:I代表，インド代表よりそれぞれの国内における活動状況の報

告が行われ，加入力てァ兵認された.

:3) 会費の鎚 L: 購読会長 2 ト、ルより，[ドルへ.当j国会員 :1 ドルよ 1) 5 ドルへ司

団体会員それ-?れ :wo 名につき 1 1)ドルより 15 ドルへ.会務活動の活発化のための

要Ilとして承認 0 4Lた.

4) 1nternatiりnal Commissiol1 for Palynology (l C I')の{午: ICP はこれまで

I I'A の傘下(..:あったが‘これよリ離脱して!日誌の傘下μ直後入りたいという提案

が IUG日 μ対して出された.今凶の IUGS 理事会で:土l('A の問越でもあるので、こ

の処置を保留にしたが，次期の会議ではニの件が審議されるよとになろう.

5) ll'A の活動状況につ t 'て: IPA の最近の活動状況ーとく μ 会員にす・Iする

Reporl on the ll1eelin~s of the I n'l ぐrnational Palaeontological Associatioll. I'aris. 19HO 
.. Yokichi TAKAYANAGI 栄北大学PR学部地fl学古生物学教室
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サービスなど が低請である点について，出席者と執行部との問でかなり活発なぷ

論がなされた.指摘された点の中には.定主主自体の母~Jl.(が不活発さを招いてしる傾

向があり，貧弱な収入のために普通会員への情報伝達が皆無に.等しくなって，ひ t ，

ては ICI'の離脱を，] 1 き起J-一因となって~ ，るのではないカ・ということがあった. ~ 

れらに対して執行部は‘会費の値上と COlllmission on 1引 aeonto1ogy を [U(沿に

新設する提案で応えた.会費の値上は白íj述のように可決されたものの. 1' 11体会員費

は大|隔に Ilf{ 上して収入を明り11 させよー大金を投ずれば人;土より投資対象 IC関心を抱

くものであるという意見もあった.新 COllllllission については，これを lドA と連事き

した組織とするか、 rPA からの継続した組織とするか‘二様の n えプjがあるが、執

行部による憐想のよ:;l，体的説明はなかった. ~れI:.tl、す'it"f] らかぶされた 1: て・審議さ

れるであろう.その他. Lethaia を IPA の公式機関誌としている現状:ニ対する批

判.IPA のニューズレターを種々の雑誌に掲載する案. [(;C と IGC の中川の時機に

IPA の国際集会を開く案などが出されたが，執行部では財政難を理由にとり上(デな

カっ fニ.

6) International Palaeontologist Directory 4th ed. の出版の件: [1 下出版の

準備中であるが，コンビュータ導入によりかなり川滑化与れるは込みである.

7) ¥Vorld Directory I)f Palaeonto1ogical Collectiolls の('[:: WEHBY 教授より

提案理由の説明があり，一この編集のための委員会の世話役に同氏がら:って、本計画

を進める 4 とになった.この提案内在は Lethaia. vol. 13. p. 208 11980)μ発表され

たので司以下これ令転載する.

Proposal for a Il'orld Direch)/y oj 1匂laeontological ColleclioJ/s 

I'alaeontology is an internati川1<1 1 discil >line with communicatio!1 and coope. 

ration essential (0 advances in the science. Yet all too often palaeonto1ogica1 

collectio!1邑， because they come ullder the cOlltrol of local or national authorities. 

rem日in. for a varietr of reasons. essentially inaccessiblじ to pa1aeonto1。又ists. l'¥ ot 

that restrictions on use !10rmallr cxist. but rather the basic published documen. 

tation of the collections is lacking or inco口】plete. and s() the scope and c l) vera日じ

of the available col1ections is seldom known to many people �tside the partiｭ

cular institution. Compilation ()f a \V l川cl.wicヤ陀白川Irce i川entory oﾎ fossil 

col1ections ¥¥'oulcl help to remedy this deficiency and provide al1 palaeontologists 

wilh the essenlial data of availabilitv ()f fossil material for studv and conslIト

tation in museums and other institutions throllghout the world. 

Until comparatively recently , the only kincls of pul>lished documentation of 

fossi1 collections were the detailed institutional c且talogues of type and figllred 

specimens. It remains. in accordance with recommendation 72D of the hllerna. 

tional C"de of 7.ﾆJoloJfica/ Nomenclallll官(lCZ :--J). the essential task of every 

institution to continue to compile or up.date for publication its lists of fossil 
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types. But a separate need exists fur the complementary. broader.type surveys 

り f fossil resuurces. The recenlly published CONARIP report (Glenister et al. 

1977 ), dealing with invertebrate foss匀 collections of North America. is a good 

example. though it aims mainly at establishing nalional necds ancl priorities. 

Many aspects ()f recommendalions in this. ancl the recent r゚itish survey on 

curaling palaeontul噌ical cullections (Bassett 1979), cut across national boun. 

daries. This has led to the suggestion by ゚ assctt et (/1. (1979 ・ 275) that ‘ the time 

is no¥¥' ripc for an international assessment of the status and role of palaeontolo・

gical collcctions'. 

The compilation l)f a world directory will not only aid individual palaeontolo. 

gists attt'lllptin日 to find relcvant collections. but will al出) help thosc local 

lin日titlltional) and national organisations which need internalional Sllpport and 

encouragcmcnt in りrder 10 promote the j)llblication り f detailed fossil cata!o只ues.

[n formulatin以 a prnposal for a world-wide stocklaking of fossil reSOllrces 

under thc aegis of thc International Palaeontologic駘l Association (lPA) and 

hopefully with the SllppO円。f some other internalional bodics such as the 

Inlcrnational Council of :¥luscllms UCOMl. it is intendcd that information he 

obtained by questionnaire distributed through national represental ives. Each 

corporalt.' membcr of 11' A (mainly societies with palaじontological inlerests) will 

be asked 10 nominale a national rcpreぽntati\'e to arran貯 the distriblltion of the 

qUl古tionnaire and cりl1ectiol1 of dala in each COlll1try. [n those areas of the world 

not represented hy a corporate member , the national committees of affiliated 

organisations like Ihe International Union of Gcollぽical Sciences nUGS) or 

in�vidual palacontologists will he asked to a照ist.

At the {;cneral ASSPll1bly ()f [I'A held in Paris on 10 July , 1980, a committee 

was appoinled to prepare the qllestionnaire , arran広e for its distribution and 

compilc data from the completed responses. Informalil)J1 to he sought by ques. 

tionnaire will include : (1) name and address of institutiun ; (2) date 川 founding

of foぉil collection ; (3) estimated size of collection and percentage adequately 

cur日led ; (,1) genera I and special crnphases of collection ; (5) list(s) of published 

catalogucs of type and figured rnaterial ; (6) outline of curating procedures. 

including use, if any , of cornputer.based deta processing ; (7) loan and exchange 

pol icies ; i品) numhers of permanent staff -palaeontologists, curators and prepar. 

ators-and person(s) in charge of collection ; (9) nature of associated library 

res_ources ; (10) inhou日e j)ublication outlels ; (] 1) items of equiplllent and services 
available to visiting palaeontologists ; (12) availability of grantsin-aid 10 visiting 

palaeonlolo只ists.

1¥1embers of the committee welcome active support and participation of 
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palaeontologists in the project. We would like the compilation of this first jI/orld 

Direcfoη 4 Palaeontologit・al Colleclions to have the widest possible coverage 

The questionnaire will be ready for distribution in the early part of 19H1. Please 

contact the committee's convenor, Dr. Barry ¥¥'ebby (address 記iven below), if 

you can help. 

さらに. 日己の文中にある質問状に対する返事として期待される形式例を次にあ

げる.正式の質問状は円下w備されつつあり， n本国内の機関に対してもいずれ配

布されよう.
AUSTRALIA 

Ha.世 aod addres5: Department of Geology & Geophysiじ 5. University of SydneYt 
Nel� South Wales , 2006. 

Date of foundin.g: 1866. 

Persons in char;te: Grae田:1. Philip (Head of Departl田川)

Barry D. Webby (lnvet tebrates) Ja 、 k A. Mahoney (Vertebrates) 

Estimated total søecin:en~: 60 ,100 

担思旦銭辺足立: 58 ,000 
淫旦~玉呈主主主 : 600 
込型店 : 1 ,500 

PercentaR;e (If total specimens catalo2ued: 32% 

E出且己主!!，: (a) Taxonomica l1 y-based 回目lIal cataloguing system with card indexes 
of fossil names and lucalities. 

(b) Material separated lntil type , t ミ xonamic (referen(、 e) t resear ,h 
(geographically and stratigraphicaJ ly-arranged) and te ミ ching
colleccions. 

(c) Only type collection adequately curated. 

Emphases (良eneral &討pe仁 ial): (a) Ord!'vlclan-Permlan invertebrates of Ne対 South

Wales: rrlassic plants of 5;:dney Basin. 

(b) Tenison Woods col1ection of f05511 types (formerly housed in Hacleay 
Museurn of Sydney University) , and Wade type c ,:;l1e;..:tion of Triassic fi.sh. 

E豆豆旦: Research 90%; Teaching 8%; Exhibit 2% , 

Lo�s 6; exchange policles: (a) Haterlal ."Ivailable On loan to accredited ..... orkers. 

(b) Exchange material also aval1able. 

Published type catalogue: Catalogue of palaeontologi..::al type speぐ imens located in 
the Dept. of Geology [, Geophysics , University of Sydney. 

Rep. Bur. トlin. Res. Aust" 己.!' 1-74 , G. Z. Foldvary & J. L.. Sanderson , 
1972. Himeographed supplementary l!.ts 1-5 (1971-1979) 2.vailable 
from Department on request .. 

Permanen t s taf!.: Palaeontologists 5; Curators 1 ~ Preparatoγs O. 

N凪 ture of as:::oclated library: Adequate for most taxonomi 仁 work ， inl_ lud~5 
palaeont > logy reprint col1ection and the Ellis 
晶子fessina catalogues of Foraminifera aod Ostracoda. 

In-house publ ication outlets: Xone. 

Facilities for visiting palae~ntologists: 

(a) Ful1 range of equipment for preparation aηd photography. 

(b) Limi ted technical support. 

(c) No grant9-in-aid available. 

[5品IPLE OF K1ND OF 1NFO~仏TION TO BE 50l!GHT BY QUESTIONNA JRE 

AND CO!1PILED SO ・nlAτENTRY DF EACH INST1 TUT10!¥ CAN BE PR1NTED 

O!'l A SINGLE PAGE 1!'I官IE D1RECTORY 1 
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日) International I<esearch I'rogrammes のf午: IPA は百生物研究の間際的プ

ログラムを作進ずることを日的の一つ iι うたっているが，次期の congress (モスコ
ウ， 198-!ì には“Biotic changes and extinction of fossil groups" シンボタジウム

が組織されゐであうつ.詰':~I: 二 Lethaia に光夫きれる子山.中岡の古生物学会;二，

Cambrian-Ordovician faunas ペJ Triassic faunas and f10ras の移動，進化， J也理!

l2<:の!日j起について， II ，II::;HIリ )I;I ， ;J liJI 完全 11' うことに大L 、なる興味を示している.

以後;二，今回の 11'八総会を熊に配布されたノ;ンフレットサ?より， lPA の組織およ

びl見|連組減とのWI係|え|を転叫しておしら:;$， 1 1':\に|見I.t る定款は Lethaia ， vo1. 6, 

p.91-り9 (l9nl :こ 1M，民主れて\ .る.

ORGANIZATION of IPA 

L工NKAGES ;L"'!Cr~G 工 PA ,\.'10 OTI!ER INTE詬A'J'IONAL ORGAKIZAT工ONS

EEEE  

七三 E 
」ーー一一一ーーーーーー」

OTHER 
UN 工ONS

U~lESCO Uni ted ~la tions Ed.ucat ional , Scientif ic and cul tural Organiza tion 
ICSU ~nternational Cou~cil of Scientific Unions 
IUGS 工 nternational Union of Geological Sciences 
工UBS International 仁ロヱon of Bioloαical Sclences 
IGcr International Geological Correlation Programme 



古生物学者の哲学専

浅野 ;青・・

ょこでL ・う哲学とは，むづかし\，.哲学理論ではない.しかし人間誰しも，信念と

いうか，人生観というか.例性は千差万万IJ である.古生物学者ーとし白えども，人間で

あるかぎリ， 11古l件があリ，その人独特の宵学を形成してし h る.それが論文とか日常

の行動にあらわれて，興味深レものがある.

矢部先生は 日匂:，から 11 1 ~;Iの論文を脊〈二とをモットーとされ，よく今年!立目

標をトJ担った数の論文が出たと喜んでおられた.そのころ，学上院記事にはほとん

と'毎月のように先生の論文が出た.小林先生;二自分の背の高さに論文の厚きがi主す

るニとが日限であると L 白われて b ‘た.先生の著討を合わせれば.そろそろ目標達成

かと忠われる.とニろが今野:'VU.t ，論文などやたらに書けるものでない.一生の

問に快心の論文;二， 1 ・ 2 篇でたくさんであると~ .われてレた.

12的に出生物学者の論文の数は他の分野の学者よリも数が多い.特に大明化石

をペJ 弓ている人はぞうである.型l'村・畑井の-凶l氏など.フィールドに行勺て・附勺て

くると 1 週間もたたないうちに，もう論文ができて\，.た.それは 1 新附の党見でも

1 ~;~{の論文となるからである.ょのようなことを好まない占生物学者は論文の数が

少い.新袴の記載はたしかに必要であリ，将来の研究の基礎左なるが，それを進化

王聖諭とか ， 1也 'l'l 党i主史に結びつけるとなると，そうやたらに苦手けるものでな←.者.

3 も同様であって，ペsたらに他人の論文をづ I Itlして編書をさく人の者占ーの数は多 L

が， :1んとうのオリジナルな坪J命て白書いた著書l.t極めて少い.数で物事を fll断しで

はならなレ.

ずi生物学nの日'作f生活になると一層興味が深い.まず朝の出動である.仙台では

一孫子は畑 Jj二君である.おそくも 7 時には教室に顔を出していた. í度は学生時代も

そうであ円たが，皆の者が拘líj うまでにー仕事をして， 911与凶になると，もう H休み

である.お ALを飲んで，出てくる者をからかう習慣があった.むろん早起きであっ

たが，これは彼の父の風習をうけつレだようだ. 1皮の父:.t生物学者であったが， I主

虫の臨海実験所に tB~i~ きれてし・る聞は，毎朝 3 時に起きて釣を楽しむのだと\，.って

おられた.夜はむろん早坂で 7 時ごろには床につくといわれていた.

'1刈!..:糾のおそお l 先生!.t平沢先生であった.先生は税つきが'/H;< ，胡になってか
ら熟略されるらしレ.巡検で一緒に旅行すると，朝早くから，われわれが起きてき

わぐとよくおこられたものである.わたくしほ，どちらかというと朝司I~ であって，

佼:.t余り f1 ・J\ をしな t ・ )jである.畑井Hほど出動は早くなトが， f主必そくまで教本

Philosophy of paleonlologists 
•• Ki~'oshi ASANO 
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に残される日は耐えがたかった.会議なども lí1 <終るのをいつもI.~Ji っていた.

伎は 12時からときまっているようであるが I ~リj1il-い i主 qq立 llU;'J' t;i:になると脱がZR

L 、てH:食をとる.先食!立街に [11 て i昆まない問に食堂iこ入った.生Iぬというのは lií~ f去

の rm物で‘あって，ザ:内でf:tTl'~をとることはできなかった ， ilt 円ておj主は今日はどこ

のた堂，明日はどこへという楽しみがあ勺た.仙台の教1-Hでは， rll1F.以 j'.の先生は

総誌会の閲かれる会議室に集って出前のソパを食べられてし・たようだ.それが毎日

同じものをと勺ておられたようで，どの先生は何，どの光~Iそは何というぐあいに，

JJ: をかえられることはなかうた.従って小伎が注文するときに，今日はfiiJ先生と M

先生と，先生の名前をいうだけで zI12の名前をいう必要がなかった • 'jミ郎先生!まいつ

も卯トジうどんのようであった.半沢先生もこのt当 Wtがついてか，アメリカに留学

されたとき，おれの行く食堂は[ij:]支きま勺ていた.だまって行って，だま「てイス

にかけると，特;ニ注文もしないうちに，初予もだま勺て j必 l支|寸じものを n'，...，.てきて

くれたといゥておられた. ~~~村の哲学である.

夕食は楽しみで・ある. 11 本人は刺・昼食をかんだんにして夕食を楽しむ.まず下

宿時代では t +drった者から 111目々に食 !J{が部[;1.に j~ばれる.わたくしは liíj にも←Ji-いた

ように羽型で，タは早< ，下~fÎ~1!二 4 JI寺町lには帰った.すぐと夕食である.病院て勺手

4 時三|ヒが夕食であリ司入院必 -:K と同じであった.これでは伐.f{が必まさである.三三

ii.Ji.:lT 1M! ってーィィ;飲みに出かける.似るのはいつも 1211年則か.このときの椛z淡が人

生m.ザ:を育ててゆく.

米仙された 1) .こちらて・出かけて夕食を共にした先生は多←.とくに印象:二残る

先生として.三ず小林先生である.カキは f@刈に rtべないといわれていた. ，~ミカキ

は勿前， 7 ライにしても焼L 、ても食べないといわれた.どうしてですかと尋ねたと

ころ，小沢{義明うt~1ミが生カキを食べて腕チブスにな Jったのがその l!?、肱|らしト.ワグ

をf.!:うて死んだ人があるからフグを食わないと同ーの治改である.また二i土先生 :i

エピは食べないが，生エピなら it うといわれたーどうしてですかと尋ねたところ.

2ミエピはイキのい、磁を使うが，ウデたリ.フライにするものは 'M') かけたものを

使うからさけた -}j;がよいといわれた.これも 5~~~与の材学である.

ニんなニとを;!?き出すとキリがない.人間の11M性は T' jをJ.Î ~Jlj であって，それぞれ

のい念なリ哲学を持っている.人の悪口'批判:まかりを話Jmにする人もあ~.聞い

ていて余り愉快でない.要する Jニ殺しく.愉快に一生を iきるニとがわたくしの念願

である.



広契類の足跡化石オーストラリアで発見

<1 i:立年も自íj に生息していたサソリ様動物，広翼類の足跡が，オーストラリアで発

見された

この足跡は，凶オーストラリア北西部の海岸からさほど内陸部に入らない末居住

成で.話LH した約 35 m'の岩石の表商に残さ札ていたものである.近代文化の発展 Jこ

f:j\う破壊をこうなることなく，これらの足跡は見事な状態で現在まで保存されてき

とのである.

I!~オーストラリア静物館の古生物学担当のキュレター，マクナマラ博士が 1980 年

~H に二の化石を同定した.

filJi専 j::土次のように述べている. r これ迄に，広翼類の足跡とされる化石は.ォース

n- (j) すぐ北でI~gーの例が匁]られている.西オーストラリアでよの度発見された it

Cil士、足跡のより詳細を保存しており，バラエティむ 121きである.成体ととも{ム

土!Jí本の足跡も残されており、これらの動物一家が，浅瀬をはい回っていたある日の

生活ーを示すものと jEわれる J.

マクナマラ博士によると，科学者はこれ迄主としてこの動物の形態から結論を引

LH していたが司これらの足跡は，広資額がどのように歩いたかを知るための窓婆な

Fがかりを与えるという.

阿|噂士は，また次のように述べている. r この動物は体長 2 m にまで成長したこと

は明らか己千ソリと直擦の類縁はないが，それと同じような形態をし，前面には

ハサミを Iキっていて， 11同:土太くて，尾に近づくにつれて制くなり，背には童十を備え

ても 4 た.ある極のものは， .(~!，を食べたと jEわれるが.そのような魚は未だ十分な進

化を送げておうず，体長 i J: 50 ClII程度で，間1単に捕獲されたであろう.また他の純:土

草食i主で， i実類を食べていたと思われる J.

「これらの足跡は，最初j砂地:二つくられたが，いろいろな殺皮の堆積物が，形を

変えることなし足跡を2、速:こ埋没さぜた.これらの砂は岩石となり，やがて降起

したあと，風化作用によって粗絞殺積物と咽位.iít積物の接合部分に亀裂を生じた.

岩石は二うしてきれいに分議し，数億年i~jの足跡を明確に示す:こ至ったJ.

大きい足跡問の幅は 1;)~20cmで.成体の体長が拘 1 m あったことを示している.

7 クナマラ博土ーは， この化石産出場所をファイバーグラスてー完全に復元し，そこ

へ広禦煎一家の悦司lを配択することにしている.

(オーストラリア大使館広報部提供)
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地学標本専門メーカー・ FOSSILS & MINERALS 

|株式会社東京サイエンス1;場合ぞTZ嵐ALLAUZYぷビル
※上京時にはお気軽にお立寄り下さいませ 3

<主な営業品目>
地学標本{化石・鉱物・岩石)
吉生物関係模型(レプリカ)
岩石薄片製作(材料提供による薄片製作も受け賜ります。)
地球儀・各種(米包リプルーグル社製地形型ワールドオーシャン etc. ) 

※特に化石関係 iま諸外国よ町良質標本を多数直愉入 L. カを入れてお可ますので
教材に博物鎗展示等にせいぜいご利用下きいませ。

<弊社化石標本 1) ストの一部〉

i聾きそ月の化石 Euη世.leT臨陀tllIþeS Silurian New York , U.S.A. 

筆 名 Climacograptlls Iy�icalis Ordovician Oklahoma , U.S.A 

f'hyllogTaplz~， delZlus Lower Ordovician 0510, Norway. 

ウニの化石 .4cro稘aris lZobi/is Jurassic Moutier. Swi tzerland . 

Eu知1姥脱出al創出 Eocene Florida, U.S.A 

Hemzþlzew;l，ω slrìaluradial凶 Cretaceous Holland. 

線皮動物(ヒトデ) Ta側出leT spi削剖 Upper Ordovician Penna. U.S.A. 

カニの化石 Xanthops~; 川19l1 ris Oligocene Washington U.S.A 

，毎 百 会 f'ÚJtyτrinites �enicillzf$ M ississippian Alabama. U.S.A 

~ 木 Lepidodendroll mod制la:u 1Jl I也nnsylvanian Pennsvlvania. U.S.A. 

シギラリア Sigillllria s�. 

魚の化石 Smerdis It，凶CTIITIIS Oligocene South France 

Diplomβluぷ Eocene Wyoming. U.S.A 

Osleole俸制crolepidol臨 Devonian Laithn飴s. Scotland. 

サメの歯化石 Carcli国rudoll megalodon l¥Iiocene South Carolina, U.S.A. 

デスモスチルスの歯 L加 Cal if ornia, U目 S.A.

メ 1) コイドドンの頭骨 Merycoidodon culberlsolZi Oligocene Kebraska. U. S..'¥. 

トンボの化石 .4eschnogom�lzus ilZtermedius ]urassic Solnhofen, Germany 

ゼンマイ石 Liluil回 lilllll五 Ordovician Oland, 5weden. 

葉 虫 Homolel凶 b叩midensis Oklahoma, U.S.1¥ 

Pseudogygiles cllnade1l'is Ontario , Canada 

アンモナイト &culiles comþress削 Upper Cretaceous South Dakota U. S. A. 

GOlzialites clzoclawelおお Mississippian Oklahoma. U.5..'¥. 

Placenliceras meeki Lpper Cretaceous Montana, U.5.A. 
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化石投稿規定

1. 吉生物学・ 1事位学を中心としたシンポジウム報文・論説・解説・評論を主体

とし，これに国際会議・学会の報告，伝記・旅行記などの短報を掲載する.

2. 原稿は日本吉生物学会会買のものを主とするが，一般からも募集することが

ある.内容にっし‘てほ編集者または栓話人の責任において改訂を求めることが

ある.

3. 原稿:.1:. 400 字詰持者書原格用紙を淘し、. 1 論文の長さは30枚をこえないもの

とする.表題の欽文訳およびロー?字書きの著者名は著者の所属とともに脚注

にいれる.学名のイタリ y ク.人名の小キ f ピタル等の指定は著者自身が行な
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5. シンポジウム特別号の編集については世話人を依頼し，特別の規定を設ける

ことかイある.

→・4・4・→・4・→-→・→-+→ー→・4・→-→---1・4・+斗・4・斗・4・→-→・4・→--←→・4・→-→-→--1・・←→ーー←→・

1981年 2 月 26 日印刷l

1981年 2 月 28日発行

化石第30号

編集者高柳洋吉・石崎国照

発行者 B 本古生物学会

(東京都文京区弥生2-4 一川
B 本学会事務センター内 / 

印刷者東光印刷株式会社

イ手 東 晩

4・4・・ト4・4・4・寸・斗--1・ 4・→-+-1・→-→ー→ーー←→'→ーート→ー→ー→-→-→・+→ーート→--1・→ー→・4・→・4・→-

員IUI申し込み先:〒 980 仙台市荒巻字青否定

東北大学理学部地質学古生物学教室内

化石編集部

(振替口座仙台 1 -17141 番)



PALAEOl¥'TOLOGICAL SOCIETY OF ]APAl': 

q.~ 

No. 30 February 28, 1981 

Contents 

R. TSUCHI ・ A topic of marine biogeography of ]apan in the Early/:¥liddle 
おliocene ...・一一ー・・ーー一一・・ー・ーー・・・・・・・一一一..................・目・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・...・…..・ i 

K. CHlNZEI: Marine biogeography of ]apan during Miocene: A 
reconstruction based on benthonic moJluscan faunas .・・・隣・・・・・・・・・・・・・…・・・ 7 

]. 1 TOIGAWA and H. SHlBATA: Miocene paleobiogeography of the 
Setouchi geologic province, with special reference to molluscan 
faunas .......................................................・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 17

K. TSUDA, ]. ITOIGAWA, and T. YA_¥1ANOI: Middle Miocene paleoｭ
environments of ]apan -with special reference to the mangrove 
swamp evidence ..................…・・・……・・・・・・・・・・・・ ................................…31 

S. FUJIl:明ras there coral reef during 15-16 Ma in the Yatsuo 
district, Central ] apan ? ・・・・…一………一一…・…-・・・・・…・・・….....・H ・……・・・・…43
K. OKAMOTO: Paleo -Tsushima Strait inferred from the Miocene 
mollusca in the San-in area............. …・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・…・・・・・・・・・…・・・49

T. SHUTO: ::¥1iddle Miocene paleo-oceanographic problem in northern 
Kyushu ...…....…一...............・・・・・・…・・・…一................・一…...............……55

K. MATSUMARU: Consideration concerning larger foraminiferal zoo-geo・

graphy and ecology in Late Early 九引ocene to Early Middle Miocene..... '59 
M. IBARAKI: Planktonic foraminifera from "Lepidocyclina" and Mio. 

gY，抑制 horizons in ] apan .…………..…....…..一一・・・…・・・...…・一・・・・ ......67

S. MAIYA and Y. rl"OUE: Historical changes of Lower.Middle 
Miocene foraminiferal assemblages and paleogeography in 
Niigata Basin ............. ・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・ ・・・・・・・..........一一一 ・・・・・・・・..，....・ 73

Y. MATOBA: The Sea of ]apan at the time around r¥-liddle Miocene 
inferred from foraminiferal evidence ...................一一....… ...............79

1. KOIZUMI: Paleoceanography of Early-1Vliddle ::¥liocene in Japan 
by means of diatom fossils ..……・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・-…・・・・・・・・・・・・・・・・ 87

K. KOl"ISHI: Miocene reef limestone of Japan ...……………ー・………・・... 101 
M. HORIKOSHl・ On the locations of mangrove and coral reef 
within a tropical , regional ecosystem. with discussions on the 
marine bio-climatic zones in the VVest Pacific ……ー……・…・・・・・・・・・・・ 105 

J. 1 TOIGAWA: A few problems on museums ………………...・H・..………・・・・・・ 121 
M. OTA: On the founding of the Kitakyushu Museum of Natural 
History .............一…・・・・・・・・ a ・ 1 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 127 

Y. TAKAY刀法GI: Report on the meetings of the International 
Palaeontological Association , Paris , 1980 ……ー・…一 …………・・・・・・・・・… 135 
K. ASANO: Philosophy of paleontologists.... ………・・………………・・・ー・・ ・・ ・ 141 
News ...…一.................一一..一一・.......................…・…・・・…一一・・・・・…ー・…・ ・ 143 
Book Guide' ・・・・・・・・・ ・・・・・…......….... ・・・・・・・…....・ H ・…-…一…・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…. 126 




